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は じ め に

第四期がん対策推進基本計画が令和５年３月２８日に閣議決定されました。これを受けて鳥取県でも

第四次鳥取県がん対策推進計画の策定を目指しています。第三次の計画（２０１８年～２０２３年）では「７５

歳未満がん年齢調整死亡率を７０．０未満とする」を大きな目標の一つとして定めました。まだ変動はあ

るものと予想されますが、２０２０年、２０２１年と目標の７０．０未満を達成致しました。がん診療にかかわら

れるすべての方の努力の積み重ねによるものと感謝致します。当県新計画の骨子案でも、がん対策の

全体像を評価する目安として全体目標の一つに挙げられています。鳥取県がん登録事業報告書では年

齢調整がん罹患率は全国値よりも高い状況が続いています。がんの早期発見やがん医療の充実によっ

て得られる死亡率減少効果において、少なくとも全国的な水準は維持し続けなければなりません。が

ん医療の充実も着実に進められていると思われますが、がん検診受診率の低迷は引き続き大きな課題

であり、さらに精密検査受診率も改善の必要があります。要精密検査と判定された場合に精密検査を

受診していただくところまでががん検診のプログラムです。せっかく受診されたにも関わらず早期発

見の機会を逃すことは避けなければなりません。

このたび、例年通り、令和３年度の「鳥取県がん検診実績報告書」を発行いたします。当県におけ

るがん検診の更なる充実に向けてご活用いただければ幸いに存じます。

令和５年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 渡 辺 憲
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Ⅱ．令和３年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数。
※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出
することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推
計対象者数」とする。
各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上。
乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）
子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。
肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者。
（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、①基本健康診
査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。②平成１４年～平成１８年度までの本事業か
らに基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数
３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合
４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数
５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合
６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数
７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合
８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数
９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合
１０．陽性反応適中度：要精密検査者のうち、がんとされた者の割合
１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に
おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合
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〈検診方法別結果〉

区 分
市町村数

受診者数（率） がん がん発見率（％）
実 施 未実施

Ｘ 線 検 診 １９ ０ ７，９４３
（１６．３％） ８ ０．１０１

内視鏡検診 １９ ０ ４０，８０１
（８３．７％） １２１ ０．２９７

計 ４８，７４４
（１００％） １２９ ０．２６５

１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
令和３年度の対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として厚生労働省が示す算式
により算定した推計値）は１８１，４１４人のうち、受診者数はＸ線検査７，９４３人、内視鏡検査は４０，８０１人で
合計４８，７４４人、受診率は２６．９％であった。新型コロナウイルスの影響で減少がみられた令和２年度に
比べ、令和３年度は、受診者数は２，５７６人増加、受診率も２．５ポイント増加し、回復傾向にある。
受診者数全体のうち、内視鏡検査の実施割合は８３．７％で、年々増加している。
このうち、４０歳から６９歳（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）では、対象者数

６３，９８７人、受診者数２２，９００人、受診率３５．８％であった。
検査の結果、胃がんであった者は１２９人発見され（Ｘ線検査８人、内視鏡検査１２１人）、がん発見率
は０．２６％であった。
Ｘ線検査でのがん発見率は０．１０１％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．２９７％である。
陽性反応適中度（がん／要精検査者）はＸ線検査１．５％である。また、内視鏡検査の陽性反応適中度
はがんを組織診実施者数で割った率で求めたところ１０．６％であった。
確定調査の結果、確定癌は１３０例、発見癌率は０．２７％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は７，９４３人で、受診率は４．４％である。一次検診の要
精検者は５４０人で、要精検率は６．８％で、前年度より０．４ポイント減少した。精検受診者数４５２人、
精検受診率は８３．７％で前年度より１．５ポイント減少した。車検診の要精検率６．６％（東部３．９％、中
部８．８％、西部８．９％）、施設検診は８．９％（東部７．６％、中部７．４％、西部１０．５％）だった。
精検結果は、胃がんであった者は８人で、胃がん発見率は０．１０１％であった。
Ｘ線検査における国のプロセス指標は、要精検率許容値１１．０％以下、精密検査受診率目標値

９０％以上、がん発見率許容値０．１１％以上、陽性反応適中度許容値１．０％以上を指標としているが、
鳥取県は精検受診率以外は指標をクリアしており、精度の高い検診がおこなわれている。ただし、
例年と同様に施設検診におけるＸ線検査では要精検率が高い。

（２） 内視鏡検査は、１９市町村で実施され、受診者数は４０，８０１人で、検査結果は胃がんであった者は
１２１人が発見され、がん発見率は０．２９７％であった。
内視鏡検査の組織診実施者数は１，１３７で、組織診実施率２．８％、東部３．１％、中部２．９％、西部

２．４％である。また、陽性反応適中度（がん／組織診実施者数）は１０．６％で、東部９．５％、中部８．３％、
西部１３．２％であった。
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〈検診機関別結果〉
（１） Ｘ線検診
・一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

７，２１６
（９０．８％） ４７５ ６．６ ３．９ ８．８ ８．９

施設検診
（病院・診療所）

７２７
（９．２％） ６５ ８．９ ７．６ ７．４ １０．５

計 ７，９４３
（１００％） ５４０ ６．８ ４．３ ８．８ ９．１

・精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診
率 （％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ３９７ ８３．６ ８ ０．１１１ ０．０６０ ０．０５４ ０．２４５

施 設 検 診 ５５ ８４．６ ― ０．０００ ０．０００ ０．０００ ―

計 ４５２ ８３．７ ８ ０．１０１ ０．０５４ ０．０５３ ０．２１１

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数
組 織 診
実 施 者

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

病 院 １１，３０２ ３９６ ３９ ０．３４５ ０．３１６ ０．１４７ ０．５４６

診 療 所 ２９，４９９ ７４１ ８２ ０．２７８ ０．２７９ ０．２８４ ０．２７５

計 ４０，８０１ １，１３７ １２１ ０．２９７ ０．２９３ ０．２４３ ０．３２２

〈圏域別結果〉
（１） Ｘ線検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率（％） 精検受診者数 精検受診率（％） がん がん発見率（％）

東 部 ３，６８９ １５８ ４．３ １３８ ８７．３ ２ ０．０５４

中 部 １，８８１ １６６ ８．８ １３７ ８２．５ １ ０．０５３

西 部 ２，３７３ ２１６ ９．１ １７７ ８１．９ ５ ０．２１１

計 ７，９４３ ５４０ ６．８ ４５２ ８３．７ ８ ０．１０１

（２） 内視鏡検診

区 分 受診者数 組織診実施者 実施率（％） がん がん発見率（％） 陽性反応適中度（％）

東 部 １６，７３１ ５１５ ３．１ ４９ ０．２９３ ９．５

中 部 ６，９８２ ２０４ ２．９ １７ ０．２４３ ８．３

西 部 １７，０８８ ４１８ ２．４ ５５ ０．３２２ １３．２

計 ４０，８０１ １，１３７ ２．８ １２１ ０．２９７ １０．６

※がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
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２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
令和３年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃癌は１３０例
（一次検査がＸ線検査：車検診８例、一次検査が内視鏡検査：１２２例）で、癌発見率は０．２６７％（東部
０．２５５％、中部０．１９２％、西部０．３１３％）で、前年度に比べ、癌は３例減少した。
調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１０７例、進行癌は２３例であった。早期癌率は８２．３％（東部８８．５％、中部７０．６％、西部
８０．３％）であった。

（２） １３０例の内、切除は６７例で、内視鏡切除が６１例であった。非切除例が２例であった。
（３） 性・年齢別では、男性９４例、女性３６例であった。４０歳代はなく、５０歳代２例、６０歳代１７例、７０
歳代７２例、８０歳以上３９例で、７０歳代の男性が多い。

（４） 早期癌では「Ⅱｃ」が６３％を占めている。進行癌の肉眼分類は「２」が４４％を占めている。例
年通りの傾向であった。

（５） 切除例の大きさは２㎝以下のものが５９％を占めている。一方で５㎝以上のものが２１例認められ
た。

（６） 肉眼での進行度は、Ｘ線検査ではstage IＡが５例で６２．５０％、内視鏡検査ではstage IＡが９１例で
７６．４７％であった。StageⅣが内視鏡検査で２例見つかっている。

（７） 逐年検診発見進行癌は４例（東部３例、西部１例）であった。各地区で症例検討を行っていた
だき、問題点等について検討していただく。

６
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胃がん発見率の推移

胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん発見率（X線＋内視鏡）
R1 R2 R3H30H29H28

（１） 胃がん検診の受診者数、受診率等の推移

区 分
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２
受 診 者 数（人） Ｂ １１，９６１ ３８，６８４ ５０，６４５ １１，０２９ ４０，４５３ ５１，４８２ １０，４１５ ４１，１９６ ５１，６１１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ６．３ ２０．５ ２６．８ ５．８ ２１．４ ２７．２ ５．５ ２１．８ ２７．３

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １０，９３３ １０，０３６ ９，５２０
要 精 検 者 数（人） Ｅ １，０２８ ９９３ ８９５
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．６ ９．０ ８．６

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ８８９ ８３０ ７９５
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８６．５ ８３．６ ８８．８

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ １５（６）１４４（９２） １５９（９８） １５（３）１３３（８５） １４８（８８） １５（２）１４９（４２） １６４（４４）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１３ ０．３７ ０．３１ ０．１４ ０．３３ ０．２９ ０．１４ ０．３６ ０．３２

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．５ １．５ １．７

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ １８ １５０ １６８ １６ １３８ １５４ １４ １４１ １５５
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１５ ０．３９ ０．３３ ０．１５ ０．３４ ０．３０ ０．１３ ０．３４ ０．３０

区 分
令和元年度 令和２年度 令和３年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １８９，１３２ １８９，１３２ １８１，４１４
受 診 者 数（人） Ｂ ９，６４９ ４２，８４５ ５２，４９４ ７，７３８ ３８，４３０ ４６，１６８ ７，９４３ ４０，８０１ ４８，７４４
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ５．１ ２２．７ ２７．８ ４．１ ２０．３ ２４．４ ４．４ ２２．５ ２６．９

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ８，８６３ ７，１８３ ７，４０３
要 精 検 者 数（人） Ｅ ７８６ ５５５ ５４０
要 精 検 率
指標：許容値１１．０％以下（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ８．１ ７．２ ６．８

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ６７９ ４７３ ４５２
精 検 受 診 率
指標：目標値９０％以上（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８６．４ ８５．２ ８３．７

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ １４（４）１９３（７４） ２０７（７８） ９（０）１２９（７１） １３８（７１） ８（１）１２１（４８） １２９（４９）
胃がん発見率
指標：許容値０．１１％以上（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１５ ０．４５ ０．３９ ０．１２ ０．３４ ０．３ ０．１ ０．３ ０．２６

陽性反応適中度
指標：許容値１．０％以上（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ １．８ １．６ １．４８

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ １７ １８８ ２０５ ９ １２４ １３３ ８ １２２ １３０
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１８ ０．４４ ０．３９ ０．１２ ０．３２ ０．２９ ０．１ ０．３ ０．２７

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

７



（２） 令和３年度胃がんＸ線検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数
ｄ 異常認めず

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計
４０～４４歳 ２，９７２ ３，５１２ ２０７ ４０４ ７．０ １１．５ ９．４ ８ １１ １９９ ３９３ ３．９ ２．７ ３．１
４５～４９歳 ３，２１０ ３，７９９ ２０１ ３９９ ６．３ １０．５ ８．６ １０ １０ １９１ ３８９ ５．０ ２．５ ３．３
５０～５４歳 ２，７４３ ３，５８９ １６４ ３３８ ６．０ ９．４ ７．９ １１ １０ １５３ ３２８ ６．７ ３．０ ４．２
５５～５９歳 ２，８９１ ４，２８１ １９６ ３８５ ６．８ ９．０ ８．１ １１ １０ １８５ ３７５ ５．６ ２．６ ３．６
６０～６４歳 ５，１７６ ７，６１５ ３８６ ６３０ ７．５ ８．３ ７．９ ２６ ３０ ３６０ ６００ ６．７ ４．８ ５．５
６５～６９歳 １０，７４４ １３，４５５ ６７７ ８２３ ６．３ ６．１ ６．２ ５７ ３６ ６２０ ７８７ ８．４ ４．４ ６．２
７０～７４歳 １４，２５６ １７，５０９ ８０２ ８６９ ５．６ ５．０ ５．３ ９３ ５４ ７０９ ８１５ １１．６ ６．２ ８．８
７５～７９歳 １１，２１６ １５，０９４ ３８８ ３９４ ３．５ ２．６ ３．０ ４７ ３１ ３４１ ３６３ １２．１ ７．９ １０．０
８０歳以上 １９，０８５ ４０，２６７ ３４０ ３４０ １．８ ０．８ １．１ ５０ ３５ ２９０ ３０５ １４．７ １０．３ １２．５

計 ７２，２９３ １０９，１２１ ３，３６１ ４，５８２ ４．６ ４．２ ４．４ ３１３ ２２７ ３，０４８ ４，３５５ ９．３ ５．０ ６．８
合計 １８１，４１４ ７，９４３ ４．４ ５４０ ７，４０３ ６．８

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果 胃がん発見率
（％）
ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応的中度
（％）
ｊ＝ｈ／ｄ

異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
４０～４４歳 ６ ８ ７５．０ ７２．７ ７３．７ １ ４ ５ ４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
４５～４９歳 ５ ７ ５０．０ ７０．０ ６０．０ ２ ２ ３ ５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５０～５４歳 ８ ９ ７２．７ ９０．０ ８１．０ ３ １ ５ ８ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
５５～５９歳 ８ ８ ７２．７ ８０．０ ７６．２ １ ２ ７ ６ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
６０～６４歳 ２０ ２８ ７６．９ ９３．３ ８５．７ １ ６ １８ ２２ ０ ０ １ ０ ０．２５９ ０．０００ ０．０９８ ３．８ ０．０ １．８
６５～６９歳 ４３ ３３ ７５．４ ９１．７ ８１．７ ８ ８ ３５ ２５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
７０～７４歳 ７６ ４９ ８１．７ ９０．７ ８５．０ １７ １０ ５７ ３８ ０ ０ ２ １ ０．２４９ ０．１１５ ０．１８０ ２．２ １．９ ２．０
７５～７９歳 ４１ ２８ ８７．２ ９０．３ ８８．５ １１ ５ ２９ ２２ ０ １ １ ０ ０．２５８ ０．０００ ０．１２８ ２．１ ０．０ １．３
８０歳以上 ４２ ３３ ８４．０ ９４．３ ８８．２ ９ ５ ３１ ２７ ０ ０ ２ １ ０．５８８ ０．２９４ ０．４４１ ４．０ ２．９ ３．５
計 ２４９ ２０３ ７９．６ ８９．４ ８３．７ ５３ ４３ １９０ １５７ ０ １ ６ ２ ０．１７９ ０．０４４ ０．１０１ １．９ ０．９ １．５
合 計 ４５２ ８３．７ ９６ ３４７ １ ８ ０．１０１ １．５

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診
受診者数
a′

一次検診結果
要精検率（％）
c′＝b′／a′

要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計
保 健 事 業 団 ２，９５２ ４，０１７ ２７２ １９０ ２，６８０ ３，８２７ ９．２ ４．７ ６．６
中国労働衛生協会 ８９ １５８ １０ ３ ７９ １５５ １１．２ １．９ ５．３
病 院 １７３ ２６３ １３ ２４ １６０ ２３９ ７．５ ９．１ ８．５
診 療 所 １４７ １４４ １８ １０ １２９ １３４ １２．２ ６．９ ９．６

計 ３，３６１ ４，５８２ ３１３ ２２７ ３，０４８ ４，３５５ ９．３ ５．０ ６．８
合 計 ７，９４３ ５４０ ７，４０３ ６．８

８



精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳

胃がん
1.8％ 胃がん疑い

0.2％異常認めず
21.2％

その他の疾病
76.8％

その他の胃良性疾患
66.0％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

15.0％

非上皮性悪性腫瘍
0.3％

胃腺腫（異型上皮）
1.2％ 胃ポリープ

14.7％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

2.6％
胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.3％

9.6
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％
検診機関別要精検率の推移

病院

保健事業団中国労働衛生協会

診療所

R1 R3R2H30H29

・検診機関別要精検率の推移
一次検診機関 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

保 健 事 業 団 ８．５ ８．２ ７．６ ７．１ ６．６
中国労働衛生協会 ４．５ ５．７ ９．３ ５．４ ５．３
車 検 診 小 計 ８．４ ８．１ ７．７ ７．０ ６．６
病 院 １７．３ １５．４ １０．９ ７．４ ８．５
診 療 所 ９．６ ７．４ １４．６ ９．６ ９．６
施 設 検 診 小 計 ９．６ １３．７ １２．４ ８．３ ８．９
合 計 ９．０ ９．０ ８．６ ７．２ ６．８

ｂ．検診機関別

年 齢
精密検査
受診者数
d′

精密検査
受診率（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′
陽性反応的中度（％）
h′＝f′／b′異 常

認 め ず
その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 計 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計
保健事業団 ２１６ １７０ ７９ ８９ ８４ ４６ ３７ １６４ １３０ ０ １ ６ ２ ０．２０３ ０．０５０ ０．１１５ ２．２ １．１ １．７
中国労働
衛生協会 ８ ３ ８０ １００ ８５ ２ ０ ６ ３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

車 検 診
小 計 ２２４ １７３ ７９ ９０ ８４ ４８ ３７ １７０ １３３ ０ １ ６ ２ ０．１９７ ０．０４８ ０．１１１ ２．１ １．０ １．７

病 院 １１ ２０ ８５ ８３ ８４ ２ ５ ９ １５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
診 療 所 １４ １０ ７８ １００ ８６ ３ １ １１ ９ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０
施設検診
小 計 ２５ ３０ ８１ ８８ ８５ ５ ６ ２０ ２４ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

計 ２４９ ２０３ ７９．６ ８９．４ ８３．７ ５３ ４３ １９０ １５７ ０ １ ６ ２ ０．１７９ ０．０４４ ０．１０１ １．９ ０．９ １．５
合 計 ４５２ ８３．７ ９６ ３４７ １ ８ ０．１０１ １．５
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／Ｈ

鳥
取
市

５７
，６
３３

１，
９５
４

３４
６

２，
３０
０

４．
０

７８
２８

１０
６

４．
６

９３
８７
．７

８
８５

０
０

８５
０．
００
０

０．
０

米
子
市

４３
，７
９６

３１
３

２１
７

５３
０

１．
２

１４
２１

３５
６．
６

３２
９１
．４

６
２５

１
０

２６
０．
１８
９

２．
９

倉
吉
市

１６
，１
６３

３１
７

１８
３３
５

２．
１

３３
２

３５
１０
．４

３５
１０
０．
０

９
２５

１
０

２６
０．
２９
９

２．
９

境
港
市

１０
，７
９６

２１
６

９３
３０
９

２．
９

２１
１２

３３
１０
．７

２８
８４
．８

１０
１８

０
０

１８
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
２４
５

４３
４

２
４３
６

１０
．３

１６
０

１６
３．
７

１６
１０
０．
０

５
１１

０
０

１１
０．
００
０

０．
０

八
頭
町

５，
６７
４

７４
７

１８
７６
５

１３
．５

２７
０

２７
３．
５

２２
８１
．５

３
１７

２
０

１９
０．
２６
１

７．
４

若
桜
町

１，
３３
６

７０
２

７２
５．
４

０
０

０
０．
０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

２，
７２
３

１１
６

０
１１
６

４．
３

９
０

９
７．
８

７
７７
．８

０
７

０
０

７
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
３１
９

４２
８

４
４３
２

８．
１

３７
０

３７
８．
６

２６
７０
．３

７
１９

０
０

１９
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

２，
３３
６

２７
１

０
２７
１

１１
．６

２１
０

２１
７．
７

１８
８５
．７

５
１３

０
０

１３
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

５，
２５
０

３７
７

２
３７
９

７．
２

３０
０

３０
７．
９

２７
９０
．０

１１
１６

０
０

１６
０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

６，
２４
３

４６
１

３
４６
４

７．
４

４３
０

４３
９．
３

３１
７２
．１

１０
２１

０
０

２１
０．
００
０

０．
０

南
部
町

３，
７２
２

１３
８

１
１３
９

３．
７

１５
０

１５
１０
．８

１０
６６
．７

１
８

０
１

９
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
０９
１

３１
８

３
３２
１

７．
８

２５
０

２５
７．
８

１７
６８
．０

０
１７

０
０

１７
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

９８
１

１１
６

１８
１３
４

１３
．７

６
２

８
６．
０

７
８７
．５

１
６

０
０

６
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
３４
２

５３
１

０
５３
１

８．
４

６４
０

６４
１２
．１

５３
８２
．８

１３
３８

２
０

４０
０．
３７
７

３．
１

日
南
町

２，
１９
８

２０
５

０
２０
５

９．
３

１８
０

１８
８．
８

１４
７７
．８

１
１２

１
０

１３
０．
４８
８

５．
６

日
野
町

１，
３４
０

１０
６

０
１０
６

７．
９

１１
０

１１
１０
．４

１０
９０
．９

４
５

１
０

６
０．
９４
３

９．
１

江
府
町

１，
２２
６

９８
０

９８
８．
０

７
０

７
７．
１

６
８５
．７

２
４

０
０

４
０．
００
０

０．
０

合
計
１８
１，
４１
４

７，
２１
６

７２
７

７，
９４
３

４．
４

４７
５

６５
５４
０

６．
８

４５
２

８３
．７

９６
３４
７

８
１

３５
６

０．
１０
１

１．
５

東
部

７１
，６
１１

３，
３２
１

３６
８

３，
６８
９

５．
２

１３
０

２８
１５
８

４．
３

１３
８

８７
．３

１６
１２
０

２
０

１２
２

０．
０５
４

１．
３

中
部

３５
，３
１１

１，
８５
４

２７
１，
８８
１

５．
３

１６
４

２
１６
６

８．
８

１３
７

８２
．５

４２
９４

１
０

９５
０．
０５
３

０．
６

西
部

７４
，４
９２

２，
０４
１

３３
２

２，
３７
３

３．
２

１８
１

３５
２１
６

９．
１

１７
７

８１
．９

３８
１３
３

５
１

１３
９

０．
２１
１

２．
３

１０



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳

胃がん疑い
0.1％胃がん

0.3％異常認めず
21.6％

その他の疾病
78.0％

その他の胃良性疾患
64.3％

胃潰瘍
（瘢痕を含む）

5.2％

胃腺腫（異型上皮）
0.5％
胃ポリープ
27.4％

胃・十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

0.1％

十二指腸潰瘍
（瘢痕を含む）

2.6％

非上皮性悪性腫瘍
0.0％

（３） 令和３年度胃がん内視鏡検診
１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数
ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ５０２ ９１９ ２２０ ３５０ ２８２ ５６９ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 ６５８ １０８０ ２２３ ４０４ ４３５ ６７６ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

５０～５４歳 ６６４ １，２１７ ２１１ ３７２ ４５２ ８４４ ０ １ １ ０ ０．１５１ ０．０００ ０．０５３

５５～５９歳 ６４０ １，４７６ １６７ ３８７ ４７３ １，０８８ ０ １ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

６０～６４歳 １，４５６ ２，５３０ ３２４ ６２０ １，１２７ １，９０８ ２ １ ３ １ ０．２０６ ０．０４０ ０．１００

６５～６９歳 ３，０７５ ３，８７３ ５６３ ８３４ ２，４９２ ３，０３４ ９ ４ １１ １ ０．３５８ ０．０２６ ０．１７３

７０～７４歳 ４，７０３ ５，５５２ ７７７ １，０５７ ３，８９０ ４，４８４ １０ ３ ２６ ８ ０．５５３ ０．１４４ ０．３３２

７５～７９歳 ２，７１３ ３，４５２ ４４６ ６５７ ２，２４５ ２，７８２ ４ ６ １８ ７ ０．６６３ ０．２０３ ０．４０６

８０歳以上 ２，６８４ ３，６０７ ４５１ ７３４ ２，２００ ２，８５４ ５ ２ ２８ １７ １．０４３ ０．４７１ ０．７１５

計 １７，０９５ ２３，７０６ ３，３８２ ５，４１５ １３，５９６ １８，２３９ ３０ １８ ８７ ３４ ０．５０９ ０．１４３ ０．２９７

合 計 ４０，８０１ ８，７９７ ３１，８３５ ４８ １２１ ０．２９７

２）検診機関別

年 齢

一次検診
受診者数
a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ５，０４８ ６，２５４ ８４１ １，１５７ ４，１６６ ５，０７８ １３ ８ ２８ １１ ０．５５５ ０．１７６ ０．３４５

診療所 １２，０４７ １７，４５２ ２，５４１ ４，２５８ ９，４３０ １３，１６１ １７ １０ ５９ ２３ ０．４９０ ０．１３２ ０．２７８

計 １７，０９５ ２３，７０６ ３，３８２ ５，４１５ １３，５９６ １８，２３９ ３０ １８ ８７ ３４ ０．５０９ ０．１４３ ０．２９７

合計 ４０，８０１ ８，７９７ ３１，８３５ ４８ １２１

１１



３）令和３年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名
受診者数

組織診
実施者数

組織診
実施率
（％）

検 査 結 果 別 人 員

異 常
認めず

その他
の疾病

がん疑い がん 有所見者
が ん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ Ｊ＝Ｇ／Ｂ

鳥 取 市 １３，５６１ ４３６ ３．２ １，８５６ １１，６６１ ６ ３８ １１，７０５ ０．２８０ ８．７

米 子 市 １０，８３０ ２０９ １．９ ２，０７７ ８，７１０ ９ ３４ ８，７５３ ０．３１４ １６．３

倉 吉 市 ３，１４２ １０８ ３．４ ７３２ ２，３９４ １０ ６ ２，４１０ ０．１９１ ５．６

境 港 市 ２，６５５ １２３ ４．６ ９２８ １，７１５ ２ １０ １，７２７ ０．３７７ ８．１

岩 美 町 ６４３ ０ ０．０ ４９ ５８８ ２ ４ ５９４ ０．６２２ ０．０

八 頭 町 １，３０５ ４５ ３．４ ２３９ １，０６０ ０ ６ １，０６６ ０．４６０ １３．３

若 桜 町 ５４８ １９ ３．５ ６０ ４８７ ０ １ ４８８ ０．１８２ ５．３

智 頭 町 ６７４ １５ ２．２ ４６ ６２８ ０ ０ ６２８ ０．０００ ０．０

湯梨浜町 １，１２７ ０ ０．０ ２９１ ８２７ ５ ４ ８３６ ０．３５５ ０．０

三 朝 町 ３４７ ０ ０．０ ２６０ ８３ ３ １ ８７ ０．２８８ ０．０

北 栄 町 １，２２８ ４２ ３．４ ３００ ９２２ ３ ３ ９２８ ０．２４４ ７．１

琴 浦 町 １，１３８ ５４ ４．７ １，１２９ ４ ２ ３ ９ ０．２６４ ５．６

南 部 町 １，２６１ ６９ ５．５ １０７ １，１４５ ２ ７ １，１５４ ０．５５５ １０．１

伯 耆 町 ８６２ ０ ０．０ ５４ ８０４ １ ３ ８０８ ０．３４８ ０．０

日吉津村 ２４６ １２ ４．９ ６３ １８２ １ ０ １８３ ０．０００ ０．０

大 山 町 ４４２ ０ ０．０ １０１ ３４１ ０ ０ ３４１ ０．０００ ０．０

日 南 町 ４０９ １ ０．２ ２２３ １８４ １ １ １８６ ０．２４４ １００．０

日 野 町 ７９ ４ ５．１ ４２ ３７ ０ ０ ３７ ０．０００ ０．０

江 府 町 ３０４ ０ ０．０ ２４０ ６３ １ ０ ６４ ０．０００ ０．０

合 計 ４０，８０１ １，１３７ ２．８ ８，７９７ ３１，８３５ ４８ １２１ ３２，００４ ０．２９７ １０．６

東 部 １６，７３１ ５１５ ３．１ ２，２５０ １４，４２４ ８ ４９ １４，４８１ ０．２９３ ９．５

中 部 ６，９８２ ２０４ ２．９ ２，７１２ ４，２３０ ２３ １７ ４，２７０ ０．２４３ ８．３

西 部 １７，０８８ ４１８ ２．４ ３，８３５ １３，１８１ １７ ５５ １３，２５３ ０．３２２ １３．２

１２



（４） 令和３年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名 対象者数

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果＋内視鏡検査結果 が ん
発見率
（％）

Ｘ 線
受診者

内視鏡
受診者

計
受診率
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病

が ん
疑 い

が ん
有 所
見 者

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５７，６３３ ２，３００ １３，５６１ １５，８６１ ２７．５ １，８６４ １１，７４６ ６ ３８ １１，７９０ ０．２４０

米 子 市 ４３，７９６ ５３０ １０，８３０ １１，３６０ ２５．９ ２，０８３ ８，７３５ ９ ３５ ８，７７９ ０．３０８

倉 吉 市 １６，１６３ ３３５ ３，１４２ ３，４７７ ２１．５ ７４１ ２，４１９ １０ ７ ２，４３６ ０．２０１

境 港 市 １０，７９６ ３０９ ２，６５５ ２，９６４ ２７．５ ９３８ １，７３３ ２ １０ １，７４５ ０．３３７

岩 美 町 ４，２４５ ４３６ ６４３ １，０７９ ２５．４ ５４ ５９９ ２ ４ ６０５ ０．３７１

八 頭 町 ５，６７４ ７６５ １，３０５ ２，０７０ ３６．５ ２４２ １，０７７ ０ ８ １，０８５ ０．３８６

若 桜 町 １，３３６ ７２ ５４８ ６２０ ４６．４ ６０ ４８７ ０ １ ４８８ ０．１６１

智 頭 町 ２，７２３ １１６ ６７４ ７９０ ２９．０ ４６ ６３５ ０ ０ ６３５ ０．０００

湯梨浜町 ５，３１９ ４３２ １，１２７ １，５５９ ２９．３ ２９８ ８４６ ５ ４ ８５５ ０．２５７

三 朝 町 ２，３３６ ２７１ ３４７ ６１８ ２６．５ ２６５ ９６ ３ １ １００ ０．１６２

北 栄 町 ５，２５０ ３７９ １，２２８ １，６０７ ３０．６ ３１１ ９３８ ３ ３ ９４４ ０．１８７

琴 浦 町 ６，２４３ ４６４ １，１３８ １，６０２ ２５．７ １，１３９ ２５ ２ ３ ３０ ０．１８７

南 部 町 ３，７２２ １３９ １，２６１ １，４００ ３７．６ １０８ １，１５３ ３ ７ １，１６３ ０．５００

伯 耆 町 ４，０９１ ３２１ ８６２ １，１８３ ２８．９ ５４ ８２１ １ ３ ８２５ ０．２５４

日吉津村 ９８１ １３４ ２４６ ３８０ ３８．７ ６４ １８８ １ ０ １８９ ０．０００

大 山 町 ６，３４２ ５３１ ４４２ ９７３ １５．３ １１４ ３７９ ０ ２ ３８１ ０．２０６

日 南 町 ２，１９８ ２０５ ４０９ ６１４ ２７．９ ２２４ １９６ １ ２ １９９ ０．３２６

日 野 町 １，３４０ １０６ ７９ １８５ １３．８ ４６ ４２ ０ １ ４３ ０．５４１

江 府 町 １，２２６ ９８ ３０４ ４０２ ３２．８ ２４２ ６７ １ ０ ６８ ０．０００

合 計 １８１，４１４ ７，９４３ ４０，８０１ ４８，７４４ ２６．９ ８，８９３ ３２，１８２ ４９ １２９ ３２，３６０ ０．２６５

東 部 ７１，６１１ ３，６８９ １６，７３１ ２０，４２０ ２８．５ ２，２６６ １４，５４４ ８ ５１ １４，６０３ ０．２５０

中 部 ３５，３１１ １，８８１ ６，９８２ ８，８６３ ２５．１ ２，７５４ ４，３２４ ２３ １８ ４，３６５ ０．２０３

西 部 ７４，４９２ ２，３７３ １７，０８８ １９，４６１ ２６．１ ３，８７３ １３，３１４ １８ ６０ １３，３９２ ０．３０８

１３



表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計
男 ０ ２ １５ ５３ ２４ ９４
女 ０ ０ ２ １９ １５ ３６

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

Ⅰ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ５ ５％
Ⅰ＋Ⅱａ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％
Ⅱａ ０ ０ ６ ０ ０ ２ １ ０ ７ １６ １５％

Ⅱａ＋Ⅱｂ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％
Ⅱｂ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １ ４ ４％
Ⅱｃ ０ ０ ２５ １ ０ ６ ３ ０ ３３ ６８ ６４％

Ⅱｃ＋Ⅲ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １％
Ⅱｂ＋Ⅱｃ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １％
Ⅱａ＋Ⅱｃ ０ ０ ７ ０ ０ ３ ０ ０ １ １１ １０％

Ⅲ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １％
不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

計 ２ ０ ４４ １ ０ １１ ４ ０ ４５ １０７

（５） 令和３年度胃がん検診発見患者確定調査結果について
表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

２ ０ ５０ １ ０ １６ ５ ０ ５６
１３００．０５４ ０．０００ ０．２９９ ０．０５３ ０．０００ ０．２２９ ０．２１１ ０．０００ ０．３２８

５２ １７ ６１
０．２５５ ０．１９２ ０．３１３ ０．２６７

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

２ ０ ４４ １ ０ １１ ４ ０ ４５
１０７

４６ １２ ４９
８８．５ ７０．６ ８０．３ ８２．３

進 行 癌 数 ０ ０ ６ ０ ０ ５ １ ０ １１ ２３
切 除 例 １ ０ ２１ ０ ０ ８ ４ ０ ３３ ６７
内視鏡切除例 １ ０ ２９ １ ０ ８ １ ０ ２１ ６１
非 切 除 例 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２
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表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

t１a ０ ０ ３１ １ ０ ７ ４ ０ ２９ ７２
t１b ２ ０ １３ ０ ０ ４ ０ ０ １６ ３５

t２ ０ ０ １ ０ ０ １ １ ０ ５ ８

t３ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ９

t４a ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ２ ４
t４b ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

計 ２ ０ ５０ １ ０ １６ ５ ０ ５５ １２９

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

表６ 切除例の大きさ

㎜ ～ １０ １１ ～ ２０ 小計（％） ２１ ～ ５０ ５１ ～ 計 不 明

車 １ ４ ５ ６３％ ２ １ ８ ０

施 ０ ０ ０ ０％ ０ ０ ０ ０

内 ２７ ４０ ６７ ５８％ ２８ ２０ １１５ ７

計 ２８ ４４ ７２ ５９％ ３０ ２１ １２３ ７

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ４ ６ ２６％

２ ０ ０ ４ ０ ０ ３ ０ ０ ３ １０ ４３％

３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ３ １３％

４ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ １ ４ １７％

５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０％

計 ０ ０ ６ ０ ０ ５ １ ０ １１ ２３
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表８ 発見胃癌の進行度

stage
東 部 中 部 西 部 計 計

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

車
検診

施設
検診

内視鏡
検 診

Ｘ 線 内

ⅠＡ １ ０ ４１ １ ０ １０ ３ ０ ４０ ５ ０ ９１ ５ ６２．５０％ ９１ ７６．４７％

ⅠＢ １ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ５ １ ０ ９ １ １２．５０％ ９ ７．５６％

ⅡＡ ０ ０ ２ ０ ０ ２ ２ ０ ３ ２ ０ ７ ２ ２５．００％ ７ ５．８８％

ⅡＢ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０．００％ ２ １．６８％

ⅢＡ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ０ ０ ３ ０ ０．００％ ３ ２．５２％

ⅢＢ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ４ ０ ０．００％ ４ ３．３６％

ⅢＣ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０．００％ １ ０．８４％

Ⅳ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０．００％ ２ １．６８％

計 ２ ０ ５０ １ ０ １５ ５ ０ ５４ ８ ０ １１９ ８ １００％ １１９ １００％

不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ ０ ０ ３ ０ ３

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ０ １４

Ｍ ２ ０ ４７

Ｌ ４ ０ ３９

全 体 ０ ０ ０

計 ７ ０ １００

不 明 ０ ０ ０

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ４ ０ ４１

大 弯 ０ ０ １６

前 壁 ２ ０ １７

後 壁 １ ０ ２４

全 周 ０ ０ ０

計 ７ ０ ９８

不 明 ０ ０ ２

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ０ ０ ６

Ｍ １ ０ ８

Ｌ ０ ０ ７

Ｄ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０

計 １ ０ ２１

不 明 ０ ０ １

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ０ ０ ９

大 弯 ０ ０ ４

前 壁 １ ０ ２

後 壁 ０ ０ ３

全 周 ０ ０ ２

計 １ ０ ２０

不 明 ０ ０ ２
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〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

９，３９１
（３０．４％）

５２
（５２）

０．５５
（０．５５） ０．６５ ０．２６ ０．７２

施 設 検 診 検 診
（病院・診療所）

２１，５５１
（６９．６％）

３１７
（３０５）

１．４７
（１．４２） １．７７ １．１３ １．３４

計 ３０，９４２
（１００％）

３６９
（３５７）

１．１９
（１．１５） １．３５ ０．７１ １．２５

※要精検者数の（ ）は、判定不能の者のうち、再検が未実施者のを除く

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精検受診率
（％） がん

がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ４３ ８２．７ １ ０．０１１ ０．０００ ０．０００ ０．０５２

施 設 検 診 検 診 ２５４ ８０．１ １ ０．００５ ０．０００ ０．０３４ ０．０００

計 ２９７ ８０．５ ２ ０．００６ ０．０００ ０．０１８ ０．００８

２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
令和３年度子宮頸部がん検診は対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労
働省が示す算式により算定した推計数）１２１，９３３人のうち、受診者数３０，９４２人、受診率２５．４％で、令
和２年度に比べ、受診率は２．４ポイント増であった。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数４９，０６３人、受診者数２４，４７２人、受診率４９．９％であった。
要精検者数は３６９人（判定不能で再検査未実施となった者を含む）、一次検査の結果判定不能で、再
検査の結果、判定不能だった者が１８人であった。要精検率は１．１９％で、令和２年度に比べ０．６０ポイン
ト減少した。
精検受診者数２９７人、精検受診率８０．５％で令和２年度に比べ７．０ポイント減少した。
精検の結果、がん２人、がん発見率（がん／受診者数）は０．０１％で、令和２年度に比べ０．０１ポイン
ト減少した。
陽性反応適中度（がん／要精検者数）は０．５％であった。上皮内病変は１１８人（CIN３ ３０人、CIN２ １９
人、CIN１ ６８人、CIN２か３区別不能１人）であった。
精検受診率は国の許容値７０％以上は上回るものの、目標値９０％以上には届いていない状況である。
また、要精検率は許容値を満たしているが、がん発見率、陽性反応適中度はいずれも国の許容値に届
いていない状況である。
精密検査結果のうち、上皮内病変３９．７％を占めており、若年者層から多く見つかっている。
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〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 上皮内病変 がん がん発見率

東 部 ４，７６３ ３１ ０．６５ ２９ ９３．５ １３ ０ ０．０００

中 部 ２，６８９ ７ ０．２６ ３ ４２．９ ２ ０ ０．０００

西 部 １，９３９ １４ ０．７２ １１ ７８．６ ３ １ ０．０５２

計 ９，３９１ ５２ ０．５５ ４３ ８２．７ １８ １ ０．０１１

（２） 施設検診検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 上皮内病変 がん がん発見率

東 部 ７，８９７ １４０ １．７７ １２１ ８６．４ ６０ ０ ０．０００

中 部 ２，９１６ ３３ １．１３ ２９ ８７．９ １５ １ ０．０３４

西 部 １０，７３８ １４４ １．３４ １０４ ７２．２ ２５ ０ ０．０００

計 ２１，５５１ ３１７ １．４７ ２５４ ８０．１ １００ １ ０．００５

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者３０，９４２人中、体部がん検診対象者数は１，５０２人、一次検診会場での受診者は

１，０９３人であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は１２５人、受診者の合計は
１，２１８人、受診率は８１．１％であった。
一次検診の結果、要精検となった者２９人、要精検率２．６５％、精密検査受診者数は２３人で、精密検査
受診率７９．３％であった。精検の結果、子宮体部がんが６人発見され、がん発見率は０．５５％であった。
陽性反応適中度２０．７％であった。子宮内膜増殖症は３件であった。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌
令和３年度は子宮頸部癌２例で、ⅠＡ期１例、ⅠＢ期以上が１例であった。治療対象のCIN３また
はAISは３２例であった。CIN１、２または腺異形成７０例であった。令和２年度に比べ、子宮頸部癌は４
例減少、CIN３またはAISは１０例減少した。なお、ⅠＢ期以上１例は前年受診であった。
２）子宮体部癌
子宮体部癌は９例、子宮内膜増殖症３例であった。

４．その他
１）令和３年度妊婦健康診査における子宮頸部がん検診受診状況について
令和３年度実績は、妊婦健康診査受診者３，３３５人中、子宮頸部がん検診受診者数３，３００人、受診率

９９．０％で、要精検者数９１人、要精検率２．８％、精検受診者数７８人、精検受診率８５．７％で精検結果がん
は発見されていない。
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要精検率・子宮がん発見率の推移

子宮がん発見率 確定がん率要精検率
H29H28 R3R2R1H30

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数、受診率等の推移
区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

一 次 検 診
対 象 者 数（人） Ａ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６ １２９，８９６ １２１，９３３
受 診 者 数（人） Ｂ ３１，４４７ ３２，１３８ ３２，４５５ ３２，３１８ ２９，８５１ ３０，９４２
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２４．２ ２４．７ ２５．０ ２４．９ ２３．０ ２５．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ３１，２０６ ３１，８０７ ３１，９０６ ３１，８３８ ２９，３０４ ３０，５５５
要 精 検 者 数（人） Ｅ ２４１ ３３１ ５４９ ４６６ ５３４ ３６９
判 定 不 能（人） Ｆ １９ ３６ ４５ １４ １３ １８
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ０．７７ １．０３ １．６９ １．４４ １．７９ １．１９指標：許容値１．４％以下

精 密 検 査 精検受診者数（人） Ｈ １８５ ２５７ ４３０ ３９６ ４６７ ２９７
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ８３．３ ８７．１ ７８．３ ８５．０ ８７．５ ８０．５指標：目標値９０％以上

精密検査結果
子宮がんの者（人） Ｊ ９（９０） １０（１３０） ９（１８９） ６（１２７） ６（１４４） ２（１１８）
子 宮 が ん 発 見 率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０３ ０．０３ ０．０３ ０．０２ ０．０２ ０．０１指標：許容値０．０５％以上
陽 性 反 応 適 中 度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ４．１ ３．４ １．６ １．３ １．１ ０．５指標：許容値４．０％以上

確定調査結果 確 定 が ん 数（人） Ｍ ９ ３ ５ ５ ６ ２
確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｍ／Ｂ ０．０３ ０．０１ ０．０２ ０．０２ ０．０２ ０．０１

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、平成２９年度までは異形成の者、平成３０年度からは上皮内病変の者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
＊４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ 対象者数について、平成２０年度報告から、２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚労省が示す算定式により算出した推計数を計上
＊６ 要精検者数について、平成２２年度報告から、一次検診で判定不能の者のうち、再検が未実施の者も含んだ数を計上

（２） 令和３年度子宮頸部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数 一次検診

受診者数
受診率
（％）

経年受診者数
再掲

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

判定不能ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ３，５５６ ５７０ １６．０ １６１ ２９ １ ５４１ ５．０９
２５～２９歳 ２，４９６ １，１３１ ４５．３ ５８４ ３８ ２ １，０９３ ３．３６
３０～３４歳 ３，１９５ １，７９４ ５６．２ １，１０６ ５９ ０ １，７３５ ３．２９
３５～３９歳 ３，５６５ ２，４３０ ６８．２ １，７７６ ４８ １ ２，３８２ １．９８
４０～４４歳 ３，５１２ ３，１８９ ９０．８ ２，３３２ ５９ １ ３，１３０ １．８５
４５～４９歳 ３，７９９ ３，１６７ ８３．４ ２，４５２ ５４ ４ ３，１１３ １．７１
５０～５４歳 ３，５８９ ２，７６９ ７７．２ ２，２０６ ３２ ６ ２，７３７ １．１６
５５～５９歳 ４，２８１ ２，６０４ ６０．８ ２，０７２ １８ １ ２，５８６ ０．６９
６０～６４歳 ７，６１５ ３，２３７ ４２．５ ２，６２９ １４ １ ３，２２３ ０．４３
６５～６９歳 １３，４５５ ３，５８１ ２６．６ ３，０４７ １１ １ ３，５７０ ０．３１
７０～７４歳 １７，５０９ ３，７６８ ２１．５ ３，３２１ ３ ０ ３，７６５ ０．０８
７５～７９歳 １５，０９４ １，６８５ １１．２ １，４７３ ２ ０ １，６８３ ０．１２
８０歳以上 ４０，２６７ １，０１７ ２．５ ８５０ ２ ０ １，０１５ ０．２０
計 １２１，９３３ ３０，９４２ ２５．４ ２４，００９ ３６９ １８ ３０，５７３ １．１９
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精密検査結果（受診者数＝297人）

がん疑い又は
未確定　10.1％

CIN2か３区別できない
0.3％

CIN1　22.9％

上皮内病変
39.7％

CIN3　10.1％
AIS　0.0％

CIN2　6.4％

がん　0.7％

その他疾患
（転移含）
18.9％

異常なし
30.6％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密
検査
受診
者数

精 密
検 査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮
が ん
発見率
（％）

陽 性
反 応
適中度
（％）

異 常
認めず

子宮
がん

上皮内病変 その他
未受診 未把握うち微小

浸潤がん
CIN３
又はAIS CIN２ CIN１

腺異
形成

がん 疑 い
又は未確定

その他
疾 患

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｋ＝ｈ／ｄ
２０～２４歳 ２９ ２３．０ ９ ０ ０ ０ １ １０ ０ ０ ３ １ ７ ０．０００ ０．０
２５～２９歳 ３８ ３０．０ １０ ０ ０ ０ ０ ８ ０ ３ ９ ２ １２ ０．０００ ０．０
３０～３４歳 ５９ ５２．０ １９ ０ ０ ４ ４ １２ １ ４ ８ ２ １７ ０．０００ ０．０
３５～３９歳 ４８ ３６．０ １１ ０ ０ ５ １ １３ ０ ２ ４ ７ １２ ０．０００ ０．０
４０～４４歳 ５９ ５６．０ １１ ０ ０ １２ ８ ７ ０ ８ １０ ３ １４ ０．０００ ０．０
４５～４９歳 ５４ ３９．０ １１ ０ ０ ４ ２ １２ ０ ２ ８ ５ １４ ０．０００ ０．０
５０～５４歳 ３２ ２１．０ ７ １ １ ３ ０ １ ０ ２ ７ ７ ５ ０．０３６ ３．１
５５～５９歳 １８ １３．０ ４ ０ ０ １ ０ ３ ０ ２ ３ ４ ４ ０．０００ ０．０
６０～６４歳 １４ １２．０ １ １ ０ ０ ２ ２ ０ ３ ３ ０ ５ ０．０３１ ７．１
６５～６９歳 １１ ９．０ ５ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ １ ０．０００ ０．０
７０～７４歳 ３ ３．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０．０００ ０．０
７５～７９歳 ２ １．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０．０００ ０．０
８０歳以上 ２ ２．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０
計 ３６９ ２９７．０ ９１ ２ １ ３０ １９ ６８ １ ３０ ５６ ３１ ９３ ０．００６ ０．５

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一 次 検 診 機 関
一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）
要精検者数 判 定 不 能 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′
保 健 事 業 団 ９，１０５ ４６ ０ ９，０５９ ０．５１
中国労働衛生協会 ２８６ ６ ０ ２８０ ２．１０
病 院 ７，２６７ ４８ ４ ７，２１９ ０．６６
診 療 所 １４，２８４ ２６９ １４ １４，０１５ １．８８

計 ３０，９４２ ３６９ １８ ３０，５７３ １．１９

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密
検査
受診
者数

精 密
検 査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮
が ん
発見率
（％）

陽 性
反 応
適中度
（％）

異 常
認めず

子宮
がん

上皮内病変 その他
未受診 未把握うち微小

浸潤がん
CIN３
又はAIS CIN２ CIN１

腺異
形成

がん 疑 い
又は未確定

その他
疾 患

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′h′＝f′／b′
保健事業団 ３９ ８４．８ １１ １ ０ ７ ４ ６ ０ ２ ８ １ ３ ０．０１１ ２．２
中国労働衛生協会 ４ ６６．７ ２ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ２ ０．０００ ０．０
病 院 ３７ ７７．１ ９ ０ ０ ７ ０ ８ ０ ７ ６ ４ ７ ０．０００ ０．０
診 療 所 ２１７ ８０．７ ６９ １ １ １６ １５ ５３ １ ２１ ４１ ２６ ８１ ０．００７ ０．４

計 ２９７ ８０．５ ９１ ２ １ ３０ １９ ６８ １ ３０ ５６ ３１ ９３ ０．００６ ０．５
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７，
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０
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１
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１０

０．
００
０

０．
０

若
桜
町

８１
０

２０
１

５８
２５
９

３２
．０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

智
頭
町

１，
６８
０

１７
０

２８
５

４５
５

２７
．１

０
３

３
０．
６６

３
１０
０．
０

１
１

１
０

１
２

０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

３，
３６
２

５９
０

４８
１

１，
０７
１

３１
．９

１
３

４
０．
３７

３
７５
．０

１
０

２
０

２
２

０．
００
０

０．
０

三
朝
町

１，
４６
１

３０
５

１３
１

４３
６

２９
．８

２
２

４
０．
９２

４
１０
０．
０

１
０

３
０

３
３

０．
００
０

０．
０

北
栄
町

３，
２９
３

６４
７

４３
３

１，
０８
０

３２
．８

３
４

７
０．
６５

３
４２
．９

１
２

０
０

０
２

０．
００
０

０．
０

琴
浦
町

３，
９０
７

７３
６

３１
５

１，
０５
１

２６
．９

０
３

３
０．
２９

３
１０
０．
０

０
０

３
０

３
３

０．
００
０

０．
０

南
部
町

２，
３２
４

１９
５

４７
４

６６
９

２８
．８

０
１２

１２
１．
７９

９
７５
．０

３
６

０
０

０
６

０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

２，
６１
０

３６
１

３６
９

７３
０

２８
．０

１
４

５
０．
６８

１
２０
．０

１
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

７１
４

６０
２６
２

３２
２

４５
．１

０
１

１
０．
３１

１
１０
０．
０

０
１

０
０

０
１

０．
００
０

０．
０

大
山
町

３，
８８
４

５３
５

４０
７

９４
２

２４
．３

３
４

７
０．
７４

６
８５
．７

１
２

３
１

２
５

０．
１０
６

１４
．３

日
南
町

１，
３２
９

１７
３

６２
２３
５

１７
．７

２
１

３
１．
２８

２
６６
．７

１
１

０
０

０
１

０．
００
０

０．
０

日
野
町

８５
３

１７
８

１１
１８
９

２２
．２

３
０

３
１．
５９

２
６６
．７

２
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
０

江
府
町

７７
６

０
２９
７

２９
７

３８
．３

０
２

２
０．
６７

２
１０
０．
０

０
０

２
０

２
２

０．
００
０

０．
０

合
計
１２
１，
９３
３
９，
３９
１

２１
，５
５１

３０
，９
４２

２５
．４

５２
３１
７

３６
９

１．
１９

２９
７

８０
．５

９１
８６

１２
０

２
１１
８

２０
６

０．
００
６

０．
５

東
部

４８
，１
４１

４，
７６
３

７，
８９
７

１２
，６
６０

２６
．３

３１
１４
０

１７
１

１．
３５

１５
０

８７
．７

４５
３２

７３
０

７３
１０
５

０．
００
０

０．
０

中
部

２２
，７
６８

２，
６８
９

２，
９１
６

５，
６０
５

２４
．６

７
３３

４０
０．
７１

３２
８０
．０

８
６

１８
１

１７
２４

０．
０１
８

２．
５

西
部

５１
，０
２４

１，
９３
９

１０
，７
３８

１２
，６
７７

２４
．８

１４
１４
４

１５
８

１．
２５

１１
５

７２
．８

３８
４８

２９
１

２８
７７

０．
００
８

０．
６

※
１
令
和
元
年
度
か
ら
上
皮
内
病
変
に
は
「
A
IS
」「
CI
N３
」「
CI
N２
」「
CI
N１
」
及
び
「
CI
N２
又
は
３
の
い
ず
れ
か
で
区
別
で
き
な
い
者
（
H
SI
L）
」
の
合
計
を
計
上

※
２
平
成
３０
年
度
か
ら
「
そ
の
他
疾
病
等
」
に
は
「
子
宮
頸
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
者
又
は
未
確
定
」
及
び
「
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
CI
N（
異
形
成
等
）
以
外
の
疾
患
で
あ
っ
た
者
（
転
移
性
の
子
宮
頚
が
ん
を
含
む
）」
を
計
上
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受診率・精検受診率の推移

受診率（保健事業＋医療） 精検受診率（保健事業）
H28 R1 R3R2H30H29
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要精検率・子宮がん発見率の推移

H28 R1 R3R2H30H29
子宮がん発見率
（保健事業＋医療）

確定がん率
（保健事業＋医療）

要精検率
（保健事業）

（３） 子宮体部がん検診の受診者数、受診率等の推移（最終報告）

区 分
平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ ８２３ ８２３ １，０５７ １，０５７ １，１９７ １，１９７
受 診 者 数（人） Ｂ ７４８ ７ ７５５ ８７４ ２１ ８９５ ９６４ １５７ １，１２１
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ９０．９ ９１．７ ８２．７ ８４．７ ８０．５ ９３．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ７２６ ８４５ ９１９
要 精 検 者 数（人） Ｅ １６ １６ ３２
判 定 不 能（人） Ｆ ６ １３ １３
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ２．１４ １．８３ ３．３２

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ ９ １４ ２４
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ５６．３ ８７．５ ７５．０

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ １（１） ０（２） １（３） ３（１） ３（０） ６（１） ４（２） ０（１） ４（３）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．１３ ０．００ ０．１３ ０．３４ １４．２９ ０．６７ ０．４１ ０．００ ０．３６
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ６．２５ １８．８ １２．５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） ０ ０ ０ ３ ３ ６ ４ ０ ４
確 定 が ん 率（％） ０．００ ０．６７ ０．３６

区 分
令和元年度 令和２年度 令和３年度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診
対 象 者 数（人） Ａ １，４７６ １，４７６ １，２３１ １，２３１ １，５０２ １，５０２
受 診 者 数（人） Ｂ １，０３１ １６３ １，１９４ １，０４０ １２６ １，１６６ １，０９３ １２５ １，２１８
受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ６９．９ ８０．９ ８４．５ ９４．７ ７２．８ ８１．１

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １，０００ １，００６ １，０５５
要 精 検 者 数（人） Ｅ ２４ ２６ ２９
判 定 不 能（人） Ｆ ７ ８ ９
要 精 検 率（％）Ｇ＝Ｅ／Ｂ ２．３３ ２．５０ ２．６５

精密検査 精検受診者数（人） Ｈ １９ ２３ ２３
精 検 受 診 率（％）Ｉ＝Ｈ／Ｅ ７９．２ ８８．５ ７９．３

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｊ ３（２） ３（１） ６（３） ４（６） ０（０） ４（６） ６（３） ３（２） ９（５）
子宮がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．２９ １．８４ ０．５０ ０．３８ ０．００ ０．３４ ０．５５ ２．４０ ０．７４
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ １２．５ １５．４ ２０．７

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） ３ ３ ６ ４ ０ ４ ６ ３ ９
確 定 が ん 率（％） ０．５０ ０．３４ ０．７４

※１ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部
がん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※２ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※３ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※４ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

２２



（４） 令和３年度子宮体部がん検診
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
子宮がん検
診受診者数

体部がん検
診対象者数

対象率
（％）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検 異常認めず 判定不能

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｄ
２０～２４歳 ５７０ ９ １．５８ ６ ６６．７ ０ ６ ０ ０．００
２５～２９歳 １，１３１ １９ １．６８ １７ ８９．５ ０ １７ ０ ０．００
３０～３４歳 １，７９４ ６５ ３．６２ ５０ ７６．９ １ ４９ ０ ２．００
３５～３９歳 ２，４３０ １２５ ５．１４ ８６ ６８．８ ０ ８６ ０ ０．００
４０～４４歳 ３，１８９ ２１７ ６．８０ １５６ ７１．９ ４ １５２ ０ ２．５６
４５～４９歳 ３，１６７ ２７９ ８．８１ ２１７ ７７．８ ４ ２１３ ０ １．８４
５０～５４歳 ２，７６９ ２５０ ９．０３ ２０２ ８０．８ ８ １９１ ３ ３．９６
５５～５９歳 ２，６０４ １３８ ５．３０ １０１ ７３．２ ３ ９８ ０ ２．９７
６０～６４歳 ３，２３７ １１３ ３．４９ ８０ ７０．８ ２ ７８ ０ ２．５０
６５～６９歳 ３，５８１ ９３ ２．６０ ６２ ６６．７ １ ５９ ２ １．６１
７０～７４歳 ３，７６８ １１０ ２．９２ ６６ ６０．０ ４ ６１ １ ６．０６
７５～７９歳 １，６８５ ５８ ３．４４ ３５ ６０．３ ２ ３０ ３ ５．７１
８０歳以上 １，０１７ ２６ ２．５６ １５ ５７．７ ０ １５ ０ ０．００
計 ３０，９４２ １，５０２ ４．８５ １，０９３ ７２．８ ２９ １，０５５ ９ ２．６５

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増

殖症 子宮がん
ｈ ｉ＝ｈ／ｆ ｊ ｋ＝ｊ／ｄ ｌ＝ｊ／ｆ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３０～３４歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
４０～４４歳 ３ ７５．０ ２ １ ０ ０ ０．００ ０．０
４５～４９歳 ３ ７５．０ ３ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
５０～５４歳 ７ ８７．５ ３ １ ３ ０ ０．００ ０．０
５５～５９歳 ３ １００．０ １ １ ０ １ ０．９９ ３３．３
６０～６４歳 ２ １００．０ ０ ０ ０ ２ ２．５０ １００．０
６５～６９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０
７０～７４歳 ２ ５０．０ ０ １ ０ １ １．５２ ２５．０
７５～７９歳 ２ １００．０ ０ ０ ０ ２ ５．７１ １００．０
８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ２３ ７９．３ １０ ４ ３ ６ ０．５５ ２０．７

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診しなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検診
受診者数

精 密 検 査 結 果 子宮がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮がん

２０～２４歳 ３ ３ ０ ０ ０ ０．００
２５～２９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
３０～３４歳 ４ ４ ０ ０ ０ ０．００
３５～３９歳 １９ １９ ０ ０ ０ ０．００
４０～４４歳 ２９ ２８ ０ ０ １ ３．４５
４５～４９歳 ２７ ２６ ０ １ ０ ０．００
５０～５４歳 １９ １９ ０ ０ ０ ０．００
５５～５９歳 １５ １４ ０ ０ １ ６．６７
６０～６４歳 ２ １ １ ０ ０ ０．００
６５～６９歳 ２ １ ０ ０ １ ５０．００
７０～７４歳 ４ ３ ０ １ ０ ０．００
７５～７９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００
８０歳以上 １ １ ０ ０ ０ ０．００
計 １２５ １１９ １ ２ ３ ２．４０

２３



４
）
令
和
３
年
度
子
宮
体
部
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検
診
受
診
状
況
（
保
健
事
業
分
）

市
町
村
名

対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
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数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

が
ん

発
見
率

（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度

（
％
）

車
検
診

施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診

施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検
受

診
者
数
精
検
受
診

率
（
％
）

異
常

認
め
ず
そ
の
他

の
疾
病
が
ん
又
は
子
宮

内
膜
増
殖
症

が
ん

子
宮
内
膜

増
殖
症
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
＝
Ｏ
＋
Ｐ

Ｏ
Ｐ

Ｑ
＝
Ｍ
＋
Ｎ
Ｒ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｓ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

４５
３

０
２８
１

２８
１

６２
．０

０
６

６
２．
１４

６
１０
０．
０

３
１

２
１

１
３

０．
３６

１６
．７

米
子
市

３０
０

０
２９
４

２９
４

９８
．０

０
１６

１６
５．
４４

１３
８１
．３

６
３

４
３

１
７

１．
０２

１８
．８

倉
吉
市

１１
８

０
１１
４

１１
４

９６
．６

０
３

３
２．
６３

２
６６
．７

１
０

１
０

１
１

０．
００

０．
０

境
港
市

３４
０

３４
３４

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

岩
美
町

２０
０

１３
１３

６５
．０

０
１

１
７．
６９

１
１０
０．
０

０
０

１
１

０
１

７．
６９

１０
０．
０

八
頭
町

４３
０

３０
３０

６９
．８

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

若
桜
町

３
０

３
３

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

智
頭
町

８
０

３
３

３７
．５

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

湯
梨
浜
町

２０
０

２０
２０

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

三
朝
町

７
０

７
７

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

北
栄
町

３０
０

２８
２８

９３
．３

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

琴
浦
町

３０
０

２８
２８

９３
．３

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

南
部
町

１４
０

１４
１４

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

伯
耆
町

３７
９

０
１８
１

１８
１

４７
．８

０
２

２
１．
１０

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

日
吉
津
村

４
０

４
４

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

大
山
町

９
０

９
９

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

日
南
町

３
０

３
３

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

日
野
町

１
０

１
１

１０
０．
０

０
０

０
０．
００

０
０．
０

０
０

０
０

０
０

０．
００

０．
０

江
府
町

２６
０

２６
２６

１０
０．
０

０
１

１
３．
８５

１
１０
０．
０

０
０

１
１

０
１

３．
８５

１０
０．
０

合
計
１，
５０
２

０
１，
０９
３

１，
０９
３

７２
．８

０
２９

２９
２．
６５

２３
７９
．３

１０
４

９
６

３
１３

０．
５５

２０
．７

東
部

５２
７

０
３３
０

３３
０

６２
．６

０
７

７
２．
１２

７
１０
０．
０

３
１

３
２

１
４

０．
６１

２８
．６

中
部

２０
５

０
１９
７

１９
７

９６
．１

０
３

３
１．
５２

２
６６
．７

１
０

１
０

１
１

０．
００

０．
０

西
部

７７
０

０
５６
６

５６
６

７３
．５

０
１９

１９
３．
３６

１４
７３
．７

６
３

５
４

１
８

０．
７１

２１
．１

２４



（５） 令和３年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果
表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

令和２年度 令和３年度 令和２年度 令和３年度

CIN１、２または腺異形成 ９ １１ ９４ ５９

CIN ３ ま た は AIS ５ ８ ３７ ２４

頚 癌 Ⅰ Ａ 期 ０ ０ １ １

頚 癌 Ⅰ Ｂ 期 以 上 １ １ ４ ０

合 計 １５ ２０ １３６ ８４

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 令和２年度 令和３年度

内 膜 増 殖 症 ７ ３

体 癌 Ⅰ Ａ 期 １ ４

体癌ⅠＢ期以上 ３ ５

合 計 １１ １２

表３ 発見子宮がん症例（ⅠＢ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 １ ０ １

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 ０ １ １

表４ 治療機関

CIN２／３、AIS 頚癌ⅠＡ期 頚癌ⅠＢ期以上 計

鳥取県立中央病院 １４ ０ ０ １４

鳥取大学医学部附属病院 ７ １ １ ９

鳥取県立厚生病院 ７ ０ ０ ７

鳥 取 市 立 病 院 ５ ０ ０ ５

さくらレディースクリニック ６ ０ ０ ６

博 愛 病 院 ３ ０ ０ ３

彦名レディスライフクリニック ３ ０ ０ ３

鳥 取 産 院 ２ ０ ０ ２

鳥 取 赤 十 字 病 院 １ ０ ０ １

宮本産婦人科医院 １ ０ ０ １

中曽産婦人科医院 １ ０ ０ １

計 ５０ １ １ ５２

２５



３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
令和３年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ
り算定した推計数）１８１，４１４人のうち、受診者数５３，８９４人、受診率２９．７％で令和２年度に比べ３．４ポイ
ント増であった。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数６３，９８７人、受診者数２２，０９６人、受診率３４．５％であった。
要精検者は１，９６３人、要精検率３．６４％で前年度より１１３人（０．０８ポイント）減少した。精密検査受診
者は１，７５９人、精検受診率８９．６％で前年度より０．３ポイント減であった。要精検率は国の指標（許容値）
である３．０％以下を上回っているが、減少傾向である。精検受診率は国の目標値９０％と同等で、原発
性肺がん２４人、肺がん疑い９０人の計１１４人が発見された。肺がん発見率は０．０４％で、国の指標（許容
値）０．０３％以上より高率であったが、前年度より８人（０．０２ポイント）減少し、肺がん疑いが多かっ
た。また、陽性反応的中度は１．２％で、前年度より０．５ポイント減少した。
要精検率は許容値（３．０％以下）を上回り、がん発見率（許容値０．０３％以上）も許容値を上回って
いたが、陽性反応適中度（許容値１．３％以上）は許容値を下回っている。地区別では、西部地区の要
精検率が高い。
令和３年度の結果からは、受診率の回復が見られ、陽性反応的中率は国の指標をやや下回る結果で
はあるが、引き続き多くの肺がんが発見され、精度管理も良好と考えられる。
施設検診受診者数の増加と車検診受診者数の減少傾向とが続いているが、施設検診と車検診を比較
すると、要精検率は施設検診３．６９％、車検診３．５４％であり同程度であった。要精検率についての地域
差も縮小してきている。
Ｘ線受診者総数５３，８９４人のうち経年受診者は３５，４２０人、経年受診率６５．７％である。
喀痰検査の対象となる高危険群所属者は７，２３８人（１３．４％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は

２，０７９人で、Ｘ線検査受診者の３．９％、要精検者は２人、精検受診者２人であった。
経年と非経年受診者、高危険群と非高危険群所属者のがん発見率の比較では、経年受診者のがん発
見率は０．０４０％、非経年受診者のがん発見率は０．０５４％であった。また、高危険群所属者７，２３８人のう
ちがんが１０人発見され、がん発見率０．１３８％、非高危険群所属者４６，６５６人のうちがんが１４人発見され、
がん発見率０．０３．％で、高危険群所属者の方が約４倍高かった。

２６



〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 ６，８６０ ２１０ ３．０６ １８６ ８８．６ ９ ４ ０．０５８

中 部 ５，１８９ １６５ ３．１８ １４５ ８７．９ １１ ２ ０．０３９

西 部 ６，１５４ ２７０ ４．３９ ２２４ ８３．０ １０ １ ０．０１６

計 １８，２０３ ６４５ ３．５４ ５５５ ８６．０ ３０ ７ ０．０３８

（２） 施設検診

区 分 受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 精検受診率 がん疑い が ん がん発見率

東 部 １７，０６０ ５８６ ３．４３ ５５３ ９４．４ ４６ ６ ０．０３５

中 部 ４，７７７ １８１ ３．７９ １５７ ８６．７ ３ ２ ０．０４２

西 部 １３，８５４ ５５１ ３．９８ ４９４ ８９．７ １１ ９ ０．０６５

計 ３５，６９１ １，３１８ ３．６９ １，２０４ ９１．４ ６０ １７ ０．０４８

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１８，２０３
（３３．８％） ６４５ ３．５４ ３．０６ ３．１８ ４．３９

施 設 検 診
（病 院 ・ 診 療 所）

３５，６９１
（６６．２％） １，３１８ ３．６９ ３．４３ ３．７９ ３．９８

計 ５３，８９４
（１００％） １，９６３ ３．６４ ３．３３ ３．４７ ４．１０

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（ ％ ）

が ん
がん発見率（％）

計 東 部 中 部 西 部

車 検 診 ５５５ ８６．０ ７ ０．０３８ ０．０５８ ０．０３９ ０．０１６

施 設 検 診 １，２０４ ９１．４ １７ ０．０４８ ０．０３５ ０．０４２ ０．０６５

計 １，７５９ ８９．６ ２４ ０．０４５ ０．０４２ ０．０４０ ０．０５０

〈経年受診者の状況〉
※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 経年受診者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｒ１ ２２，１５０ ３２，５２１ ５４，６７１ １５，６１２ （７０．５％） ２３，２４４ （７１．５％） ３８，８５６ （７１．１％）

Ｒ２ ２０，３４２ ２９，３９１ ４９，７３３ １２，７５９ （６２．７％） １８，７８８ （６３．９％） ３１，５４７ （６３．４％）

Ｒ３ ２１，８７５ ３２，０１９ ５３，８９４ １４，４５２ （６６．１％） ２０，９６８ （６５．５％） ３５，４２０ （６５．７％）

２７



〈高危険群所属者の状況〉
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当する者

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
（１） 受診者数の推移

年 度
全体（Ｘ線受診者数） 高危険群所属者数（率）

男 女 計 男 女 計

Ｒ１ ２２，１５０ ３２，５２１ ５４，６７１ ６，０９３ （２７．５％） ３０２ （０．９％） ６，３９５ （１１．７％）

Ｒ２ ２０，３４２ ２９，３９１ ４９，７３３ ５，６５８ （２７．８％） ５６２ （１．９％） ６，２２０ （１２．５％）

Ｒ３ ２１，８７５ ３２，０１９ ５３，８９４ ６，８７４ （３１．４％） ３６４ （１．１％） ７，２３８ （１３．４％）

（２） がん発見率の推移

年度
高危険群所属者 非高危険群所属者 発見率倍率

（高危険／非高危険）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｒ１ ６，３９５ ７ ０．１０９ ４８，２７６ ３１ ０．０６４ １．７０

Ｒ２ ６，２２０ １０ ０．１６１ ４３，５１３ ２２ ０．０５１ ３．１８

Ｒ３ ７，２３８ １０ ０．１３８ ４６，６５６ １４ ０．０３０ ４．６０

（２） がん発見率の推移

年 度
経 年 受 診 者 非 経 年 受 診 者 発見率倍率

（非経年／経年）受診者数 が ん がん発見率 受診者数 が ん がん発見率

Ｒ１ ３８，８５６ １９ ０．０４９ １５，８１５ １９ ０．１２０ ２．４６

Ｒ２ ３１，５４７ ２０ ０．０６３ １８，１８６ １２ ０．０６６ １．０４

Ｒ３ ３５，４２０ １４ ０．０４０ １８，４７４ １０ ０．０５４ １．３７

〈喀痰細胞診の実施状況〉
※喀痰細胞診対象者＝Ｘ線検査受診者における高危険群所属者
（１） 結果の推移

年度
Ｘ線検査受診者中
高危険群所属者

喀痰検査受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診者数 がん がん発見率

Ｒ１ ６，３９５ １，８２８ １ ０．０５ ０ ０ ０．０００

Ｒ２ ６，２２０ １，８９０ ５ ０．２６ ４ ２ ０．１０６

Ｒ３ ７，２３８ ２，０７９ ２ ０．１０ ２ ０ ０．０００

〈発見がん患者の状況〉
（１） 要精検カテゴリー別患者数（人）

年 度 全 体 Ｘ線のみ要精検 喀痰のみ要精検 ともに要精検

Ｒ１ ３８ ３８ ０ ０

Ｒ２ ３２ ３０ １ １

Ｒ３ ２４ ２４ ０ ０

２８



２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
昭和６２年度から令和３年度までに発見された肺がん又は肺がん疑いについて予後調査した結果、肺
がん確定診断１，７２６例、内訳は原発性肺癌１，５６４例、転移性肺腫瘍１６２例であった。
令和３年度については、以下のとおりであった。

（１） 原発性肺癌３８例、転移性肺腫瘍３例、合計４１例の肺がん確定診断を得た。
（２） 発見された原発性肺癌の３８例すべて（１００％）が胸部Ｘ線で発見され、喀痰細胞診で発見された
肺がんはなかった。

（３） 対人口１０万人あたりの原発性肺癌発見者は７１人であった。
（４） 原発性肺癌の平均年齢は７３．５歳、男性２２例、女性は１６例、臨床病期はⅠA期１７例（４４．７％）、Ⅰ
期２１例（５５．３％）となっている。組織型は、腺癌は２６例（６８．４％）であった。

（５） 手術症例の割合は２６例（６８．４％）、術後病期Ⅰ期の肺癌は２１例（８０．８％）であった。腺癌が２０例
（７６．９％）で圧倒的に多かった。

（６） 腫瘍径は平成３０年度より第８版となり充実成分径で計測するようになったため、平均２８．０㎜で
あった。最高は６０㎜だった。

（７） 転移性肺腫瘍は３例あり、前立腺癌１例、腎臓癌１例、不明１例であった。
（８） 原発性肺癌確定者の施設検診と車検診の比較では、手術なしが施設検診では多かった。
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受診率・精検受診率の推移

受診率 精検受診率
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要精検率・肺がん発見率の推移

H29H28 R1 R3R2H30

0.080.09 0.10 0.09 0.12 0.12

肺がん発見率要精検率 確定がん率

（１） 肺がん検診の受診者数、受診率等の推移（最終報告）

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８１，４１４

受 診 者 数（人） Ｂ ５４，６７９ ５４，７７６ ５５，０５０ ５４，６７１ ４９，７３３ ５３，８９４

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２８．９ ２９．０ ２９．１ ２８．９ ２６．３ ２９．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５２，８１５ ５２，８６７ ５３，０３２ ５２，５４９ ４７，８８６ ５１，９３３

要 精 検 者 数（人） Ｅ １，８６４ １，９０９ ２，０２３ ２，１２３ １，８５０ １，９６３

指標：許容値３．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ３．４１ ３．４９ ３．６７ ３．８８ ３．７２ ３．６４

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ １，６８０ １，７０９ １，８３９ １，８８７ １，６６４ １，７５９

指標：目標値９０％以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９０．１ ８９．５ ９０．９ ８８．９ ８９．９ ８９．６

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ４０（５２） ２８（９４） ３１（１１５） ４６（１０４） ４２（６８） ２８（９０）

上記のうち原発性肺がんの数 Ｊ ３７ ２７ ３１ ３８ ３２ ２４

指標：許容値０．０３％以上
肺がん発見率（％）Ｋ＝Ｊ／Ｂ ０．０７ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０６ ０．０４

指標：許容値１．３％以上
陽性反応適中度（％）Ｌ＝Ｊ／Ｅ ２．０ １．４ １．５ １．８ １．７ １．２

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｍ ５０ ５３ ５２ ６３ ５９ ４１

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｎ ４６ ５０ ４９ ５９ ５５ ３８

確 定 が ん 率（％）Ｏ＝Ｎ／Ｂ ０．０９ ０．１０ ０．０９ ０．１２ ０．１２ ０．０８

＊１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出
＊４ 確定がん数は、確定調査結果、がんと確定された数を計上
＊５ 要精密検査者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｌ）については、Ｅ判定者数を計上
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（２） 令和３年度肺がん検診結果
１）一次検診（年齢階級別）
ａ．Ｘ線検査結果

年 齢
対象者数

胸 部 エ ッ ク ス 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

一次検診
受診者数

受診率（％）
経年受診者数
再掲※

経年受診者
割合
（％）

要精検者数 要精検率（％）

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，９７２ ３，５１２ ６６３ １，２０６ ２２．３ ３４．３ ２８．８ ２４６ ４５６ ３７．１ ３７．８ １９ １９ ２．８７ １．５８ ２．０３

４５～４９歳 ３，２１０ ３，７９９ ７４７ １，２０２ ２３．３ ３１．６ ２７．８ ３７６ ６３２ ５０．３ ５２．６ １６ ２７ ２．１４ ２．２５ ２．２１

５０～５４歳 ２，７４３ ３，５８９ ７０４ １，３０７ ２５．７ ３６．４ ３１．８ ３７５ ７１７ ５３．３ ５４．９ １５ ２７ ２．１３ ２．０７ ２．０９

５５～５９歳 ２，８９１ ４，２８１ ６９２ １，５１１ ２３．９ ３５．３ ３０．７ ３８５ ８５１ ５５．６ ５６．３ ２１ ３６ ３．０３ ２．３８ ２．５９

６０～６４歳 ５，１７６ ７，６１５ １，６４９ ３，０７１ ３１．９ ４０．３ ３６．９ ８７５ １，８８７ ５３．１ ６１．４ ５９ ９０ ３．５８ ２．９３ ３．１６

６５～６９歳 １０，７４４ １３，４５５ ３，９５９ ５，３８５ ３６．８ ４０．０ ３８．６ ２，６１６ ３，７２４ ６６．１ ６９．２ １５１ １５４ ３．８１ ２．８６ ３．２６

７０～７４歳 １４，２５６ １７，５０９ ６，０８６ ７，６５８ ４２．７ ４３．７ ４３．３ ４，４６７ ５，５８１ ７３．４ ７２．９ ２２４ ２５２ ３．６８ ３．２９ ３．４６

７５～７９歳 １１，２１６ １５，０９４ ３，５２４ ４，８１４ ３１．４ ３１．９ ３１．７ ２，５３７ ３，３３３ ７２．０ ６９．２ １５４ ２０９ ４．３７ ４．３４ ４．３５

８０歳以上 １９，０８５ ４０，２６７ ３，８５１ ５，８６５ ２０．２ １４．６ １６．４ ２，５７５ ３，７８７ ６６．９ ６４．６ １９９ ２８９ ５．１７ ４．９３ ５．０２

計 ７２，２９３ １０９，１２１ ２１，８７５ ３２，０１９ ３０．３ ２９．３ ２９．７ １４，４５２ ２０，９６８ ６６．１ ６５．５ ８５８ １，１０３ ３．９２ ３．４４ ３．６４

合計 １８１，４１４ ５３，８９４ ２９．７ ３５，４２０ ６５．７ １，９６１ ３．６４

※経年受診者＝昨年度も肺がん検診を受診した者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者 ※

喀痰容器提
出 者 数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・
喀 痰
細胞診
ともに
要精検

一次検診総合結果

要精検
者 数

精 検 不 要
要精検率
（％）

要精検者数 要精検率（％）

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ ｋ ｌ＝ｆ＋ｉ－ｋ ｍ＝ｌ／ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２ １ １ ２ ０ ０ １ ２ ０．００ ０．００ ０ ０ １９ １９ ２．８７ １．５８ ２．０３

４５～４９歳 ４ ２ ６ ０ ０ ０ ６ ０ ０．００ ０．００ ０ ０ １６ ２７ ２．１４ ２．２５ ２．２１

５０～５４歳 １７０ ２７ ５３ １１ ０ ０ ５３ １１ ０．００ ０．００ ０ ０ １５ ２７ ２．１３ ２．０７ ２．０９

５５～５９歳 １９０ ２８ ５０ １２ ０ ０ ５０ １２ ０．００ ０．００ ０ ０ ２１ ３６ ３．０３ ２．３８ ２．５９

６０～６４歳 ５４８ ５７ １７７ １７ ０ ０ １７７ １７ ０．００ ０．００ ０ ０ ５９ ９０ ３．５８ ２．９３ ３．１６

６５～６９歳 １，４４３ ７０ ４３６ ２０ ０ ０ ４３６ ２０ ０．００ ０．００ ０ ０ １５１ １５４ ３．８１ ２．８６ ３．２６

７０～７４歳 ２，３６７ ９３ ６９４ ２６ ２ ０ ６９２ ２６ ０．２９ ０．００ ０ ０ ２２６ ２５２ ３．７１ ３．２９ ３．４８

７５～７９歳 １，２２４ ５０ ３３０ １９ ０ ０ ３３０ １９ ０．００ ０．００ ０ ０ １５４ ２０９ ４．３７ ４．３４ ４．３５

８０歳以上 ９２６ ３６ ２１５ １０ ０ ０ ２１５ １０ ０．００ ０．００ ０ ０ １９９ ２８９ ５．１７ ４．９３ ５．０２

計 ６，８７４ ３６４ １，９６２ １１７ ２ ０ １，９６０ １１７ ０．１０ ０．００ ０ ０ ８６０ １，１０３ ３．９３ ３．４４ ３．６４

合 計 ７，２３８ ２，０７９ ２ ２，０７７ ０．１０ ０ １，９６３ ３，６４
※高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として下記の条件に該当するもの

年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数
（再掲）

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｎ ｏ ｐ＝ｏ／ｎ ｑ ｒ＝ｑ／ｂ ｓ＝ｑ／ｎ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １９ １９ １７ １８ ８９．５９４．７９２．１ １１ ８ ６ １０ ０ ０ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １６ ２７ １４ ２２ ８７．５８１．５８３．７ １１ １３ ３ ７ ０ ２ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １５ ２７ １３ ２４ ８６．７８８．９８８．１ ７ １３ ５ ９ １ ２ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ２１ ３６ １７ ３３ ８１．０９１．７８７．７ ９ １９ ７ １３ １ ０ ０ １ ０．００００．０６６０．０４５ ０．０ ２．８ １．８

６０～６４歳 ５９ ９０ ４８ ８２ ８１．４９１．１８７．２ ２９ ４０ １６ ３８ １ ４ ２ ０ ０．１２１０．００００．０４２ ３．４ ０．０ １．３

６５～６９歳 １５１ １５４ １３３ １３６ ８８．１８８．３８８．２ ５６ ６４ ６４ ６５ ８ ５ ５ ２ ０．１２６０．０３７０．０７５ ３．３ １．３ ２．３

７０～７４歳 ２２６ ２５２ ２０１ ２３４ ８８．９９２．９９１．０ ８３ １０２ １０１ １１８ １６ １２ １ ２ ０．０１６０．０２６０．０２２ ０．４ ０．８ ０．６

７５～７９歳 １５４ ２０９ １３８ １９６ ８９．６９３．８９２．０ ６７ ８７ ５８ ９５ ７ １２ ６ ２ ０．１７００．０４２０．０９６ ３．９ １．０ ２．２

８０歳以上 １９９ ２８９ １７９ ２５４ ８９．９８７．９８８．７ ６２ １１４ １０７ １２８ ９ １０ １ ２ ０．０２６０．０３４０．０３１ ０．５ ０．７ ０．６

計 ８６０ １，１０３ ７６０ ９９９ ８８．４９０．６８９．６ ３３５ ４６０ ３６７ ４８３ ４３ ４７ １５ ９ ０．０６９０．０２８０．０４５ １．７ ０．８ １．２

合計 １，９６３ １，７５９ ８９．６ ７９５ ８５０ ９０ ２４ １．２

Ｘ線のみ要精検 １，９６１ １，７５７ ８９．６ ７９４ ８５０ ８９ ２４ １．２

喀痰のみ要精検 ２ ２ １００．０ １ ０ １ ０ ０．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

胸部エックス線検査 エックス線フィルム読影結果 Ｘ線検査受診
者中高危険群
所 属 者

受診者数 経年受診者数再掲 要精検者数 異常認めず 要精検率（％）
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

保 健 事 業 団 ６，６４７ １０，６４２ ４，５１４ ７，２１７ ２６０ ３４７ ６，３８７ １０，２９５３．９１３．２６３．５１ ２，１９５ ８８

中国労働衛生協会 ３１２ ６０２ ２２４ ５０２ １２ ２６ ３００ ５７６３．８５４．３２４．１６ ３８ ５

病 院 ４，２９９ ５，５４６ ２，９９１ ３，７２７ １６９ ２０１ ４，１３０ ５，３４５３．９３３．６２３．７６ １，２８１ ６２

診 療 所 １０，６１７ １５，２２９ ６，７２３ ９，５２２ ４１７ ５２９ １０，２００ １４，７００３．９３３．４７３．６６ ３，３６０ ２０９

計 ２１，８７５ ３２，０１９ １４，４５２ ２０，９６８ ８５８ １，１０３ ２１，０１７ ３０，９１６３．９２３．４４３．６４ ６，８７４ ３６４

合 計 ５３，８９４ ３５，４２０ １，９６１ ５１，９３３ ３．６４ ７，２３８

３２



精密検査結果

肺がん
1.4％

異常認めず
45.2％

その他疾病
48.3％

肺がん疑い
5.1％

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

j′ k′＝j′／h′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／h′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ２２０ ３０３ ８４．６ ８７．３ ８６．２ ９４ １３８ １１０ １４４ １１ １９ ５ ２ ０．０７５０．０１９０．０４０ １．９ ０．６ １．２

中国労働衛生協会 １１ ２１ ９１．７ ８０．８ ８４．２ ５ ９ ６ １２ ― ― ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 １５７ １８６ ９２．４ ９２．５ ９２．５ ７２ ９１ ７３ ８８ １１ ７ １ ０ ０．０２３０．００００．０１０ ０．６ ０．０ ０．３

診 療 所 ３７２ ４８９ ８９．０ ９２．４ ９０．９ １６４ ２２２ １７８ ２３９ ２１ ２１ ９ ７ ０．０８５０．０４６０．０６２ ２．２ １．３ １．７

計 ７６０ ９９９ ８８．４ ９０．６ ８９．６ ３３５ ４６０ ３６７ ４８３ ４３ ４７ １５ ９ ０．０６９０．０２８０．０４５ １．７ ０．８ １．２

合 計 １，７５９ ８９．６ ７９５ ８５０ ９０ ２４ ０．０４５ １．２

一次検診機関

喀痰容器
提出者数

喀痰細胞診結果 Ｘ線・喀
痰細胞診
ともに要
精検（Ｃ）

一次検診総合結果

要精検者数 精検不要 要精検率（％） 要精検者数
要精検率（％）

d′ e′ f′＝e′／d′ g′ h′＝b′＋e′－g′ I′＝h′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ４３０ ２８ ０ ０ ４３０ ２８ ０．００ ０．００ ０ ０ ２６０ ３４７ ３．９１ ３．２６ ３．５１

中国労働衛生協会 ３０ ０ ０ ０ ３０ ０ ０．００ ０．００ ０ ０ １２ ２６ ３．８５ ４．３２ ４．１６

病 院 ４５６ １８ １ ０ ４５５ １８ ０．２２ ０．００ ０ ０ １７０ ２０１ ３．９５ ３．６２ ３．７７

診 療 所 １，０４６ ７１ １ ０ １，０４５ ７１ ０．１０ ０．００ ０ ０ ４１８ ５２９ ３．９４ ３．４７ ３．６６

計 １，９６２ １１７ ２ ０ １，９６０ １１７ ０．１０ ０．００ ０ ０ ８６０ １，１０３ ３．９３ ３．４４ ３．６４

合 計 ２，０７９ ２ ２，０７７ ０．１０ ０ １，９６３ ３．６４

３３
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％
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診
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（
％
）
異

常
認
め
ず
そ
の
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の

疾
病
が
ん
疑
い
肺
が
ん
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５７
，６
３３

３，
４０
０

１４
，５
６３

１７
，９
６３

３１
．２

９７
４９
５

５９
２

３．
３０

５５
９

９４
．４

２４
９

２５
４

４７
９

３１
０

０．
０５
０

１．
５

米
子
市

４３
，７
９６

１，
１１
９

１０
，３
４３

１１
，４
６２

２６
．２

３２
４２
４

４５
６

３．
９８

４０
５

８８
．８

１９
０

１９
６

１０
９

２１
５

０．
０７
９

２．
０

倉
吉
市

１６
，１
６３

５６
０

２，
７５
４

３，
３１
４

２０
．５

１６
１０
７

１２
３

３．
７１

１０
５

８５
．４

５３
４６

４
２

５２
０．
０６
０

１．
６

境
港
市

１０
，７
９６

８０
８

２，
２５
４

３，
０６
２

２８
．４

３９
８２

１２
１

３．
９５

１１
１

９１
．７

４６
６３

２
０

６５
０．
００
０

０．
０

岩
美
町

４，
２４
５

１，
０４
０

４０
６

１，
４４
６

３４
．１

３０
１２

４２
２．
９０

３８
９０
．５

１４
２２

１
１

２４
０．
０６
９

２．
４

八
頭
町

５，
６７
４

１，
８５
２

９１
２

２，
７６
４

４８
．７

５２
３７

８９
３．
２２

７９
８８
．８

３２
４２

５
０

４７
０．
００
０

０．
０

若
桜
町

１，
３３
６

１２
９

６４
９

７７
８

５８
．２

６
２６

３２
４．
１１

２８
８７
．５

１２
１５

１
０

１６
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

２，
７２
３

４３
９

５３
０

９６
９

３５
．６

２５
１６

４１
４．
２３

３５
８５
．４

１８
１６

１
０

１７
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
３１
９

１，
１３
６

８５
６

１，
９９
２

３７
．５

４６
２７

７３
３．
６６

６８
９３
．２

２８
３５

５
０

４０
０．
００
０

０．
０

三
朝
町

２，
３３
６

８６
４

１７
４

１，
０３
８

４４
．４

２１
７

２８
２．
７０

２３
８２
．１

１４
８

１
０

９
０．
００
０

０．
０

北
栄
町

５，
２５
０

１，
２８
１

６４
３

１，
９２
４

３６
．６

４６
２７

７３
３．
７９

６５
８９
．０

３１
２９

３
２

３４
０．
１０
４

２．
７

琴
浦
町

６，
２４
３

１，
３４
８

３５
０

１，
６９
８

２７
．２

３６
１３

４９
２．
８９

４１
８３
．７

２２
１８

１
０

１９
０．
００
０

０．
０

南
部
町

３，
７２
２

２９
１

１，
２５
７

１，
５４
８

４１
．６

１０
４５

５５
３．
５５

４８
８７
．３

１８
２９

１
０

３０
０．
００
０

０．
０

伯
耆
町

４，
０９
１

１，
０７
８

０
１，
０７
８

２６
．４

４５
０

４５
４．
１７

３５
７７
．８

１３
１８

４
０

２２
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

９８
１

２３
２

０
２３
２

２３
．６

２０
０

２０
８．
６２

１３
６５
．０

３
９

１
０

１０
０．
００
０

０．
０

大
山
町

６，
３４
２

１，
３０
９

０
１，
３０
９

２０
．６

６４
０

６４
４．
８９

５４
８４
．４

２５
２６

２
１

２９
０．
０７
６

１．
６

日
南
町

２，
１９
８

４９
６

０
４９
６

２２
．６

１９
０

１９
３．
８３

１８
９４
．７

９
９

０
０

９
０．
００
０

０．
０

日
野
町

１，
３４
０

２３
１

０
２３
１

１７
．２

１１
０

１１
４．
７６

９
８１
．８

６
２

１
０

３
０．
００
０

０．
０

江
府
町

１，
２２
６

５９
０

０
５９
０

４８
．１

３０
０

３０
５．
０８

２５
８３
．３

１２
１３

０
０

１３
０．
００
０

０．
０

合
計
１８
１，
４１
４
１８
，２
０３

３５
，６
９１

５３
，８
９４

２９
．７

６４
５

１，
３１
８

１，
９６
３

３．
６４

１，
７５
９

８９
．６

７９
５

８５
０

９０
２４

９６
４

０．
０４
５

１．
２

東
部

７１
，６
１１

６，
８６
０

１７
，０
６０

２３
，９
２０

３３
．４

２１
０

５８
６

７９
６

３．
３３

７３
９

９２
．８

３２
５

３４
９

５５
１０

４１
４

０．
０４
２

１．
３

中
部

３５
，３
１１

５，
１８
９

４，
７７
７

９，
９６
６

２８
．２

１６
５

１８
１

３４
６

３．
４７

３０
２

８７
．３

１４
８

１３
６

１４
４

１５
４

０．
０４
０

１．
２

西
部

７４
，４
９２

６，
１５
４

１３
，８
５４

２０
，０
０８

２６
．９

２７
０

５５
１

８２
１

４．
１０

７１
８

８７
．５

３２
２

３６
５

２１
１０

３９
６

０．
０５
０

１．
２
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（３） 令和３年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について
２０２３．２．１３現在

肺がん確定診断（原発性１，５６４、転移性１６２） １，７２６例
他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 １，７３８例

１）肺がん確定診断 （単位：例）
昭和
６２年

昭和
６３年

平成
元年

平成
２年

平成
３年

平成
４年

平成
５年

平成
６年

平成
７年

平成
８年

平成
９年

平成
１０年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８ ３８ ５３ ４０

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５ ４ ２ ７

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３ ４２ ５５ ４７

２）原発性肺がん診断方法

〔令和３年度集計〕
胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �

�
��
１，４５５例（９３．０％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

３８例（１００．０％）
Ｅのみ １，２１０例 Ｅのみ ３８例

細 胞 診 Ｄのみ ２３例 �
�
��

５８例（３．７％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（０．０％）
Ｅのみ ３５例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １１例 �
�
�
�
�
�
�

４８例（３．１％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（０．０％）
Ｄ＋Ｅ ９例 Ｄ＋Ｅ ０例
Ｅ＋Ｄ ６例 Ｅ＋Ｄ ０例
Ｅ＋Ｅ ２２例 Ｅ＋Ｅ ０例
不明 ３例 ３例（０．２％） 不明 ０例 ０例（０．０％）

計 １，５６４例 計 ３８例

平成
１１年

平成
１２年

平成
１３年

平成
１４年

平成
１５年

平成
１６年

平成
１７年

平成
１８年

平成
１９年

平成
２０年

平成
２１年

平成
２２年

原発性肺癌 ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２ ４１ ６５

転移性肺腫瘍 ７ ６ ７ ６ ３ ２ ５ ６ ７ ３ ８ ４

合 計 ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２ ６２ ６８ ５５ ５５ ４９ ６９

平成
２３年

平成
２４年

平成
２５年

平成
２６年

平成
２７年

平成
２８年

平成
２９年

平成
３０年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

合計

原発性肺癌 ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９ ５９ ５５ ３８ １，５６４

転移性肺腫瘍 ６ ５ ４ ７ １ ４ ３ ３ ４ ４ ３ １６２

合 計 ６１ ５４ ６２ ８１ ４８ ５０ ５３ ５２ ６３ ５９ ４１ １，７２６
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３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７
Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７
Ｈ元 ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４
Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９
Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１
Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３
Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７３．７％） ４１ ５９
Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３
Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８
Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９
Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９
Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２
Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４
Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７
Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８
Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５
Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２
Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３
Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２
Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６
Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６
Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３
Ｈ２１ ４６，２４７ ２，１２２（４．５９％） １，８８８（８９．０％） ４１ ８９
Ｈ２２ ４５，４８２ ２，００４（４．４１％） １，７６７（８８．２％） ６５ １４２
Ｈ２３ ４８，５１３ ２，４６７（５．０９％） ２，２０８（８９．５％） ５５ １１３
Ｈ２４ ５０，３７６ ２，４６０（４．８８％） ２，２０１（８９．５％） ４９ ９７
Ｈ２５ ５０，５６９ ２，３４５（４．６４％） ２，０６２（８７．９％） ５８ １１５
Ｈ２６ ５３，２０８ ２，３０３（４．３３％） ２，０２１（８７．８％） ７４ １３９
Ｈ２７ ５５，０４５ ２，０９２（３．８０％） １，８７７（８９．７％） ４７ ８５
Ｈ２８ ５４，６７９ １，８６４（３．４１％） １，６８０（９０．１％） ４６ ８４
Ｈ２９ ５４，７７６ １，９０９（３．４９％） １，７０９（８９．５％） ５０ ９１
Ｈ３０ ５５，０５０ ２，０２１（３．６７％） １，８３９（９１．０％） ４９ ８９
Ｒ元 ５４，６７１ ２，１２３（３．８８％） １，８８７（８８．９％） ５９ １０６
Ｒ２ ４９，７３３ １，８５０（３．７２％） １，６６６（９０．１％） ５５ １１１
Ｒ３ ５３，８９４ １，９６３（３．６４％） １，７５９（８９．６％） ３８ ７１
計 １，９５８，２５１ ４０，５２２（２．０７％） ３５，４６０（８７．５％） １，５６４ ８０

４）原発性肺癌（１，５６４例）
（１） 年齢・性別 〔Ｒ３年度集計〕

区 分 原発性肺癌（例） 比率（％） 区 分 原発性肺癌（例） 比率（％）
～５９歳 ９２ ５．９ ～５９歳 ２ ５．３

６０～６９歳 ４６６ ２９．８ ６０～６９歳 １１ ２８．９
７０～７９歳 ７１７ ４５．８ ７０～７９歳 ２０ ５２．６
８０～ ２８９ １８．５ ８０～ ５ １３．２
計 １，５６４ １００．０ 計 ３８ １００．０

平均年齢＝７２．３
男：女＝９３３例：６３０例（不明：１例）

平均年齢＝７３．５
男：女＝２２例：１６例（不明：０例）

３６



ｂ．組織型 〔Ｒ３年度集計〕
組織型 （例） 組織型 （例）

扁平上皮癌 ３３０ 扁平上皮癌 ４
腺 癌 ９９１（６３．２％） 腺 癌 ２６（６８．４％）
大 細 胞 癌 ２１ 大 細 胞 癌 １
小 細 胞 癌 ９３ 小 細 胞 癌 ３
腺扁平上皮癌 １４ 腺扁平上皮癌 ０
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １１６ 不 明 ４

計 １，５６７＊ 計 ３８
＊３例：扁平上皮癌と腺癌、腺癌と大細胞癌、腺癌と腺癌（＊＊）の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例
（９８１例、手術率：６２．７％）
ａ．臨床病期、術後病期
臨床病期（例） 術後病期（例）

０ccult ２ ０ccult ２
０ ０（ ０．０％） ０ ２（ ０．２％）
ⅠA ５８６（５９．７％） ⅠA ５０１（５１．１％）
ⅠB １９７ ⅠB ２１９
ⅡA ３６ ⅡA ４６
ⅡB ５３ ⅡB ６５
ⅢA ８２ ⅢA ９５
ⅢB １５ ⅢB ２４
ⅢC ０ ⅢC ０
Ⅳ ９ Ⅳ ２２
不明 １ 不明 ５
計 ９８１ 計 ９８１

〔Ｒ３年度集計〕
原発性肺癌の手術症例（２６例、手術率：６８．４％）

臨床病期（例） 術後病期（例）
０ccult ０ ０ccult ０
０ ０ ０ ０
ⅠA＊ １６（６１．５％） ⅠA＊＊ １３（５０．０％）

�
�
�
�
�

２１
（８０．８％）ⅠB ４ ⅠB ８

ⅡA ０ ⅡA ０
ⅡB ５ ⅡB １
ⅢA １ ⅢA ３
ⅢB ０ ⅢB ０
ⅢC ０ ⅢC ０
Ⅳ ０ Ⅳ １
不明 ０ 不明 ０
計 ２６ 計 ２６

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型
ａ．病期分類（第７版＋８版） 〔Ｒ３年度集計〕（第８版）
臨床病期 （例） 臨床病期 （例）
０ccult ２ ０ccult ０
０ ２ ０ ０
ⅠA ６６１（４２．３％） ⅠA １７（４４．７％）

�
�
�
�
�

２１（５５．３％）
Ⅰ期肺癌ⅠB ２３８ ⅠB ４

ⅡA ５８ ⅡA ０
ⅡB ８２ ⅡB ６
ⅢA １７６ ⅢA ２
ⅢB ９３ ⅢB １
ⅢC ３ ⅢC ０
Ⅳ ２１２ Ⅳ ７
不明 ３７ 不明 １ 多発癌は病期の

進んだ方を採用計 １，５６４ 計 ３８
ⅠAの内訳……臨床病期ⅠA１：２例、ⅠA２：９例、ⅠA３：６例

IAの内訳…＊臨床病期 IA１：２例、IA２：８例、IA３：６例
＊＊術後病期 IA１：２例、IA２：７例、IA３：４例
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（４） 腫瘍径
腫瘍径
（㎜）

Ｈ１０年度
（％）

Ｈ１１年度
（％）

Ｈ１２年度
（％）

Ｈ１３年度
（％）

Ｈ１４年度
（％）

Ｈ１５年度
（％）

Ｈ１６年度
（％）

Ｈ１７年度
（％）

Ｈ１８年度
（％）

Ｈ１９年度
（％）

Ｈ２０年度
（％）

Ｈ２１年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４ ３ ２

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．０） １１ ２６（４１．９）１４（２９．２）２１（４０．４） １０

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．１） １５ １８ ６ １３（３１．７）

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５ １４ ８

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３ ５ ６

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １ １ ２

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３ ２ ０

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２ ４１

平均 ３７．１㎜ ２７．９㎜ ３２．２㎜ ３３．５㎜ ２８．８㎜ ３８．７㎜ ２９．６㎜ ３０．６㎜ ２６．０㎜ ２４．６㎜ ２６．１㎜ ２５．９㎜

最高 ９０㎜ ７０㎜ ８０㎜ １００㎜ ８５㎜ １４５㎜ ７０㎜ ８５㎜ ５９㎜ ５７㎜ ７１㎜ ６８㎜

腫瘍径
（㎜）

Ｈ２２年度
（％）

Ｈ２３年度
（％）

Ｈ２４年度
（％）

Ｈ２５年度
（％）

Ｈ２６年度
（％）

Ｈ２７年度
（％）

Ｈ２８年度
（％）

Ｈ２９年度
（％）

Ｈ３０年度
（％）

Ｒ元年度
（％）

Ｒ２年度
（％）

Ｒ３年度
（％）

０～１０ ２ １ ４ ３ ３ ０ １ ８ １ １ ９ １（ ２．６）

１１～２０ １３ １６（２９．１）１４（２８．６） １６ ２８（３７．８）１６（３４．０）１４（３０．４）１５（３０．０）１４（２８．６） １３ １４（２５．５）１０（２６．３）

２１～３０ ２６（４０．０）１６（２９．１） １３ ２０（３４．５） ２１ ８ １０ １５ １５ １６（２７．１） １１ １４（３６．８）

３１～４０ １５ ６ ８ ８ ７ １４ １３ ２ ５ １６（２７．１） ６ ４（１０．５）

４１～５０ ６ ４ ６ ５ ６ ６ ５ ２ ７ ８ ６ ４（１０．５）

５１～ ２ １１ ２ ６ ５ ３ ２ ８ ５ ２ ８ ２（ ５．３）

不明 １ １ ２ ０ ４ ０ １ ０ ２ ３ １ ３（ ７．９）

計 ６５ ５５ ４９ ５８ ７４ ４７ ４６ ５０ ４９ ５９ ５５ ３８

平均 ２９．４㎜ ３３．２㎜ ２８．４ ２８．３㎜ ２６．７㎜ ３０．４㎜ ２８．６㎜ ３２．２㎜ ３２．１㎜ ２９．５㎜ ２７．７㎜ ２８．０㎜

最高 ８０㎜ ９０㎜ １００㎜ ６０㎜ ７０㎜ ７０㎜ ５６㎜ ８３㎜ ７１㎜ ６８㎜ ８０㎜ ６０㎜

５）転移性肺腫瘍（１６２例）
大 腸 癌：３４例 乳 癌：２１例 前立腺癌：１５例 甲状腺癌：１３例 腎 臓 癌：１３例
肝 臓 癌：９例 胃 癌：８例 子 宮 癌：５例 胆 管 癌：４例 膵 臓 癌：４例
尿 管 管：４例 胆のう癌：４例 膀 胱 癌：４例 肺 癌：２例 食 道 癌：２例
卵 巣 癌：２例 子宮肉腫：２例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 顎下腺癌：１例
咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 卵管肉腫：１例 腹 膜 癌：１例 不 明：９例
〔Ｒ３年度集計〕（３例）
前立腺癌：１例、腎臓癌：１例、不明：１例

ｂ．組織型分類 〔Ｒ３年度集計〕
組織型 （例） 組織型 （例）

扁平上皮癌 １８３ 扁平上皮癌 ４
腺 癌 ７３７（７５．１％） 腺 癌 ２０（７６．９％）
大 細 胞 癌 １６ 大 細 胞 癌 １
小 細 胞 癌 １１ 小 細 胞 癌 ０
腺扁平上皮癌 １５ 腺扁平上皮癌 ０
腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０
カルチノイド １ カルチノイド ０
不 明 １７ 不 明 １

計 ９８１ 計 ２６
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６）令和３年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較
車 検 診 施 設 検 診

受診者数 １８，２０３ ３５，６９１

要精検数
６４５（３．５）

東部：２１０（３．０６）
中部：１６５（３．１８）
西部：２７０（４．３９）

１，３１８（３．６９）
東部：５８６（３．４３）
中部：１８１（３．７９）
西部：５５１（３．９８）

確定者数 １２名（０．０７７）
（東：６中：３、西：３）

２６名（０．０７３）
（東：１３中：２、西：１１）

発見方法 E１：１１、E２：１ E１：１２、E２：３、Ｅ：１１
年 齢 ７２．１歳 ７４．０歳
性 差 男性：９名 女性：３名 男性：１３名 女性：１３名

臨床病期

０ ０名
ⅠA７名、ⅠB０名、
ⅡA０名、ⅡB２名、
ⅢA１名、ⅢB０名

Ⅳ２名

０ ０名
ⅠA１０名、ⅠB４名、
ⅡA０名、ⅡB４名、
ⅢA１名、ⅢB１名
Ⅳ５名、不明１名

組 織 型 扁平上皮癌２名、腺癌１０名
扁平上皮癌２名、腺癌１６名、
大細胞癌１名、小細胞癌３名、

不明４名
手 術 あり１０名、なし２名 あり１６名、なし１０名
腫 瘍 径 ２．９２㎝ ２．７５㎝

３９



〈検診機関別受診結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数 要精検率（％）

車 検 診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

７，４２３
（４２．１％）

４５３ ６．１０

施 設 検 診
（病院・診療所）

１０，２０８
（５７．９％）

６５５ ６．４２

計
１７，６３１
（１００％）

１，１０８ ６．２８

（２） 精密検査

区 分
精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

車 検 診 ４２４ ９３．６ ２６ ０．３５

施 設 検 診 ６２６ ９５．６ ５２ ０．５１

計 １，０５０ ９４．８ ７８ ０．４４

４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
令和３年度対象者数１０９，１２１人（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示
す算式により算定した推計数）、受診者数１７，６３１人、受診率１６．２％で、令和２年度より２．１ポイント増
加した。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数３６，２５１人、受診者数１２，２３６人、受診率３３．８％であった。
要精検者数１，１０８人、要精検率６．２８％で前年度より０．４９ポイント減少した。精検受診者数１，０５０人、
精検受診率は９４．８％で、令和２年度より０．６ポイント減少した。
精検の結果、乳がん７８人、がん発見率（がん／受診者数）０．４４％、陽性反応適中度（がん／要精検者
数）７．０４％であった。令和２年度に比べ、がん発見率は０．１５ポイント、陽性反応適中度は１．７ポイン
ト減少した。
要精検率、精検受診率、がん発見率、陽性反応適中度において国が示す許容値を満たしており、精
度は保たれていると考えられる。
令和２年度はコロナ感染症の影響で受診率、受診人数の低下が起こっていたが、令和３年度は例年
通りの受診状況に戻りつつある。検診のプロセス指標（要精検率、精検受診率、がん発見率、陽性反
応適中度）は、例年通りすべて達成できていた。

４０



〈圏域別結果〉

区 分 対象者数 受診者数
受診率
（％）

要精検率
（％）

精 検
受診者数

精検受診率
（％）

が ん
がん発見率
（％）

東 部 ４２，８２７ ７，１２３ １６．６３ ４．７０ ３２６ ９７．３ ２２ ０．３１

中 部 ２０，９９１ ３，２７３ １５．５９ ５．７７ １７３ ９１．５ １８ ０．５５

西 部 ４５，３０３ ７，２３５ １５．９７ ８．０７ ５５１ ９４．３ ３８ ０．５３

計 １０９，１２１ １７，６３１ １６．１６ ６．２８ １，０５０ ９４．８ ７８ ０．４４

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
令和３年度の確定乳がんは７８例で、前年度より１８例減少した。確定乳癌の平均年齢は６４．８歳であっ
たが、患者数では７０歳代の患者が最も多かった。乳癌罹患率は全国的にも４５歳から急上昇し、７０～７４
歳のピークとなっており、本県のデータもそれを裏付けていた。早期癌は６５．０％を占め、前年度と同
様であった。４０歳代の受診者にステージ４の症例が１例あり、初回受診であった。術式は乳房温存手
術の割合が全体の１／３程度（３４％）であり、近年この比率が続いている。
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要精検率・乳がん発見率の推移

H29H28
乳がん発見率要精検率

R3R2R1H30

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 平成
２８年度

平成２８年度・
鳥取市分含

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １１５，４６９ １０９，１２１
受 診 者 数（人） Ｂ １３，２２６ １９，２４５ １９，３１７ １９，０７５ １９，２２８ １６，２４９ １７，６３１

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２７．６ ３３．１ ３２．３ ３１．９ ３３．１ ― ―
１１．５ １６．７ １６．７ １６．５ １６．７ １４．１ １６．２

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ １２，２６５ １８，００１ １８，２４２ １７，９３５ １８，１３１ １５，１４９ １６，５２３
要 精 検 者 数（人） Ｅ ９６１ １，２４４ １，０７５ １，１４０ １，０９７ １，１００ １，１０８
要 精 検 率
指標 １１．０％以下 （％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ７．２７ ６．４６ ５．５７ ５．９８ ５．７１ ６．７７ ６．２８

精密検査 精検受診者数（人） Ｇ ８９６ １，１７２ １，０３２ １，０７８ １，０３４ １，０４９ １，０５０
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ９３．２ ９４．２ ９６．０ ９４．６ ９４．３ ９５．４ ９４．８

精密検査
結 果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ４９（２） ６７（３） ７４（３） ６０（１） ７３（０） ９６（０） ７８（６）
乳がん発見率
指標 ０．２３％以上 （％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．３７ ０．３５ ０．３８ ０．３１ ０．３８ ０．５９ ０．４４
陽性反応適中度
指標 ２．５％以上 （％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ５．１０ ５．３９ ６．８８ ５．２６ ６．６５ ８．７３ ７．０４

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ４５ ６３ ７２ ６０ ７３ ９６ ７８
確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．３４ ０．３３ ０．３７ ０．３１ ０．３７ ０．５９ ０．４４

＊１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
＊２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
＊３ 陽性反応適中度は、要精検者を分母として算出。
＊４ 確定がん数について

・確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
＊５ 平成３０年度報告（平成２９年度実績）から、検診方法がマンモグラフィのみとなった。

（２） 令和３年度乳がん検診（マンモグラフィーのみの受診者）
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢 対象者数 一次検診
受診者数 受診率（％） 一次検診結果 要精検率（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
４０～４４歳 ３，５１２ １，９６１ ５５．８ １９３ １，７６８ ９．８４
４５～４９歳 ３，７９９ １，６８３ ４４．３ １５７ １，５２６ ９．３３
５０～５４歳 ３，５８９ １，８８２ ５２．４ １２８ １，７５４ ６．８０
５５～５９歳 ４，２８１ １，６７７ ３９．２ ９８ １，５７９ ５．８４
６０～６４歳 ７，６１５ ２，５４３ ３３．４ １３２ ２，４１１ ５．１９
６５～６９歳 １３，４５５ ２，４９０ １８．５ １２３ ２，３６７ ４．９４
７０～７４歳 １７，５０９ ３，０９１ １７．７ １６２ ２，９２９ ５．２４
７５～７９歳 １５，０９４ １，２８８ ８．５ ６４ １，２２４ ４．９７
８０歳以上 ４０，２６７ １，０１６ ２．５ ５１ ９６５ ５．０２
計 １０９，１２１ １７，６３１ １６．２ １，１０８ １６，５２３ ６．２８
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精密検査結果

乳がん
7.4％

異常認めず
45.7％

その他の疾病
46.3％

乳がん疑い
0.6％

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ
４０～４４歳 １８５ ９５．９ ７０ １１０ ０ ５ ０．２５ ２．５９
４５～４９歳 １５１ ９６．２ ６９ ７７ ０ ５ ０．３０ ３．１８
５０～５４歳 １２３ ９６．１ ４９ ６７ ０ ７ ０．３７ ５．４７
５５～５９歳 ９３ ９４．９ ４７ ３６ ０ １０ ０．６０ １０．２０
６０～６４歳 １２１ ９１．７ ６４ ４８ ３ ６ ０．２４ ４．５５
６５～６９歳 １１８ ９５．９ ６４ ４４ ０ １０ ０．４０ ８．１３
７０～７４歳 １５３ ９４．４ ７１ ５４ ３ ２５ ０．８１ １５．４３
７５～７９歳 ５７ ８９．１ ２８ ２４ ０ ５ ０．３９ ７．８１
８０歳以上 ４９ ９６．１ １８ ２６ ０ ５ ０．４９ ９．８０
計 １，０５０ ９４．８ ４８０ ４８６ ６ ７８ ０．４４ ７．０４

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

検診機関
一次検診
受診者数

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

保 健 事 業 団 ７，１２８ ４３２ ６，６９６ ６．０６
病 院 ８，４５５ ５４６ ７，９０９ ６．４６
診 療 所 １，７５３ １０９ １，６４４ ６．２２
中国労働衛生協会 ２９５ ２１ ２７４ ７．１２

計 １７，６３１ １，１０８ １６，５２３ ６．２８

ｂ．精密検査結果

検 診 機 関
精密検査
受診者数

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（ ％ ）

陽性反応
適 中 度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ f′＝d′／b′ g′ h′＝g′／a′ I′＝h′／b′
保 健 事 業 団 ４０４ ９３．５２ １９９ １７９ ２ ２４ ０．３４ ５．５６
病 院 ５２０ ９５．２４ ２２８ ２４５ ２ ４５ ０．５３ ８．２４
診 療 所 １０６ ９７．２５ ４９ ４８ ２ ７ ０．４０ ６．４２
中国労働衛生協会 ２０ ９５．２ ４ １４ ０ ２ ０．６８ ９．５２

計 １，０５０ ９４．８ ４８０ ４８６ ６ ７８ ０．４４ ７．０４
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見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

３４
，６
４０

２，
３３
６

３，
１５
９

５，
４９
５

１５
．９

１２
０

１４
０

２６
０

４．
７３

２５
４

９７
．７

１０
０

１３
５

１
１８

１５
４

０．
３２
８

６．
９

米
子
市

２６
，９
２９

５２
８

３，
３２
１

３，
８４
９

１４
．３

６０
２６
５

３２
５

８．
４４

３１
３

９６
．３

１１
６

１７
４

２
２１

１９
７

０．
５４
６

６．
５

倉
吉
市

９，
７９
９

３５
２

７２
１

１，
０７
３

１１
．０

２３
４７

７０
６．
５２

６７
９５
．７

３４
２８

０
５

３３
０．
４６
６

７．
１

境
港
市

６，
６２
２

３５
３

９２
９

１，
２８
２

１９
．４

２８
６６

９４
７．
３３

９０
９５
．７

６１
２６

１
２

２９
０．
１５
６

２．
１

岩
美
町

２，
４４
６

１７
１

３０
９

４８
０

１９
．６

９
１１

２０
４．
１７

２０
１０
０．
０

１０
９

０
１

１０
０．
２０
８

５．
０

八
頭
町

３，
３３
９

５７
４

１４
４

７１
８

２１
．５

２８
９

３７
５．
１５

３６
９７
．３

２１
１５

０
０

１５
０．
００
０

０．
０

若
桜
町

７８
５

１４
０

２２
１６
２

２０
．６

７
０

７
４．
３２

５
７１
．４

２
３

０
０

３
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

１，
６１
７

１５
１

１１
７

２６
８

１６
．６

６
５

１１
４．
１０

１１
１０
０．
０

４
４

０
３

７
１．
１１
９

２７
．３

湯
梨
浜
町

３，
０８
３

４５
７

１９
３

６５
０

２１
．１

２３
１６

３９
６．
００

３０
７６
．９

１１
１５

０
４

１９
０．
６１
５

１０
．３

三
朝
町

１，
３９
３

２６
７

２４
２９
１

２０
．９

１８
１

１９
６．
５３

１７
８９
．５

１３
１

１
２

４
０．
６８
７

１０
．５

北
栄
町

３，
０７
０

４３
０

１４
０

５７
０

１８
．６

２１
８

２９
５．
０９

２８
９６
．６

１６
８

１
３

１２
０．
５２
６

１０
．３

琴
浦
町

３，
６４
６

５４
４

１４
５

６８
９

１８
．９

２３
９

３２
４．
６４

３１
９６
．９

１８
９

０
４

１３
０．
５８
１

１２
．５

南
部
町

２，
１９
９

１６
２

２６
１

４２
３

１９
．２

１１
２６

３７
８．
７５

３７
１０
０．
０

２１
１２

０
４

１６
０．
９４
６

１０
．８

伯
耆
町

２，
４２
５

２０
４

２２
３

４２
７

１７
．６

１３
１５

２８
６．
５６

１５
５３
．６

６
９

０
０

９
０．
００
０

０．
０

日
吉
津
村

６２
８

５８
７５

１３
３

２１
．２

２
５

７
５．
２６

７
１０
０．
０

３
２

０
２

４
１．
５０
４

２８
．６

大
山
町

３，
６３
２

４１
１

１７
１

５８
２

１６
．０

４４
１７

６１
１０
．４
８

５７
９３
．４

２７
２５

０
５

３０
０．
８５
９

８．
２

日
南
町

１，
２８
８

１２
２

３４
１５
６

１２
．１

１０
２

１２
７．
６９

１２
１０
０．
０

１０
２

０
０

２
０．
００
０

０．
０

日
野
町

８２
８

１６
３

０
１６
３

１９
．７

７
０

７
４．
２９

７
１０
０．
０

２
５

０
０

５
０．
００
０

０．
０

江
府
町

７５
２

０
２２
０

２２
０

２９
．３

０
１３

１３
５．
９１

１３
１０
０．
０

５
４

０
４

８
１．
８１
８

３０
．８

合
計
１０
９，
１２
１

７，
４２
３

１０
，２
０８

１７
，６
３１

１６
．２

４５
３

６５
５

１，
１０
８

６．
２８

１，
０５
０

９４
．８

４８
０

４８
６

６
７８

５７
０

０．
４４
２

７．
０

東
部

４２
，８
２７

３，
３７
２

３，
７５
１

７，
１２
３

１６
．６

１７
０

１６
５

３３
５

４．
７０

３２
６

９７
．３

１３
７

１６
６

１
２２

１８
９

０．
３０
９

６．
６

中
部

２０
，９
９１

２，
０５
０

１，
２２
３

３，
２７
３

１５
．６

１０
８

８１
１８
９

５．
７７

１７
３

９１
．５

９２
６１

２
１８

８１
０．
５５
０

９．
５

西
部

４５
，３
０３

２，
００
１

５，
２３
４

７，
２３
５

１６
．０

１７
５

４０
９

５８
４

８．
０７

５５
１

９４
．３

２５
１

２５
９

３
３８

３０
０

０．
５２
５

６．
５
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１年前 ３年以上前２年前初回

（３） 令和３年度検診発見乳がん追跡調査結果
１）確定乳癌８０例

東部地区（２３例）：鳥取市１９例 岩美町１例 智頭町３例
中部地区（１８例）：倉吉市５例 北栄町３例 湯梨浜町４例 琴浦町４例

三朝町２例
西部地区（３９例）：米子市２２例 境港市３例 大山町５例 南部町４例

江府町４例 日吉津村１例
２）年齢構成

３）検診歴
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初回 経年受診 ３年以上前

Ⅲ
Ⅳ

Ⅱ
Ⅰ
Tis

受診歴と病期

手術

手術なし
1

（1％）

不明
1

（1％）

乳房温存術
27

（34％）

乳房切除術
51

（64％）

腋窩郭清

郭清なし
（1％）

手術なし
（1％）

不明
（1％）

SLNB
（75％）

AX
（22％）

その他の治療

内分泌治療 ５８

化学療法 １３

放射線 ２７

抗HER２薬 ７

（重複あり）

４）病期

５）治療

まとめ
１．令和３年度の乳癌確定症例は現時点で８０例であった。前年度の９６例に比較して減少していたが、
例年並みであった。地域ごとの患者数は中部地区発見例の割合がやや増加していた。
２．発見癌患者の平均年齢は６４．８歳で前年度（６３．７歳）とほぼ同様であった。例年６０代の乳癌患者
数が最も多いが、初めて７０代が最も患者数の多い年代となった。２０１９年の国立がんセンター統計
では、罹患率は４５歳から急上昇となるが、７０～７４才の罹患率がピークとなっており、本県のデー
タもそれを裏付けるものかもしれない。
３．検診受診歴に関しても前年度と同様で、経年受診者が多く、経年受診者では早期癌の割合が高
かった。
４．病期に関しては、６５．０％が早期癌症例であり、前年度の６６．７％とほぼ同様であった。４０代の初
回受診者にStageⅣ症例が１例認められた。
５．術式に関しては、乳房部分切除（乳房温存）が３４％であり、近年この比率が続いている。

４６



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式により算定した
推計数）は１８１，４１４人で、受診者数は５３，８８４人、受診率は２９．７％で、前年度比で２．１ポイント増加した。
令和２年度には受診率が２７．６％まで低下して平成２３年度以来の低い値となっていたが、今年度は改善
傾向となった。
このうち、４０歳から６９歳の値（国の地域保健・健康増進事業報告の受診率の算定方法）は、対象者
数６３，８９７人、受診者数２４，６４１人、受診率３８．５％であった。
要精検者数は４，１４３人、要精検率７．７％で、前年度より１．２ポイント減である。精検受診者は３，１６５人、
精検受診率７６．４％で前年度より０．２ポイント減である。精密検査の結果、大腸がんは１４４人で、前年度
比５人の減少となった。大腸がん疑いは１２人であった。がん発見率（がん／受診者数）は０．２７％で前
年度に比べ０．０２ポイント減であった。また、陽性反応適中度（がん／要精検者数）は３．４８％で前年度
に比べ０．２７ポイント増であった。
要精検率は東部７．１％、中部８．０％、西部８．２％、がん発見率は東部０．２６０％、中部０．２２７％、西部

０．２９７％、陽性反応適中度は東部３．６％、中部２．８％、西部３．６％であった。
要精検率は国が示す許容値７％を上回っているが、がん発見率、陽性反応適中度は国の許容値を満
たしており、精度は保たれていると考えられる。

〈検診機関別結果〉
（１） 一次検診

区 分 受診者数（率） 要精検者数
要精検率（％）

計 東部 中部 西部

車検診
（保健事業団・中国労働衛生協会）

１８，３４３
（３４．０％）

１，１２６ ６．１ ５．７ ６．２ ６．６

施設検診
（病院・診療所）

３５，５４１
（６６．０％）

３，０１７ ８．５ ７．８ １０．６ ８．７

計
５３，８８４
（１００％）

４，１４３ ７．７ ７．１ ８．０ ８．２

（２） 精密検査

区 分 精 検
受診者数

精 検
受診率
（％）

がん
がん発見率（％）

計 東部 中部 西部

車 検 診 ８７８ ７８．０ ３８ ０．２０７ ０．２１１ ０．１９２ ０．２１９

施 設 検 診 ２，２８７ ７５．８ １０６ ０．２９８ ０．２８１ ０．２７８ ０．３２２

計 ３，１６５ ７６．４ １４４ ０．２６７ ０．２６０ ０．２２７ ０．２９７
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２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん及びがん疑い１５６例について確定調査を行った結果、確定癌１５３例（地域
検診４３例、施設検診１１０例）、腺腫２例、その他１例であった。そのうち早期がんは９４例、早期癌率は
６１．４％であった。令和２年度に比べ確定癌が８例増加し、早期癌率が１．３ポイント減少している。
調査の結果は、以下のとおりで、例年と同様の傾向であった。

（１） 性及び年齢では男女とも例年通り６５歳以上から癌が多く発見され、７０歳代が一番多かった。令
和２年度は４０歳代から癌が５例発見されたが、令和３年度は３例であった。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」合わせて５３．０％で、肉眼分類では「２」が３０．７％であった。早期癌９４
例の肉眼分類では「Ip」「Isp」合わせて４１．５％であった。

（３） 深達度「m」が４２．５％、「sm」が１９．０％で、早期癌率６１．５％であった。
（４） Dukes分類は「Ａ」が６２．１％、組織型分類は「Wel」が５４．２％、「Mod」が３５．９％であった。
（５） 治療方法は外科手術が２４例（１５．７％）、内視鏡下手術６１例（３９．９％）、内視鏡治療は６５例（４２．５％）
であった。

（６） 逐年検診発見進行癌は２０例（東部８例、中部４例、西部８例）であった。各地区で症例検討を
行っていただき、問題点等について検討していただく。

〈圏域別結果〉
（１） 車検診

区 分 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 が ん 疑 い が ん がん発見率

東 部 ４０６ ５．７ ３１６ ７７．８ ３ １５ ０．２１１

中 部 ３８９ ６．２ ３０３ ７７．９ １ １２ ０．１９２

西 部 ３３１ ６．６ ２５９ ７８．２ １ １１ ０．２１９

計 １，１２６ ６．１ ８７８ ７８．０ ５ ３８ ０．２０７

（２） 施設検診

区 分 要精検者数 要 精 検 率 精検受診者数 精検受診率 が ん 疑 い が ん がん発見率

東 部 １，２４１ ７．８ ９５５ ７７．０ ２ ４５ ０．２８１

中 部 ４５８ １０．６ ３４０ ７４．２ １ １２ ０．２７８

西 部 １，３１８ ８．７ ９９２ ７５．３ ４ ４９ ０．３２２

計 ３，０１７ ８．５ ２，２８７ ７５．８ ７ １０６ ０．２９８
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大腸がん発見率の推移

大腸がん発見率
H28 R1 R3R2H30H29

確定がん率

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８９，１３２ １８１，４１４

受 診 者 数（人） Ｂ ５７，９１７ ５７，３５２ ５６，９９１ ５７，４７６ ５２，１０７ ５３，８８４

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ３０．６ ３０．３ ３０．１ ３０．４ ２７．６ ２９．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５２，５９６ ５２，３２３ ５２，２４５ ５２，３３０ ４７，４５３ ４９，７４１

要 精 検 者 数（人） Ｅ ５，３２１ ５，０２９ ４，７４６ ５，１４６ ４，６５４ ４，１４３

指標：許容値７．０％以下
要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．２０ ８．７７ ８．３３ ８．９５ ８．９３ ７．７０

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ４，１０２ ３，９１１ ３，６９６ ４，００９ ３，５６３ ３，１６５

指標：目標値９０％以上
精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７７．１ ７７．８ ７７．９ ７７．９ ７６．６ ７６．４

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １７７（１４） １７５（７） １７０（１３） １９０（６） １４９（１０） １４４（１２）

指標：許容値０．１３％以上
大腸がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．３１ ０．３１ ０．３０ ０．３３ ０．２９ ０．２７

指標：許容値１．９％以上
陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｅ ３．３ ３．５ ３．６ ３．７ ３．２ ３．５

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １８１ １７１ １７０ １９０ １４９ １５３

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．３１ ０．３０ ０．３０ ０．３３ ０．２９ ０．２８

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、要精検者数を分母として算出。
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上
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（２） 令和３年度大腸がん検診結果
１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数

一 次 検 診
受 診 者 数

受診率
（％）

一次検診結果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ Ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，９７２ ３，５１２ ７３２ １，４９５ ２４．６ ４２．６ ３４．３ ３５ ８９ ６９７ １，４０６ ４．８ ６．０ ５．６

４５～４９歳 ３，２１０ ３，７９９ ８２４ １，６０１ ２５．７ ４２．１ ３４．６ ３７ ７９ ７８７ １，５２２ ４．５ ４．９ ４．８

５０～５４歳 ２，７４３ ３，５８９ ７９４ １，６４６ ２８．９ ４５．９ ３８．５ ４９ ９３ ７４５ １，５５３ ６．２ ５．７ ５．８

５５～５９歳 ２，８９１ ４，２８１ ７９２ １，９６７ ２７．４ ４５．９ ３８．５ ４４ ９３ ７４８ １，８７４ ５．６ ４．７ ５．０

６０～６４歳 ５，１７６ ７，６１５ １，８１６ ３，５０１ ３５．１ ４６．０ ４１．６ １４２ １７４ １，６７４ ３，３２７ ７．８ ５．０ ５．９

６５～６９歳 １０，７４４ １３，４５５ ３，９６３ ５，５１０ ３６．９ ４１．０ ３９．１ ３２５ ２９６ ３，６３８ ５，２１４ ８．２ ５．４ ６．６

７０～７４歳 １４，２５６ １７，５０９ ５，８８４ ７，４８１ ４１．３ ４２．７ ４２．１ ５４８ ５３３ ５，３３６ ６，９４８ ９．３ ７．１ ８．１

７５～７９歳 １１，２１６ １５，０９４ ３，３９４ ４，５１５ ３０．３ ２９．９ ３０．１ ３７８ ３５２ ３，０１６ ４，１６３ １１．１ ７．８ ９．２

８０歳以上 １９，０８５ ４０，２６７ ３，３９６ ４，５７３ １７．８ １１．４ １３．４ ４１７ ４５９ ２，９７９ ４，１１４ １２．３ １０．０ １１．０

計 ７２，２９３ １０９，１２１ ２１，５９５ ３２，２８９ ２９．９ ２９．６ ２９．７ １，９７５ ２，１６８ １９，６２０ ３０，１２１ ９．１ ６．７ ７．７

合 計 １８１，４１４ ５３，８８４ ２９．７ ４，１４３ ４９，７４１ ７．７

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精密検査結果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈｙ／ｂ ｊ＝ｈ／ｄ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ２２ ６１ ６２．９ ６８．５ ６６．９ ６ ２９ １５ ３０ ０ ０ １ ２ ０．１３７０．１３４０．１３５ ２．９ ２．２ ２．４

４５～４９歳 ２５ ５５ ６７．６ ６９．６ ６９．０ ８ ２６ １６ ２８ ０ ０ １ １ ０．１２１０．０６２０．０８２ ２．７ １．３ １．７

５０～５４歳 ３２ ７１ ６５．３ ７６．３ ７２．５ ９ ３４ １８ ３５ １ ０ ４ ２ ０．５０４０．１２２０．２４６ ８．２ ２．２ ４．２

５５～５９歳 ２９ ６７ ６５．９ ７２．０ ７０．１ ４ ３８ ２１ ２８ ０ ０ ４ １ ０．５０５０．０５１０．１８１ ９．１ １．１ ３．７

６０～６４歳 １０３ １４０ ７２．５ ８０．５ ７６．９ １７ ５３ ７９ ７８ ２ １ ５ ８ ０．２７５０．２２９０．２４４ ３．５ ４．６ ４．１

６５～６９歳 ２５３ ２２０ ７７．８ ７４．３ ７６．２ ２４ ７２ ２１４ １３８ ２ ０ １３ １０ ０．３２８０．１８１０．２４３ ４．０ ３．４ ３．７

７０～７４歳 ４２７ ４３２ ７７．９ ８１．１ ７９．５ ６４ １３７ ３３９ ２８０ ０ １ ２４ １４ ０．４０８０．１８７０．２８４ ４．４ ２．６ ３．５

７５～７９歳 ３０２ ２９５ ７９．９ ８３．８ ８１．８ ３５ ９５ ２５２ １７９ １ １ １４ ２０ ０．４１２０．４４３０．４３０ ３．７ ５．７ ４．７

８０歳以上 ２９４ ３３７ ７０．５ ７３．４ ７２．０ ６２ ８８ ２２３ ２３５ ０ ３ ９ １１ ０．２６５０．２４１０．２５１ ２．２ ２．４ ２．３

計 １，４８７１，６７８ ７５．３ ７７．４ ７６．４ ２２９ ５７２ １，１７７１，０３１ ６ ６ ７５ ６９ ０．３４７０．２１４０．２６７ ３．８ ３．２ ３．５

合計 ３，１６５ ７６．４ ８０１ ２，２０８ １２ １４４ ０．２６７ ３．５
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精密検査結果 その他の疾病の内訳

大腸がん疑い
0.4％

大腸がん
4.5％

異常認めず
25.3％

その他の疾病
69.8％

その他　12.3％

ポリープ（腺腫）
66.3％

潰瘍性大腸炎　0.4％
クローン病　0.0％

大腸憩室　11.2％

ポリープ（不明）
3.6％

ポリープ（非腺腫）
6.2％

３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関
一次検診受診者数 一 次 検 診 結 果 要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ６，６４６ １０，７５５ ５０２ ５７３ ６，１４４ １０，１８２ ７．６ ５．３ ６．２

中国労働衛生協会 ３１５ ６２７ １９ ３２ ２９６ ５９５ ６．０ ５．１ ５．４

地 域 検 診 小 計 ６，９６１ １１，３８２ ５２１ ６０５ ６，４４０ １０，７７７ ７．５ ５．３ ６．１

病 院 ４，４９６ ５，８６７ ４６６ ４７６ ４，０３０ ５，３９１ １０．４ ８．１ ９．１

診 療 所 １０，１３８ １５，０４０ ９８８ １，０８７ ９，１５０ １３，９５３ ９．７ ７．２ ８．２

施 設 検 診 小 計 １４，６３４ ２０，９０７ １，４５４ １，５６３ １３，１８０ １９，３４４ ９．９ ７．５ ８．５

計 ２１，５９５ ３２，２８９ １，９７５ ２，１６８ １９，６２０ ３０，１２１ ９．１ ６．７ ７．７

合 計 ５３，８８４ ４，１４３ ４９，７４１ ７．７

ｂ．精密検査結果

年 齢

精密検査
受診者数

精密検査受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率
（％）

陽性反応適中度
（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／b′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ３８２ ４４９ ７６．１ ７８．４ ７７．３ ５４ １６２ ３１４ ２６４ ０ ４ １４ １９ ０．２１１０．１７７０．１９０ ２．８ ３．８ ３．１

中国労働衛生協会 １８ ２９ ９４．７ ９０．６ ９２．２ ５ １２ １１ １３ ０ １ ２ ３ ０．６３５０．４７８０．５３１ １０．５ １５．８ ９．８

地域検診小計 ４００ ４７８ ７６．８ ７９．０ ７８．０ ５９ １７４ ３２５ ２７７ ０ ５ １６ ２２ ０．２３００．１９３０．２０７ ３．１ ３．６ ３．４

病 院 ３２４ ３５０ ６９．５ ７３．５ ７１．５ ５５ １２８ ２５４ ２１７ ２ ０ １３ ５ ０．２８９０．０８５０．１７４ ２．８ １．１ １．９

診 療 所 ７６３ ８５０ ７７．２ ７８．２ ７７．７ １１５ ２７０ ５９８ ５３７ ４ １ ４６ ４２ ０．４５４０．２７９０．３５０ ４．７ ４．３ ４．２

施設検診小計 １，０８７１，２００ ７４．８ ７６．８ ７５．８ １７０ ３９８ ８５２ ７５４ ６ １ ５９ ４７ ０．４０３０．２２５０．２９８ ４．１ ３．０ ３．５

計 １，４８７１，６７８ ７５．３ ７７．４ ７６．４ ２２９ ５７２ １，１７７１，０３１ ６ ６ ７５ ６９ ０．３４７０．２１４０．２６７ ３．８ ３．５ ３．５

合 計 ３，１６５ ７６．４ ８０１ ２２０８ １２ １４４ ０．２６７ ３．５
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）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）
精

検
受
診
者
数
精
検
受
診
率

（
％
）
異

常
認
め
ず
そ
の
他
の

疾
病
が
ん
疑
い
が

ん
有
所
見
者

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｈ

鳥
取
市

５７
，６
３３

３，
６８
０

１３
，７
７１

１７
，４
５１

３０
．３

１８
７

１，
０４
７

１，
２３
４

７．
１

９５
５

７７
．４

２４
１

６５
６

４
５４

７１
４

０．
３０
９

４．
４

米
子
市

４３
，７
９６

０
１１
，１
９６

１１
，１
９６

２５
．６

０
９８
４

９８
４

８．
８

７４
１

７５
．３

１８
２

５２
１

２
３６

５５
９

０．
３２
２

３．
７

倉
吉
市

１６
，１
６３

６２
８

２，
６７
４

３，
３０
２

２０
．４

３９
２８
８

３２
７

９．
９

２７
２

８３
．２

８４
１７
５

１
１２

１８
８

０．
３６
３

３．
７

境
港
市

１０
，７
９６

７４
２

２，
４２
４

３，
１６
６

２９
．３

４１
１９
２

２３
３

７．
４

１９
９

８５
．４

４７
１３
９

０
１３

１５
２

０．
４１
１

５．
６

岩
美
町

４，
２４
５

１，
０７
９

５２
６

１，
６０
５

３７
．８

７１
４６

１１
７

７．
３

９５
８１
．２

１６
７６

１
２

７９
０．
１２
５

１．
７

八
頭
町

５，
６７
４

１，
８２
８

７５
９

２，
５８
７

４５
．６

１１
４

７２
１８
６

７．
２

１４
０

７５
．３

１７
１１
９

０
４

１２
３

０．
１５
５

２．
２

若
桜
町

１，
３３
６

１２
９

４０
８

５３
７

４０
．２

６
３３

３９
７．
３

２４
６１
．５

６
１８

０
０

１８
０．
００
０

０．
０

智
頭
町

２，
７２
３

３７
８

５３
９

９１
７

３３
．７

２８
４３

７１
７．
７

５７
８０
．３

１８
３９

０
０

３９
０．
００
０

０．
０

湯
梨
浜
町

５，
３１
９

１，
１２
８

８２
３

１，
９５
１

３６
．７

６４
７５

１３
９

７．
１

９１
６５
．５

２７
６１

１
２

６４
０．
１０
３

１．
４

三
朝
町

２，
３３
６

５９
０

２２
３

８１
３

３４
．８

５０
３７

８７
１０
．７

６１
７０
．１

１９
４０

０
２

４２
０．
２４
６

２．
３

北
栄
町

５，
２５
０

２，
４５
８

２７
４

２，
７３
２

５２
．０

１５
５

２８
１８
３

６．
７

１３
５

７３
．８

４１
８９

０
５

９４
０．
１８
３

２．
７

琴
浦
町

６，
２４
３

１，
４３
２

３２
８

１，
７６
０

２８
．２

８１
３０

１１
１

６．
３

８４
７５
．７

１１
７０

０
３

７３
０．
１７
０

２．
７

南
部
町

３，
７２
２

２９
３

１，
１６
３

１，
４５
６

３９
．１

２１
９７

１１
８

８．
１

９０
７６
．３

２３
６２

３
２

６７
０．
１３
７

１．
７

伯
耆
町

４，
０９
１

１，
０７
２

１６
５

１，
２３
７

３０
．２

６９
２３

９２
７．
４

５５
５９
．８

１９
３５

０
１

３６
０．
０８
１

１．
１

日
吉
津
村

９８
１

２６
７

２２
６

４９
３

５０
．３

１７
２０

３７
７．
５

２１
５６
．８

４
１６

０
１

１７
０．
２０
３

２．
７

大
山
町

６，
３４
２

１，
３３
２

０
１，
３３
２

２１
．０

９３
０

９３
７．
０

６８
７３
．１

１７
４８

０
３

５１
０．
２２
５

３．
２

日
南
町

２，
１９
８

４７
９

４２
５２
１

２３
．７

４０
２

４２
８．
１

３３
７８
．６

１４
１８

０
１

１９
０．
１９
２

２．
４

日
野
町

１，
３４
０

２６
６

０
２６
６

１９
．９

１８
０

１８
６．
８

１５
８３
．３

４
１０

０
１

１１
０．
３７
６

５．
６

江
府
町

１，
２２
６

５６
２

０
５６
２

４５
．８

３２
０

３２
５．
７

２９
９０
．６

１１
１６

０
２

１８
０．
３５
６

６．
３

合
計
１８
１，
４１
４
１８
，３
４３

３５
，５
４１

５３
，８
８４

２９
．７

１，
１２
６

３，
０１
７

４，
１４
３

７．
７

３，
１６
５

７６
．４

８０
１

２，
２０
８

１２
１４
４

２，
３６
４

０．
２６
７

３．
５

東
部

７１
，６
１１

７，
０９
４

１６
，０
０３

２３
，０
９７

３２
．３

４０
６

１，
２４
１

１，
６４
７

７．
１

１，
２７
１

７７
．２

２９
８

９０
８

５
６０

９７
３

０．
２６
０

３．
６

中
部

３５
，３
１１

６，
２３
６

４，
３２
２

１０
，５
５８

２９
．９

３８
９

４５
８

８４
７

８．
０

６４
３

７５
．９

１８
２

４３
５

２
２４

４６
１

０．
２２
７

２．
８

西
部

７４
，４
９２

５，
０１
３

１５
，２
１６

２０
，２
２９

２７
．２

３３
１

１，
３１
８

１，
６４
９

８．
２

１，
２５
１

７５
．９

３２
１

８６
５

５
６０

９３
０

０．
２９
７

３．
６

５２



（３） 令和３年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果
表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １８ １３ １２ ４３ ４７ １３ ５３ １１３ ６５ ２６ ６５ １５６

確 定 癌 １８ １３ １２ ４３ ４７ １３ ５０ １１０ ６５ ２６ ６２ １５３

腺 腫 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ０ ０ ２ ２

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ ０ ０ ３ ２ ２ ４ ２ ２ １５

女 １ １ ３ ０ ４ ５ ５ ３ ６ ２８

計 １ １ ３ ３ ６ ７ ９ ５ ８ ４３

施

設

男 １ １ ４ １ ４ １２ １９ １４ ７ ６３

女 １ ０ ０ １ ５ ５ １０ １７ ８ ４７

計 ２ １ ４ ２ ９ １７ ２９ ３１ １５ １１０

計
男 １ １ ４ ４ ６ １４ ２３ １６ ９ ７８

女 ２ １ ３ １ ９ １０ １５ ２０ １４ ７５

総 計 ３ ２ ７ ５ １５ ２４ ３８ ３６ ２３ １５３

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ９ ５ ３ １７ １２ ６ １１ ２９ ４６（３０．１）

Ｓ ５ １ ４ １０ １３ ４ ８ ２５ ３５（２２．９）

Ｄ ０ ０ １ １ ５ ０ ３ ８ ９（ ５．９）

Ｔ ０ ４ ０ ４ ４ ２ ６ １２ １６（１０．５）

Ａ ３ １ ２ ６ １０ １ １９ ３０ ３６（２３．５）

Ｃ １ １ ２ ４ ３ ０ ３ ６ １０（ ６．５）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

不明 ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ １（ ０．７）

計 １８ １３ １２ ４３ ４７ １３ ５０ １１０ １５３

５３



表４ 大きさ

大きさ
（㎜）

地 域 施 設
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ４ ４ ３ １１ １６ ４ ９ ２９ ４０（２６．１）

１１～２０ ４ ３ ４ １１ １５ ２ ９ ２６ ３７（２４．２）

２１～５０ ６ ６ １ １３ １１ ５ ２６ ４２ ５５（３５．９）

５１～ ２ ０ １ ３ ５ ０ ４ ９ １２（ ７．８）

不明 ２ ０ ３ ５ ０ ２ ２ ４ ９（ ６．０）

計 １８ １３ １２ ４３ ４７ １３ ５０ １１０ １５３

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ２７ ６７ ９４（６１．４）

１ １ ３ ４（ ２．６）

２ １４ ３３ ４７（３０．７）

３ ０ ５ ５（ ３．３）

４ ０ ０ ０

５ ０ ２ ２（ １．３）

不明 １ ０ １（ ０．７）

計 ４３ １１０ １５３

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

Ⅰp ６ ８ １４（１４．９）

Ⅰsp ７ １８ ２５（２６．６）

Ⅰs ２ １２ １４（１４．９）

Ⅱa ５ １２ １７（１８．１）

Ⅱa＋Ⅱc ４ １４ １８（１９．１）

Ⅱb ０ ０ ０

Ⅱc ０ ２ ２（ ２．１）

Ⅲ ０ ０ ０

その他 ０ ０ ０

不明 ３ １ ４（ ４．３）

計 ２７ ６７ ９４

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

m ８ ７ ５ ２２ ５ １８ ６５（４２．５）

sm ４ １ ２ １２ １ ９ ２９（１９．０）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

小計 １２ ８ ７ ３４ ６ ２７ ９４（６１．４）

mp ３ ３ １ ５ １ ６ １９（１２．４）

ss ２ １ ２ ６ ４ ８ ２３（１５．０）

se ０ １ １ ０ ２ ８ １２（ ７．８）

si ０ ０ ０ ２ ０ ０ ２（ １．３）

不明 １ ０ １ ０ ０ １ ３（ ２．０）

計 １８ １３ １２ ４７ １３ ５０ １５３

５４



表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １２ ７ ８ ３２ ５ ３１ ９５（６２．１）

Ｂ １ ２ ２ ５ ０ ６ １６（１０．５）

Ｃ ２ １ ０ ５ ４ １１ ２３（１５．０）

Ｄ １ ０ １ １ １ １ ５（ ３．３）

不明 ２ ３ １ ４ ３ １ １４（ ９．２）

計 １８ １３ １２ ４７ １３ ５０ １５３

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel １１ ７ ５ ３０ ５ ２５ ８３（５４．２）

Mod ６ ５ ５ １４ ７ １８ ５５（３５．９）

Por ０ １ ０ ０ ０ ０ １（ ０．７）

Muc ０ ０ １ ０ ０ ０ １（ ０．７）

その他 １ ０ ０ ３ ０ １ ５（ ３．３）

不明 ０ ０ １ ０ １ ６ ８（ ５．２）

計 １８ １３ １２ ４７ １３ ５０ １５３

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 １ １ ２ ９ ４ ７ ２４（１５．７）

内視鏡下手術 ８ ５ ５ １５ ３ ２５ ６１（３９．９）

内視鏡治療 ９ ７ ４ ２２ ５ １８ ６５（４２．５）

その他不明 ０ ０ １ １ １ ０ ３（ ２．０）

計 １８ １３ １２ ４７ １３ ５０ １５３

５５



年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施
・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）
・原則、基本健診と同時実施。単独も可
・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可
・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）
・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）
・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に
・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一
・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫）
・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

・Ｈ２３年より節目検診（４０歳以上の５歳刻み）に個別受診勧奨

区 分 対 象 者 受 診 者 受 診 率
定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん

Ｂ型肝炎 ２，５１０人 ８９２人 ３５．５％
１３８人

（１５．５％）
１０人

（１．１％）
８人

（０．９％）

Ｃ型肝炎 ７９７人 ３２３人 ４０．５％
４６人

（１４．２％）
７人

（２．２％）
６人

（１．９％）
※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）令和３年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
令和３年度は１９市町村で実施し、対象者は２０５，１７６人（前年度２０５，０９６人）のうち受検者数は

４，４５８人（前年度４，３９９人）で、受検率は２．２％（前年度２．１％）であった。要精検者数はHBs抗原
陽性者５７人１．３％（前年度１．４％）、HCV抗体陽性者１２人０．３％（前年度０．３％）であった。要精検
者のうち精密検査受診者は３９人５７．４％（前年度６７．６％）と前年より１０．２％減少した。精検受診者
３９人中肝臓がんは０人であった（がん発見率０％）。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の
肝臓がん対策事業）
平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１９市
町村で実施された。結果は以下のとおりである。
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図１．定期検査発見がん患者と健診発見がん患者
の生存率

図２．発見時期別の生存率（１期：１９９５年～２００４
年、２期：２００５年～２０１４年、３期：２０１５年
～２０２２年）

３）平成７年度から令和３年度の２７年間を集計すると、受診者総数は１７９，６５８人、HBs抗原陽性者
３，７５０人 陽性率２．０９％、HCV抗体陽性者３，７６６人 陽性率２．１０％であった。年齢別陽性率はＢ
型で５０-５４歳をピークに山型を示し、Ｃ型は高齢になるほど陽性率が高かった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
（１） 令和３年度肝炎ウイルス検査からは肝臓がんは発見されなかった。また、肝臓がん検診によ
り発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の結果、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓がん
が４名、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者から肝臓がんが４名であった。

（２） 平成７年から開始した肝臓がん検診によって発見された肝臓がんは令和元年度までで３１人で
現在生存中の患者は４人であった。平成１０年から開始した定期検査によって発見された肝臓がん
は精査中も含めて令和３年度までで２０２人で現在生存中の患者は５５人である。
定期検査発見癌患者は検診発見癌患者に比べて生存率が有意に良好であった（図１）。しかし、
その５年生存率は５０％と未だ低値である。一方検診発見癌患者の５年生存率は２４％と極めて悪い。
年代別の生存率を比較すると時代を経るごとに改善していた（図２）。１期（１９９５年から２００４年）
に比べて２期（２００５年から２０１４年）、３期（２０１５年から現在）は有意に良好であり、３期は２期
に比べて統計学的には有意ではなかったが、さらに改善していた。
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（１） 肝炎ウィルス検査受診者数等の推移
（１） 一次検診
年 度 受 検 者 数 HBs陽性者 HBs陽性率 HCV陽性者 HCV陽性率
Ｒ１ ４，８７２ ４６ ０．９ ６ ０．１
Ｒ２ ４，３９９ ６０ １．４ １１ ０．３
Ｒ３ ４，４５８ ５７ １．３ １２ ０．３

※各陽性者数にはＢ型、Ｃ型ともに陽性である者が含まれるため、各陽性者数の合計は下段の要精検者数に一致しない。

（２） 精密検査
年 度 要精検者数 精検受診者数 精検受診率 が ん がん発見率
Ｒ１ ５２ ３０ ５７．７ ０ ０．００
Ｒ２ ７１ ４８ ６７．６ ０ ０．００
Ｒ３ ６８ ３９ ５７．４ ０ ０．００

※がん発見率は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

（３） 年齢階級別受診状況

区 分 令和２年度 平成７～令和２年度
受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率 受 診 者 数 HBs陽性率 HCV陽性率

４０～４４歳 ８７１ ０．５ ０．０ １９，９３９ １．６５ ０．４７
４５～４９歳 ３８１ ０．５ ０．３ １３，６９５ ２．６４ １．０８
５０～５４歳 ３５９ ０．８ ０．６ １５，０５５ ２．８７ １．３３
５５～５９歳 ３２２ １．２ ０．０ １８，４１９ ２．５３ １．８１
６０～６４歳 ６６２ １．７ ０．５ ３１，３５０ ２．１９ ２．２３
６５～６９歳 ８２９ １．２ ０．２ ３３，８８４ ２．０７ ２．４７
７０～７４歳 ７４７ ２．４ ０．４ ２７，９５１ １．７７ ２．８７
７５～７９歳 １５５ １．９ ０．６ １０，９１３ １．４９ ３．５０
８０歳以上 １３２ １．５ ０．０ ８，４５２ １．３６ ３．２３
計 ４，４５８ １．３ ０．３ １７９，６５８ ２．０９ ２．１０

（２） 令和３年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査
１）一次検診結果（年齢階級別）

年齢階級

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ＝（ｂ＋ｄ）／ａ ｆ＝（ｃ＋ｄ）／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ３０６ ５６５ ３０５ ５６２ １ ３ ０ ０ ０ ０ ０．３ ０．５ ０．５ ０．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １６７ ２１４ １６４ ２１４ ２ ０ １ ０ ０ ０ １．２ ０．０ ０．５ ０．６ ０．０ ０．３

５０～５４歳 １６２ １９７ １６１ １９３ ０ ３ １ １ ０ ０ ０．０ １．５ ０．８ ０．６ ０．５ ０．６

５５～５９歳 １２７ １９５ １２７ １９１ ０ ４ ０ ０ ０ ０ ０．０ ２．１ １．２ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 ２８８ ３７４ ２８２ ３６６ ４ ７ ２ １ ０ ０ １．４ １．９ １．７ ０．７ ０．３ ０．５

６５～６９歳 ４５６ ３７３ ４４６ ３７２ ８ １ １ ０ １ ０ ２．０ ０．３ １．２ ０．４ ０．０ ０．２

７０～７４歳 ３９６ ３５１ ３８４ ３４２ １１ ７ １ ２ ０ ０ ２．８ ２．０ ２．４ ０．３ ０．６ ０．４

７５～７９歳 ８０ ７５ ７７ ７４ ３ ０ ０ １ ０ ０ ３．８ ０．０ １．９ ０．０ １．３ ０．６

８０歳以上 ６２ ７０ ６２ ６８ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０．０ ２．９ １．５ ０．０ ０．０ ０．０

計 ２，０４４ ２，４１４ ２，００８ ２，３８２ ２９ ２７ ６ ５ １ ０ １．５ １．１ １．３ ０．３ ０．２ ０．３

合 計 ４，４５８ ４，３９０ ５６ １１ １ １．３ ０．３
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０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
２

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

計

Ｂ
型
陽
性

１３
２０

９
１８

２
０

０
２

１
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

４
２

０
１

０
０

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１７
２２

９
１９

２
０

２
３

１
０

０
０

０
０

０
０

３
０

０
０

０
．０
００

０
．０
００

合
計

Ｂ
型
陽
性

３３
２７

２
２

１
０

０
０

１
０

Ｃ
型
陽
性

６
１

０
３

０
０

０
０

２
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３９
２８

２
５

１
０

０
０

３
０

０
．０
００

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上

５９



３）検診機関別
ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率
（％）

HCV抗体陽性率
（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性
HCV抗体
のみ陽性

HBs・HCV
ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

直 営 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

保 健 事 業 団 ５０９ ７３５ ５０５ ７２８ ４ ６ ０ １ ０ ０ ０．８ ０．８ ０．８ ０．０ ０．１ ０．１

中国労働衛生協会 ３９ ５７ ３７ ５６ ２ １ ０ ０ ０ ０ ５．１ １．８ ３．１ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ４９９ ４８２ ４８８ ４７５ ８ ５ ３ ２ ０ ０ １．６ １．０ １．３ ０．６ ０．４ ０．５

診 療 所 ９９７１，１４０ ９７８１，１２３ １５ １５ ３ ２ １ ０ １．６ １．３ １．５ ０．４ ０．２ ０．３

計 ２，０４４２，４１４２，００８２，３８２ ２９ ２７ ６ ５ １ ０ １．５ １．１ １．３ ０．３ ０．２ ０．３

合 計 ４，４５８ ４，３９０ ５６ １１ １ １．３ ０．３

６０



精
密
検
査
結
果
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
） 無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

71
.8％

脂
肪
肝
　
5.1
％

慢
性
肝
炎
　
12
.8％

肝
硬
変
　
2.6
％

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
　
0.0
％

肝
臓
が
ん
疑
い
　
0.0
％

肝
臓
が
ん
　
0.0
％

そ
の
他
　
0.0
％

そ
の
他
の
疾
病
　
7.7
％

ｂ
．
精
密
検
査
結
果

一
次

検
診
機
関

区
分

精
密
検
査

受
診

者

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見

率
（
％
）

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

g′
h′
＝
g′

／a
′

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

直
営

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

保
健
事
業
団

Ｂ
型
陽
性

３
６

２
６

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
６

２
６

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

中
国
労
働

衛
生
協
会

Ｂ
型
陽
性

１
１

０
０

０
０

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
１

０
０

０
０

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

病
院

Ｂ
型
陽
性

０
３

０
２

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
１

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
４

０
２

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

診
療
所

Ｂ
型
陽
性

９
１０

７
１０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
１

０
１

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１１
１１

７
１１

１
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

計

Ｂ
型
陽
性

１３
２０

９
１８

２
０

０
２

１
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

４
２

０
１

０
０

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１７
２２

９
１９

２
０

２
３

１
０

０
０

０
０

０
０

３
０

０
０

０．
００
０

０．
００
０

合
計

Ｂ
型
陽
性

３３
２７

２
２

１
０

０
０

１
０

Ｃ
型
陽
性

６
１

０
３

０
０

０
０

２
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３９
２８

２
５

１
０

０
０

３
０

０．
００
０

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上

６１



４
）
令
和
３
年
度
健
康
増
進
事
業
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
受
診
状
況
（
最
終
報
告
）

実
施
市
町
村
数
＝
１９

市
町

村
名

対
象
者
数

受
診

者
数

陽
性

者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

が
ん

発
見
率

（
％
）

車
検
診

施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

H
B
s抗
原

の
み
陽
性

HC
V抗
体

の
み
陽
性

HB
s抗
原

HC
V抗
体

と
も
に
陽
性

H
B
s抗
原

陽
性
率

（
％
）

HC
V抗
体

陽
性
率

（
％
）

精
検

受
診
者
数
精

検
受
診
率

（
％
）

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

そ
の
他

の
疾
病

が
ん
疑
い

が
ん

有
所
見
者

A
B

C
D
＝
B
＋
C

E
＝
D
／A

F
G

H
I＝（
F＋
H）

／D
J＝（
G＋
H）

／D
K

L＝
k／（
F＋
G＋
Ｈ）

M
N

O
P

Q＝
N＋
O＋
P
R＝
P／
D

鳥
取
市

６３
，３
７３

４２
９

８８
１

１
，３
１０

２
．１

１０
３

０
０
．８

０
．２

９
６９
．２

６
３

０
０

３
０
．０
００

米
子
市

６４
，２
４９

０
１
，０
４６

１
，０
４６

１
．６

１２
０

０
１
．１

０
．０

８
６６
．７

７
１

０
０

１
０
．０
００

倉
吉
市

１６
，５
４１

４７
２９
７

３４
４

２
．１

６
１

０
１
．７

０
．３

５
７１
．４

４
１

０
０

１
０
．０
００

境
港
市

１１
，２
０６

７１
１９
８

２６
９

２
．４

３
０

０
１
．１

０
．０

２
６６
．７

２
０

０
０

０
０
．０
００

岩
美
町

４
，３
９６

５３
０

５３
１
．２

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

八
頭
町

４
，８
４５

１３
４

０
１３
４

２
．８

３
１

０
２
．２

０
．７

２
５０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

若
桜
町

１
，４
４０

３
１１

１４
１
．０

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

智
頭
町

２
，９
５７

３８
２９

６７
２
．３

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

湯
梨
浜
町

９
，２
９３

２９
１６
６

１９
５

２
．１

８
０

０
４
．１

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

三
朝
町

４
，１
４１

５２
７８

１３
０

３
．１

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

３
，８
７４

３６
１０
３

１３
９

３
．６

１
２

０
０
．７

１
．４

２
６６
．７

１
１

０
０

１
０
．０
００

琴
浦
町

４
，４
９０

５７
１１
１

１６
８

３
．７

１
３

０
０
．６

１
．８

２
５０
．０

０
２

０
０

２
０
．０
００

南
部
町

３
，７
２２

４９
１３
３

１８
２

４
．９

３
１

１
２
．２

１
．１

２
４０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

８４
０

１４
４

０
１４
４

１７
．１

３
０

０
２
．１

０
．０

３
１０
０
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

９１
４

０
０

―
０
．０

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

４
，６
１２

１０
１

０
１０
１

２
．２

２
０

０
２
．０

０
．０

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

日
南
町

１
，２
８２

１５
４２

５７
４
．４

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
野
町

１
，５
８９

５１
２３

７４
４
．７

１
０

０
１
．４

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，４
１２

３１
０

３１
２
．２

３
０

０
９
．７

０
．０

２
６６
．７

０
２

０
０

２
０
．０
００

合
計

２０
５
，１
７６

１
，３
４０

３
，１
１８

４
，４
５８

２
．２

５６
１１

１
１
．３

０
．３

３９
５７
．４

２８
１１

０
０

１１
０
．０
００

東
部

７７
，０
１１

６５
７

９２
１

１
，５
７８

２
．０

１３
４

０
０
．８

０
．３

１１
６４
．７

８
３

０
０

３
０
．０
００

中
部

３８
，３
３９

２２
１

７５
５

９７
６

２
．５

１６
６

０
１
．６

０
．６

９
４０
．９

５
４

０
０

４
０
．０
００

西
部

８９
，８
２６

４６
２

１
，４
４２

１
，９
０４

２
．１

２７
１

１
１
．５

０
．１

１９
６５
．５

１５
４

０
０

４
０
．０
００

※
が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上
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（
３）

平
成
７
～
令
和
３
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
令
和
３
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
令
和
４
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

８
９

３
０

３
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９
歳

３４
３５

１１
４

７
４

２
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４
歳

２３
３７

３
１０

０
７

０
０

２
２

０
１

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

５５
～
５９
歳

４６
７３

１０
２６

７
２０

１
０

２
５

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

６０
～
６４
歳

９２
１２
６

３７
４９

２８
３９

１
２

７
８

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

６５
～
６９
歳

１２
０

２１
４

４３
９０

３３
７２

３
２

３
１５

２
０

０
０

０
０

１
０

１
１

０
０

７０
～
７４
歳

２０
３

３１
３

９３
１３
７

７０
１０
４

３
３

１７
２５

２
１

０
０

０
０

１
１

０
２

０
１

７５
～
７９
歳

２１
４

２８
９

６８
１０
２

５１
８６

１
１

１４
９

１
２

０
０

０
０

０
０

０
４

１
０

８０
歳
以
上

２１
６

４５
８

７３
１３
３

５２
１０
８

３
５

１２
１５

０
０

０
０

１
０

３
２

２
２

０
１

計
９５
６

１，
５５
４

３４
１

５５
１

２５
１

４４
０

１４
１３

５９
７９

６
４

０
１

１
０

５
３

４
９

１
２

合
計

（
比
率（
％
））

２，
５１
０

８９
２

（
１０
０）

６９
１

（
７７
．５
）

２７
（
２．
７）

１３
８

（
１４
．１
）

１０
（
１．
１）

１
（
０．
１）

１
（
０．
１）

８
（
０．
９）

１３
（
１．
５）

３
（
０．
３）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

２
）
令
和
３
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
定
期
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
令
和
３
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
員
）

受
診
者

数
（
令
和
４
年
１０
月

３１
日
現
在
の
実

人
員
）

定
期

検
査

結
果

健
康
指
導
対
象
者

診
断

名
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
抗

ウ
イ
ル
ス
療
法
後

ウ
イ
ル
ス
消
失
例

そ
の
他

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

４５
～
４９
歳

５
２

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

５０
～
５４
歳

７
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５５
～
５９
歳

９
４

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

６０
～
６４
歳

１６
１９

５
６

１
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

３
５

０
０

６５
～
６９
歳

３２
２４

１１
１３

３
１

０
０

１
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
３

６
８

０
０

７０
～
７４
歳

４４
６７

１５
３２

２
６

１
１

１
５

１
１

０
０

０
０

１
１

１
２

８
１６

０
０

７５
～
７９
歳

３９
８４

１６
３９

４
１１

２
０

１
５

０
０

０
０

０
０

０
０

２
２

７
２１

０
０

８０
歳
以
上

１０
４

３３
７

５５
１２
７

２４
２９

２
０

４
２７

２
２

０
０

０
１

２
２

１
２

２０
６３

０
１

計
２５
６

５４
１

１０
４

２１
９

３４
４７

５
１

７
３９

４
３

０
０

０
１

３
３

５
９

４６
１１
５

０
１

合
計

（
比
率（
％
））

７９
７

３２
３

（
１０
０）

８１
（
２５
．１
）

６
（
１．
９）

４６
（
１４
．２
）

７
（
２．
２）

０
（
０．
０）

１
（
０．
３）

６
（
１．
９）

１４
（
４．
３）

１６
１

（
４９
．８
）

１
（
０．
３）

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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（５）肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について
（１） 令和３年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査による発見がんまたはがん疑い
※発見がんなし

（４） 平成７～令和３年度肝臓がん検診結果（最終報告）

年齢階級

一次検診
受診者数

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数 陽性率（％） 陽性者数 陽性率（％）
Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ＝Ｄ／Ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ６，７１３ １３，２２６ １３４ １９４ ２．００ １．４７ １．６５ ４２ ５１ ０．６３ ０．３９ ０．４７

４５～４９歳 ４，５０４ ９，１９１ １３４ ２２７ ２．９８ ２．４７ ２．６４ ４５ １０３ １．００ １．１２ １．０８

５０～５４歳 ４，６０１ １０，４５４ １４９ ２８３ ３．２４ ２．７１ ２．８７ ４２ １５８ ０．９１ １．５１ １．３３

５５～５９歳 ５，７０２ １２，７１７ １５０ ３１６ ２．６３ ２．４８ ２．５３ ８２ ２５１ １．４４ １．９７ １．８１

６０～６４歳 １２，２２７ １９，１２３ ３２４ ３６３ ２．６５ １．９０ ２．１９ ２２１ ４７９ １．８１ ２．５０ ２．２３

６５～６９歳 １４，８５２ １９，０３２ ３４１ ３６１ ２．３０ １．９０ ２．０７ ３１１ ５２５ ０．００ ２．７６ ２．４７

７０～７４歳 １２，０３５ １５，９１６ ２３２ ２６４ １．９３ １．６６ １．７７ ３２１ ４８０ ２．６７ ３．０２ ２．８７

７５～７９歳 ４，３８１ ６，５３２ ７６ ８７ １．７３ １．３３ １．４９ １５１ ２３１ ３．４５ ３．５４ ３．５０

８０歳以上 ３，１７０ ５，２８２ ３４ ８１ １．０７ １．５３ １．３６ １１６ １５７ ３．６６ ２．９７ ３．２３

計 ６８，１８５ １１１，４７３ １，５７４ ２，１７６ ２．３１ １．９５ ２．０９ １，３３１ ２，４３５ １．９５ ２．１８ ２．１０

合 計 １７９，６５８ ３，７５０ ２．０９ ３，７６６ ２．１０
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（
２）

令
和
３
年
度
定
期
検
査
に
よ
る
発
見
が
ん
ま
た
は
が
ん
疑
い

№
年
齢
性
市
町
村

診
断

初
回
治
療

治
療
日

病
巣
数

部
位

大
き
さ

型
肝
硬
変
ウ
イ
ル
ス

A
FP

PI
V
K
A

備
考

１
８２

女
米
子
市

定
期
検
査
報
告
書
に
記
載
ミ
ス
あ
り
。

腹
部
エ
コ
ー
上
、
肝
細
胞
癌
の
所
見
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
。

２
８９

男
米
子
市
肝
臓
が
ん

肝
切
除

２０
２１
．１
１．
１９

単
発

S５
３．
３

腫
瘤

無
Ｂ

３．
６

６６
生
存
２０
２１
年
９
月
８
日
の
M
RI
で
肝
細
胞
癌
の

所
見
を
認
め
た
た
め
、
精
査
加
療
目
的
に

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
紹
介

３
７４

男
北
栄
町
肝
臓
が
ん

RF
A

２０
２１
．１
１．
１８

単
発

S５
８．
１× ６
．２
腫
瘤

有
Ｂ

２０
．０

９４
．０
７

生
存
２０
２１
年
１１
月
１８
日
S５
：８
㎜
大
HC
Cに
RF
A

２０
２２
年
８
月
１８
日
S７
：１
８㎜
大
HC
Cに
RF
A

４
８１

男
伯
耆
町
肝
臓
が
ん

（
治
療
後
）

肝
臓
が
ん
治
療
後
の
た
め
、
調
査
票
に
記

入
な
し

５
８９

男
伯
耆
町
肝
臓
が
ん

T
A
E

RF
A

２
個

S３ S８
４０
×
４６

２８
×
３８
腫
瘤

無
Ｂ

２．
２

１４
４７

死
亡
鳥
大
第
２
内
科
に
て
２
個
の
H
CC
に
対

し
て
、
T
A
E、
RF
A
に
よ
る
治
療
が
反

復
実
施
さ
れ
て
い
た
。
終
末
期
は
腹
腔
内

リ
ン
パ
節
及
び
生
身
骨
に
多
発
転
移
。

６
６７

男
江
府
町
肝
臓
が
ん

肝
切
除

２０
１７
．１
．２
２

単
発

S８
３０
×
３０
腫
瘤

有
Ｂ

２．
４

２０
８

生
存
２０
１６

／１
１初
発
st
ag
eⅡ

２０
１７

／１
／２
２他

院
で
肝
前
区
域
切
除
術
施
行

無
再
発
で

経
過
良
好

７
８１

男
米
子
市
肝
臓
が
ん

肝
切
除

２０
１８
．８
．２
９

単
発

S２
３９
．７
×

１６
．１
浸
潤

無
Ｃ

１６
．０

１４
９

生
存

平
成
３０
年
７
月
１１
日
に
定
期
検
査
で
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
が
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
ふ
じ

せ
ク
リ
ニ
ッ
ク
よ
り
紹
介
受
診
。
平
成
３０

年
８
月
２９
日

S２
に
対
し
て
肝
外
側
区

域
切
除
、
S５

／６
に
対
し
て
生
検
＋
RF
A
を

実
施
し
た
。（
S５

／６
は
悪
性
所
見
な
し
）

８
７２

男
米
子
市
肝
臓
が
ん

肝
切
除

２０
２２
．３
．１
１

単
発

S８
４０
×
３０
腫
瘤

有
Ｃ

４．
０

３５
生
存

Ｃ
型
肝
炎
治
療
後
、
経
過
観
察
中
に
定
期

検
査
で
、
S ８
に
H
CC
が
出
現
。
鳥
大
に
て

令
和
４
年
３
月
１１
日
に
S８
亜
区
域
切
除

術
を
施
行
し
、
以
後
再
発
な
く
現
在
に
至

る
。現
在
、山
陰
労
災
病
院
で
フ
ォ
ロ
ー
中

９
８０

女
若
桜
町
肝
臓
が
ん

RF
A

単
発

S５
１４

腫
瘤

無
Ｃ

３．
０

５７
生
存
２０
２２
．１
０．
１９

CT
に
H
CC
再
発
な
し
。

１
年
１
回
は
CT
フ
ォ
ロ
ー

次
回
２０
２３
．

１．
１１
再
診
予
定
。

１０
８１

女
若
桜
町
肝
臓
が
ん

肝
切
除

２０
２２
．６
．１

単
発

S４
２．
５

腫
瘤

有
Ｃ

７．
０

２２
８

生
存

RF
A
２０
１４
．９
．８

RF
A
２０
１７
．９
．４

T
A
CE
２０
２０
．１
２．
１０

２０
２２
．６
．１
当
院
外
科
に
て（
S４
）肝
部
分

切
除
施
行
。
同
年
７
月
１
日
外
科
終
診
。

内
科
に
て
定
期
フ
ォ
ロ
ー
。
２０
２２
．１
１．
９

CT
に
明
ら
か
な
H
CC
再
発
な
し
。
腹
水

少
量
あ
り
。門
脈
血
栓
縮
小
。糖
尿
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
良
好
。
肝
機
能
著
変
な
し
。
腫
瘍

マ
ー
カ
ー
正
常
。
次
回
２０
２３
．２
．１
予
定
。

１１
８４

女
八
頭
町

鳥
取
市
立
病
院
受
診
歴
無

６５



（３） 平成１０年度～令和２年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２３調査

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ 再発、６年１１か月後死亡
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １２年１１か月後他病死
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ０１．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ２８３９６ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ５ ３年８か月後再発、２０２１／

１０県外へ転出
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ３ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ ８ 無再発生存中 再発なく経過（２０２１．１０．１）
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ７１９ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２０７４ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ８３ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ ５３８ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ ５ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ４ １年３か月後他病死
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ ６２１５ 再発、１０年８か月後死亡
３３ ７６ 男 切除 ０４．３．１０ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ ２２ 再発、３年５か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５９ 再発、９年８か月後死亡
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ ２９ 再発、６年８か月後死亡
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ １５ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 未治療 ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ NT ２か月後死亡
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ NT ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ ２３９ 再発、４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ６ 再発、６年４か月後死亡
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ ８ 無再発生存中 生存、再発なし
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ １４４７ 再発、７年３か月後死亡
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ８０ 再発、１年３か月後死亡
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３ 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５ 再発、８年２か月後死亡
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ／Ｃ ４４ 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ １０５５ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE ０４．６ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５５ ５か月後死亡
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡

４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ２
４年３か月後再発Ｈ２８．３．３
S３部分切除 再発なし、
生存

他病死（２０２２．７月）

５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ ２８ 再発、３年３か月後死亡
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ ２７０ ４年１０か月後死亡
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ １７０ 再発、３年１０か月後死亡
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ３ ５年５か月後死亡
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １１ ４年２か月後死亡
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２２ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２１０ ４年１か月後他病死
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２０ ２年１１か月後再発

Ｈ２８．９．２６死亡
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 Ｂ／Ｃ ３５ 再発、７年７か月後死亡
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ４ ６年３か月後再発 生存不

明
６１ ６８ 男 肝癌否定 （単発 S６ １３×１３） 無 Ｂ ２ 生存不明
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １４７ 再発、３年６か月後死亡
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５４ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 T／R ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ １５８ 再発、６年４か月後死亡
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ １０ 再発、６年１０か月後他病死
６６ ８２ 女 TAE ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ 腫瘤 Ｃ １４ 再発、７年３か月後死亡

６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ １２
Ｈ２８．５再発S５ ４３㎜ 治
療希望されず １２年７か月
後死亡、死亡原因不明

６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ ７９ 再発、４年１０か月後死亡
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ ２５１ 再発、１２年１１か月後死亡
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ ４２ 再発、６年１か月後死亡
７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ ２８ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 切除 ０７．１．１２ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ １４ ２年１０か月後再発、１３年５

か月後死亡、肝関連死
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２２ 再発、１年後死亡
７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ ２．４ 再発、９年６か月後死亡

７５ ６３ 女 T／R ０７．５．８ 単 発 S８ １６×１６ Ｂ １７ ７年１か月後再発、２０２０／２
S６ ８㎜RFA

２０２２．５．１９ Ｓ５（以前
のRFA瘢痕の中枢側
Φ１㎝） 鳥大にてＳ５
部分切除施行

７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ ５８．６ 再発、８年後死亡
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ ２８９ 再発、３年後死亡

６６



№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２３調査

７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４．７ 再発、８年１０か月後死亡
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ ９．８ ３年４か月後再発。 再発あり（２０２２．３月）

２０２２．１０．２６ TACE
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ ２．８ ２年７か月後他病死
８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 S２／３ ２０×２０ Ｃ ７．０ 再発、８年７か月後死亡
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ ３．２ 再発、２年後死亡

８３ ７０ 男 RFA 単 発 S５ １２×１２ 腫瘤 有 Ｂ ４
Ｈ２９．３．２２ S１ ２．５㎝ 再
発肝切除、Ｈ３０．６．２１ S８
亜区域切除 ２．３㎝

生存

８４ ７７ 女 TAE ０９．３．２４ ２ 個 S５８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ２０１２ １年３か月後肝不全死
８５ ８４ 女 T／P ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ３６４３ ２年１か月後肝不全死
８６ ７２ 女 TAE ０９．１２．１８ ＞４個 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ７．８ 再発、３年２か月後死亡

８７ ７９ 女 TAE １０．１１．１８ ２ 個 S８／３ ４０×３５ 腫瘤 有 Ｃ １９７
４年１か月後再発、２０２１／
１／１８USB発肝のう腫、肝
腫瘤病変

２０２２．６．６超高齢であり、
造影CTや積極的治療
を行わない

８８ ８９ 男 TAE ０９．１０．６ ＞４個 ２０×２０ 腫瘤 Ｃ ３．７ ３年９か月後死亡
８９ ７６ 女 T／R ０８．５．１２ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３．９ ５年２か月後再発、９年８

か月後死亡、他病死心不全
９０ ７６ 女 T／R ０９．７．２２ ２ 個 S３／５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ １１．８ １年７か月後死亡
９１ ７９ 男 T／R １０．３．２５ 単 発 S７ ２３×２３ 有 Ｃ ９ ２年１１ヶ月後他病死
９２ ８５ 女 切除 １０．３ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ３．９ 再発、３年後死亡
９３ ６６ 男 TAE ０９．７． ＞４個 S１ 浸潤 有 Ｂ ５８ １年１０か月後死亡
９４ ７３ 男 切除 ０９．１０．２０ 単 発 S５ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｂ ２．８ 無再発生存中 生存、再発なし
９５ ６８ 女 切除 ０９．８．２１ ＞４個 S３４８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ４．９ 生存中、リスト外という意

見有
９６ ７５ 男 TAE ０８．１ ＞４個 S２４５８ ３８×２５ 腫瘤 有 Ｃ １０．９ 再発、５年３か月後死亡
９７ ７８ 男 精査中 Ｃ １８９
９８ ７５ 男 TAE ０７．２．１１ 単 発 S６ 無 Ｂ ５．３ 再発、７年５か月後死亡
９９ ６６ 男 TAE １１．１．２０ ２ 個 S５／６ １２×１２ 腫瘤 Ｃ ５ Ｈ２８．１１．１１ HCC再発 リ

ンパ節転移 Ｈ２９．７．１０死亡
１００ ８０ 女 RFA １０．１１．０９ 単 発 S６～７ １８×１８ 腫瘤 無 Ｃ ４８．４ ３年８か月後再発、生存不

明 肝がん死（２０２０．７月）
１０１ ６４ 女 TAE １０．１１ 単 発 S６ ５×５ 腫瘤 有 Ｃ ２６ 再発、５年１か月後死亡

１０２ ７５ 女 切除 ０８．７．３０ 無 Ｃ Ｈ２７．１再発

２０２２．１２月再発
患者背景から、積極的
な治療困難であり、
BSCとして対症療法の
方針となった。

１０３ ７５ 男 TAE １０．１２．０８ ＞４個 S２／５／
６／７／８ ２０×１７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年５か月後死亡

１０４ ６９ 女 RFA １０．４ 単 発 S６ １８×１８ 無 Ｃ １９ ３年１０か月後再発、８年１
か月後死亡、肝臓死

１０５ ７９ 男 TAI ０９．１０．２６ ２ 個 S７／８ １８×１５ 腫瘤 Ｃ ６０．３ ２年８か月後死亡
１０６ ７１ 女 切除 ０７．８．１７ 単 発 S２～３ ６０×６０ 腫瘤 有 Ｂ １４８ 再発、４年５か月後死亡
１０７ ８５ 女 RFA １０．７ ２ 個 S４／７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １６．６ 再発、５年４か月後他病死
１０８ ８４ 女 RFA ０９．１０．３０ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １．９ 無再発、２０２０／２／１９他病死
１０９ ６５ 男 T／R １０．０３． 単 発 S５ ２４×２４ 有 Ｂ ７．８ 再発、４年１１か月後死亡
１１０ ５７ 女 切除 １１．１．１８ 単 発 S６ ４０×２５ 腫瘤 無 Ｂ ４ 無再発生存中 生存、再発なし
１１１ ７８ 女 肝がん

否定 単 発 S５ ５×５ 有 Ｃ ４．９ ５か月後腫瘤消失、他病死
１１２ ８７ 男 RFA １１．４．７ 単 発 S５ １５×１６ 腫瘤 無 Ｃ ７．８ 死亡詳細不明
１１３ ６７ 男 肝がん

否定 Ｃ １４．２
１１４ ７７ 女 RFA １１．７ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ９．９ 再発、３年８か月後死亡
１１５ ９２ 女 TAE １１．１０．４ 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ９．２ 再発、２年５か月後死亡
１１６ ７８ 女 T／R １０．３．２４ 単 発 S２／３ １９×１８ 腫瘤 有 Ｃ ３１ ９か月後再発、１１年２か月

後死亡
１１７ ７６ 男 切除 １１．７．２６ 単 発 S７ ８０×７５ 腫瘤 無 Ｃ ８．７ 無再発 Ｈ２４．６．２４死亡
１１８ ７５ 男 RFA １１．７ 単 発 S６ １４×１４ 腫瘤 有 Ｂ ５．３ ３年２か月後再発 ２０１６．３以降来院なし

１１９ ８４ 男
転移性肝
癌（肺大
細胞癌）

Ｂ ２ ５か月後死亡

１２０ ７５ 男 RFA １３．１０．２ 単 発 S７ １５×１４ 腫瘤 有 Ｂ ５２
１年１１か月後再発 Ｈ２７．９
Ｈ ２７．１２ Ｈ ２９．１０ 再発し
RFA施行、２０２０／５／２９肝癌
死

１２１ ７５ 男 切除 １１．６． 有 Ｂ １７ ４年０か月後他病死
１２２ ７０ 女 PEI １２．５．９ 単 発 S４ ２７×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２１ 再発、８か月後死亡

１２３ ８３ 男 TAE １１．８．３０ 単 発 S６ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ ５
２年７か月後再発
２０１５．７ ２０１６．１０再発にて
RFA 死亡他病死

１２４ ７５ 女 RFA ８．１ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ９．２ ２０１６．４再発 RFA ２０２１年に重症認知症で
施設入所。生存不明

１２５ ８０ 女 TAE １２．１１．２０ 単 発 S１ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ ５．７ 再発、１年１１か月後死亡
１２６ ８６ 男 T／R １３．１１ ３ 個 S１４６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｃ ３６．６ 無再発生存中 不明

１２７ ７８ 女 RFA １２．３．１ 単 発 S４ ８×９ 腫瘤 有 Ｃ １６．２
１年１０か月後再発 Ｈ２７．
１０ Ｈ２８．５TACE Ｈ２９．１
RFA ２０２０／６再発S６ RFA
２０２１／６再発S４ TACE

体力＋認知症のため追
加治療困難

１２８ ８２ 女 RFA １２．３．１４ 単 発 S７ １３×９ 腫瘤 有 Ｃ １０．１ ２年１０か月後死亡
１２９ ８７ 女 TAE １２．７．６ ２ 個 S３ ２０×１５ 腫瘤 有 Ｃ ４１４．５ 再発、２年５か月後死亡
１３０ ８５ 女 RFA １２．２．１３ 単 発 S５ １０×１７ 腫瘤 無 Ｃ １５．２ 再発、３年８か月後死亡
１３１ ７６ 男 TAE １２．６．２０ ＞４個 S４５６７８ ５５×５２ 腫瘤 有 Ｃ ８２ ３年１か月後死亡
１３２ ８１ 女 TAE １０．１１．１０ 単 発 S３ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年６か月後死亡
１３３ ６８ 男 切除 １３．５．２０ 単 発 S５ ３５×３８ 腫瘤 無 Ｂ ５２ ２年９か月後死亡 死因不

明
１３４ ６０ 女 TAE １３．８．２６ 単 発 S３ １８×１５ 腫瘤 有 Ｂ ３５４８ 再発、４年５か月後死亡、

肝癌死
１３５ ７０ 女 RFA １４．４ 単 発 S１ １４×１４ 腫瘤 無 Ｂ ２．９ 無再発生存中 生存、再発なし
１３６ ８３ 女 T／R １３．１０ 単 発 S７ ２６×２６ 腫瘤 無 Ｃ ２６３８ 再発、５年７か月後死亡

６７



№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２３調査

１３７ ８８ 男 TAE １３．１０．３１ ＞４個 S４２７８ ３４×３４ 腫瘤 有 Ｃ ２８．９
１年後再発 肺転移 左副
腎転移 肝内再発、３年２
か月後死亡

１３８ ７９ 女 切除 １３．３ 単 発 S８ ４５×４５ 浸潤 無 Ｃ ３２ １年３か月後死亡
１３９ ７３ 男 T／R １３．７．２ ＞４個 両葉 ２４×２４ 無 Ｃ １９ １年８か月後死亡

１４０ ８０ 女 T／P １３．５．１ 単 発 S５ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ２１
９か月後再発 ７年４か月
後死亡、心不全死、肝がん
死を除く関連死

１４１ ９４ 男 １２．８．６ Ｃ ２年４か月後死亡
１４２ ８３ 女 TAE ７ ＞４個 S１５７ 浸潤 有 Ｃ １０２５０ 再発、７年後死亡

１４３ ６７ 男 切除 １４．５．２７ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 無 Ｂ ３．０ １４ 再発なし

２０２２．４月再発あり
２０２２．５．１８ RFA
２０２２．６．２２ CT RFA
後LDA形成 新たな
HCCなし

１４４ ６６ 女 T／R １４．９．１０ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｂ ３２．０ ２０１６．１０ 再発 TACE
２０２１／７／５死亡

１４５ ７３ 男 T／R １４．４．１６ ２ 個 S４５ １０×１７ 無 Ｂ ３．０ ２６ 再発、６年４か月後死亡、
肝癌死

１４６ ７７ 女 TAE １２．１０．１７ ２ 個 S６ ７×１４ 腫瘤 有 Ｃ １１９．１ ３年２か月後死亡
１４７ ７８ 女 切除 １５．１２．１７ 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 Ｃ ２．１ ９７９９ 再発無 生存、再発なし
１４８ ８９ 女 Ｂ １．７ １６ 死亡
１４９ ８５ 男 TAE １５．１１．１３ 単 発 S８ ３２×２８ 腫瘤 無 Ｂ ２．５ ２３ 生存不明 ２０１８．１月以降来院なし
１５０ ７４ 男 T／R １５．９．７ 単 発 S４ ２４×２２ 腫瘤 無 Ｂ ８．４ １．７ 再発なし、２０２１／７／７他病

死
１５１ ７６ 女 TACE １７．８．２ ＞ ４ S５６７８ ３６×３３ 腫瘤 有 Ｃ ３１．７ ８１１ 再発、１年１か月後死亡、

肝癌死
１５２ ７６ 男 切除 １６．３．１６ 単 発 S８ ２３×２０ 腫瘤 有 NBNC ７．８ ２２６ 再発なし
１５３ ８０ 女 TAE・

RFA １６．９．２３ 単 発 S７ ２９×２９ 腫瘤 無 Ｃ ４．１ １２３ １年後再発 RFA施行
２０２０／１０／８肝癌死

１５４ ９０ 女 RFA １３．５ ２ 個 S６S８ １４×１３
１１×１０ 腫瘤 無 Ｃ １５．５ １２ ４年４か月後 他病死 脳

出血
１５５ ８１ 男 RFA １６．１０．５ 単 発 S８ １４×１４ 腫瘤 有 Ｃ ７．０ １９ Ｈ２９．８再発なし 生存、再発なし（２０２２．

１０月）
１５６ ７９ 女 RFA １６．６．１５ 単 発 S６ ７×８ 腫瘤 無 Ｃ １．６ １４．６ SVR後発癌 生存、再発なし
１５７ ７３ 女 無治療 １８．１．１５ 単 発 S８ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ ７．０ ６２ Pugh １０にて無治療を希望

９か月後死亡

１５８ ６８ 男 肝切除 １７．１０．２０ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 無 Ｂ ６．８ ２６
再発、生存
２０１８／１２再発あり
テセントリク・アバスチン

再発あり（２０２２．１１月）
テセントリク・アバス
チンで化学療法

１５９ ７５ 女 TAE＋
RFA １６．２．１７ 単 発 S７ １１ 腫瘤 有 Ｂ ２ １５ 生存、再発なし 生存、再発なし

１６０ ７７ 女 TAE ／
RFA １７．４．１ ２ 個 S２，S６ １２，１９ 腫瘤 有 Ｃ ４６ ２０

再発、生存
２０２０／１１再発
２０２０／１１／１７ TACE（S３／４）
２０２１／６／８ TACE（S３／４）
２０２１／７／２７ RFA

２０２２．１０．１３ TACE
生存（２０２２．１０．１９）

１６１ ７４ 男
TAE ／
TAE＋
RFA

１５．６．２ ２ 個 S５ S７ １４，１３ 腫瘤 有 Ｃ ２ ９ 再発、生存
２０２２．１０．２０～両下肢浮
腫増悪 蜂窩
博愛病院消化器内科へ
入院中

１６２ ８５ 男 RFA １４．２．１８ 単 発 S４ １５ 腫瘤 有 Ｃ ２ １２ 再発、４年９か月後死亡
１６３ ８２ 男 TAE １７．５．１０ ４個以上 S４５７８ ４６ 浸潤 無 Ｃ ４４６ ３４６ ２年１か月後死亡
１６４ ７０ 男 TAE １７．６．２６ ４個以上 S３S７ １４×１３ 腫瘤 有 Ｃ １１．５７ ５４ ２年１０か月後死亡

１６５ ７０ 女 RFA １４．８．１５ 単 発 S６ ２０ 腫瘤 無 Ｃ 生存、再発なし
再発あり（２０２２．２月）
２０２２．２．２４ TACE
肝S６：１．８㎝

１６６ ８２ 男 肝切除 １０．７．１５ 単 発 S５ １３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、生存、
２０２１／１／１１死亡

１６７ ８５ 女 TAE １６．１．２６ 単 発 S６ ２５×１４ 腫瘤 有 Ｂ １ 再発、生存
２０２１／２／１６死亡

１６８ ８８ 女 無 １９．１．２１ 単 発 S４ ４１×４３ 腫瘤 有 Ｂ ６８８．９ ５４ １年後死亡、肝癌死
１６９ ６９ 女 肝切除 １９．２．２５ 不 明 S７ ３０㎜ 腫瘤 無 Ｂ ２．１ １１ 生存、再発なし 再発なし（２０２２．１１月）
１７０ ７７ 男 肝切除 １９．６．１１ 単 発 S２ 腫瘤 無 Ｂ ２．０４ ３５００ 生存 肝がん死（２０２２．７月）
１７１ ７１ 男 RFA １８．１．３１ ２ 個 S７ ２１×１９ 腫瘤 有 Ｂ ３．５ ２８ 再発、生存 再発あり（２０１９．５月）

２０１９．６．２１ RFA
１７２ ７４ 女 TAE ３ 個 S３５８ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ １６０３ ２７ 再発、生存

２０２１／６／１死亡
１７３ ９７ 女 無 １９．３．２２ 単 発 右葉 ５０ 腫瘤 有 Ｃ ８６６．４ ２か月後死亡
１７４ ８５ 男 無 １８．５．９ ２ 個 右葉 不明 腫瘤 不明 Ｃ ２９６６ ２年５か月後死亡
１７５ ８３ 女 肝切除 １９．５．８ 単 発 S４ １４×１１ 腫瘤 無 Ｃ ３．５ １７ 生存、再発なし 生存、再発なし（２０２２．

１０月）

１７６ ８０ 男 BSC 単 発 S８ ２６×２０ 腫瘤 有 Ｂ １６．１６ ６６
HB＋アルコール Pugh
Cのため治療はされず 尾
崎病院に転院 ２０１９年１１月
８日診断

緩和ケア

１７７ ８１ 女 肝切除 １８．１０．１６ 単 発 S５ ３０×２３ 腫瘤 無 Ｂ ３．１ ３４
２０１８／６／１９診断 前区域切
除＋S６亜区域切除
２０２０１１０２再発なし

生存、再発なし

１７８ ７４ 女 TAE＋
RFA １６．３．１５ 単 発 S８ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ ２７．２ １７ ２０２０１０２２ 再発なし 生存、再発なし

１７９ ７２ 女 肝切除 １９．５．１０ 単 発 S３ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｂ ６．１ ６８
２０１９０４０８診断 腹腔鏡下外
側区域切除
２０２０１０２９再発なし

生存、再発なし

１８０ ８１ 男 TACE １６．７．１２ 多 発 S８（S３） １５ 腫瘤 有 Ｃ ７ １７２
鳥大医受診歴無 鳥取赤十
字病院にてTACE H２８年
７月

２０１６．７．１２ TACEAFP７
２０１７．５．２５ TACEAFP７
２０２１．２．１６ TACEAFP７
２０２２．５．２４ AFP７．３５６
２０２２．５．３０ 肝がん死
（肝細胞癌）

１８１ ８５ 男 TAE １９．９．６ 単 発 S７ ３２×３２ 腫瘤 無 Ｃ ３ １５８１ ２０１９／７／５診断 ２０２００９０２再
発なし 生存、再発なし

１８２ ８６ 女 TAE １９．７．２５ 単 発 S４ ３８×２８ 腫瘤 有 Ｃ ５３．１ ３２ 肝癌破裂にてTACEにて止
血 ２０１９０９以後に死亡

６８



№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２３調査

１８３ ８０ 女 RFA １９．３．２９ 単 発 S８ １７×１１ 腫瘤 無 Ｃ ３ ２０ ２０２０１００８再発なし
１８４ ９８ 女 BSC 多 発 S８ ３０ 腫瘤 無 Ｃ ４ ５３５ 鳥取赤十字 ２０２０１０HCC多

発転移 要確認 緩和ケア

１８５ ８４ 男 ２０．１１．１０ Ｃ ２．７ １９５

肝切後時期不明 多発骨転
移 放射線療法２０２０１１０９
２０１９／６ 骨転移にて対し
て放射線治療開始。以後も
骨転移病巣判明しては放射
線治療を行っている経過。

生存

１８６ ８３ 女 肝切除 １５．５．１８ 単 発 S２ ２７×２２ 腫瘤 有 Ｃ １３ ３８ 術後 鳥取赤十字 満田先
生に確認

２０１９．４．１０
CT：明らかなHCC再
発なし 他院へ情報提
供 半年ごとのフォ
ローとされているが、
来院なし
２０２０．１０．２
膝の手術で県外にいる
との連絡が最後、来院
なし

１８７ ８５ 男 その他 ２１．６．１０ 単 発 S７ ４５×３０ 腫瘤 無 Ｂ ２．６ ８２０

胃癌、前立腺癌、上行結腸
癌の合併あり
２０２１／７／９胃亜全摘術施行、
結腸切除、肝切除術、両側
精巣切除
２０２１／７／１９死亡（急性心不
全）

１８８ ８５ 女 TAE ２０．１１．２６ 単 発 S７ １２×１０ 腫瘤 無 Ｂ ２．４ ２５ ２０２０／１２／４ TACE実施 生存、再発なし
１８９ ７３ 女 RFA ２１．１．２８ 単 発 S５ ８×８ 腫瘤 有 Ｂ ２．６ １６．２２ ２０２１／１／２８ エコー下に

RFAを行った。
生存、再発なし バラ
クルード

１９０ ６４ 男 肝切除 １７．１１．２４ ２ 個 S２，S５ ３３×２６
２０×２０ 腫瘤 無 Ｂ １８．８． ４８ ２０１７／１１／２４ 部分切除２か

所 生存、再発なし

１９１ ７９ 女 RFA １４．２ 単 発 S３ １２ 腫瘤 有 Ｃ
２０１４年２月 S５：１２㎜ 大
肝がんに対しRFA
以後再発なく経過観察中

生存、再発なし

（４） 平成７年度～令和２年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年
齢 性 初回

治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイ
ルス AFP PIVKA 備 考 ２０２３調査

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、２年１か月後死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１５年１か月後死亡
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ ２６０ １年１０か月後死亡
１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ２１９ 再発、３年１１か月後死亡
１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ２５ 再発、３年１１か月死亡
２０ ６７ 女 切除 ０６．０８．０９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中 生存、再発なし（２０２２．

５月）
２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２８．９ ３年後再発、生存不明 ２０１６．３月以降来院なし
２２ ７２ 男 切除 ０８．４．２１ 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ ２２．３ ３７日後死亡
２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ ５９４ ２年６か月後死亡
２４ ６１ 男 動注／

放射 １１．１０． ＞４個 骨転移
あり Ｂ ２２００ １０か月後死亡

２５ ７８ 男 切除 １２．４．１９ 単 発 S３ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １８．３ １年５か月後再発
２０１７．５．９死亡 肝がん死

２６ ７７ 男 切除 １３．１２．１７ 単 発 S４ ５３×５３ 腫瘤 有 Ｂ ７．２ 無再発生存中、２０１９／６／８
肝癌死

２７ ７２ 男 TAE １３．１１ ＞４個 S４ ４４×３９ 腫瘤 有 Ｂ ９６０ １年５か月後死亡
２８ ７４ 女 TAE １５．３．２６ ２ 個 S４５ ７２×７２ 腫瘤 有 Ｃ ３１０６ 死亡Ｈ２７．４．２７溺死
２９ ８６ 女 緩和治療 ＞４個 S２４５７８ ６８×６０ 有 Ｃ １４２１９ 死亡

３０ ４８ 男 切除 １６．７．１３ 単 発 S７ ２３×１９ 腫瘤 無 Ｂ ４９２３
２０１６．１２動注 ２０１７．３ネク
サバール ２０１８／１／１１ 生
存、２０２１／９／５肝部分切除

再発あり（２０２２．４月）
肺転移
２０２２．６月 肺切除

３１ ６０ 男 切除 １９．８．６ ２ 個 S４ ２５ 腫瘤 無 Ｂ １１．８ １６

再発、生存
２０２１／８ 胸骨転移→胸骨
腫瘍切除
２０２１／１２ 胸椎転移→放射
線治療

生存

６９



７．全国がん検診実績との比較

令和２年度（※６９歳以下の実績） （単位：人 ％）

区 分
令和２年度実績
（鳥取県）

令和２年度実績
（全国）

留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） ７６，８１４ ５０，２５３，２６８ ○受診者・がん発見＝（鳥取県）「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

（全国）「Ｘ線」のみ

○要精検者・精検受診者＝「Ｘ線」のみの数値

○精検受診者は精検結果未把握の者を除く（以下の部位も同じ）

受診者数（人） ２２，２０５ １，１００，８４５

受診率（％） ２８．９ ２．２

要精検者数（人） ２６２ ５８，２７２

要精検率（％） ５．４６ ５．２９

精検受診者数（人） ２１９ ４６，１４９

精検受診率（％） ８３．６ ７９．２

がんの者（人） ２７ ６１６

がん発見率（％） ０．１２ ０．０６

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） ５９，０８７ ３８，１６９，９１２ ○「頸部のみ」の数値

○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値

を使用）

全国 （３，５４７，３７６）＋（３，２１５，９４５）－（８３８，７８４）
（３８，１６９，９１２） ×１００＝１５．５

鳥取 （２５，８３６）＋（２４，０４０）－（１３，９４０）
（５９，０８７） ×１００＝６０．８

受診者数（人） ２４，０４０ ３，２１５，９４５

受診率（％） ４０．７（６０．８） （１５．５）

要精検者数（人） ５２１ ７９，３５８

要精検率（％） ２．１７ ２．４７

精検受診者数（人） ４５７ ６０，７７１

精検受診率（％） ８７．７ ７６．６

がんの者（人） ６ ８３６

がん発見率（％） ０．０２ ０．０３

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） ７６，８１４ ５０，３４７，３３７ ○「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は除く）

受診者数（人） ２１，３６４ ２，７７３，７８９

受診率（％） ２７．８ ５．５

要精検者数（人） ６１６ ４２，３９６

要精検率（％） ２．８８ １．５３

精検受診者数（人） ５５３ ３５，０３０

精検受診率（％） ８９．８ ８２．６

がんの者（人） ７ ７３８

がん発見率（％） ０．０３ ０．０３

７０



区 分
令和２年度実績
（鳥取県）

令和２年度実績
（全国）

留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） ４４，６６０ ２５，０９３，１４４ ○全国と比較するための受診率

全国は隔年検診であるため、比較のため受診率（ ）を算定し

ている。

（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）
当該年度の対象者数

※受診率の計算（厚生労働省地域保健・健康増進事業報告数値

を使用）

全国 （２，３４４，７４８）＋（１，９４７，３００）－（３４６，５０１）
（２５，０９３，１４４） ×１００＝１５．７

鳥取 （１３，６９４）＋（１１，６３７）－（１，０５９）
（４４，６６０） ×１００＝５４．３

受診者数（人） １１，６３７ １，９４７，３００

受診率（％） ２６．１（５４．３） （１５．７）

要精検者数（人） ８５３ １２２，８５５

要精検率（％） ７．３３ ６．３１

精検受診者数（人） ８１５ １１０，３５８

精検受診率（％） ９５．５ ８９．８

がんの者（人） ６１ ５，９９３

がん発見率（％） ０．５２ ０．３１

大
腸
が
ん
検
診

対象者数（人） ７６，８１４ ５０，３５０，６６９

受診者数（人） ２４，２１３ ３，３１６，８９６

受診率（％） ３１．５ ６．６

要精検者数（人） １，７５１ ２００，７４２

要精検率（％） ７．２３ ６．０５

精検受診者数（人） １，３５２ １４１，０１９

精検受診率（％） ７７．２ ７０．２

がんの者（人） ４８ ５，２１０

がん発見率（％） ０．２０ ０．１６

（出典）鳥取県数値＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料
全国数値＝地域保健・健康増進事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・健康増進事業
報告」に記載された数値とは異なる場合がある。
２ 全国の精検受診者は国が発表していないため、次により算定

精検受診者＝「要精検者－（未受診者＋精検結果未把握の者）」
３ 平成２５年度から全国数値は、６９歳以下の実績が公表されていることから、鳥取県数値も６９歳以下の実績で比較し
ている。
４ 平成２７年度から「地域保健・健康増進事業報告」対象者数は、各がん検診の対象年齢の「全住民」を報告するこ
ととなった。
５ 平成２８年度から乳がん検診について対象者数は「視触診方式及びマンモグラフィの併用者」「マンモグラフィの
み」が統一された。
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厚生労働省「今後のわが国におけるがん検診事業評価の在り方について」報告書
がん検診事業の評価に関する委員会（平成２０年３月）による

プロセス指標と本県実績との比較
令和３年度実績

胃 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２６．９％ ３５．８％
要精検率［Ｘ線のみ］ 許容値 １１．０％以下 ６．８％ 〇 ４．８％ 〇

精検受診率［Ｘ線のみ］ 許容値 ７０％以上 ８３．７％ 〇 ７９．６％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１１％以上 ０．２７％ 〇 ０．０８％
陽性反応的中度［Ｘ線のみ］ 許容値 １．０％以上 １．５％ 〇 ０．４％

肺 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２９．７％ ３４．５％
要精検率 許容値 ３．０％以下 ３．６％ ２．９％ 〇

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８９．６％ 〇 ８７．９％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０３％以上 ０．０５％ 〇 ０．０５％ 〇
陽性反応的中度 許容値 １．３％以上 １．２％ １．６％

大 腸 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２９．７％ ３８．５％
要精検率 許容値 ７．０％以下 ７．７％ ５．９％ 〇

精検受診率 許容値 ７０％以上 ７６．４％ 〇 ７４．０％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．１３％以上 ０．２７％ 〇 ０．２１％ 〇
陽性反応的中度 許容値 １．９％以上 ３．５％ 〇 ３．６％ 〇

子 宮 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 ２５．４％ ４９．９％
要精検率 許容値 １．４％以下 １．１９％ 〇 １．４８％

精検受診率 許容値 ７０％以上 ８０．５％ 〇 ８０．４％ 〇目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．０５％以上 ０．０１％ ０．０１％
陽性反応的中度 許容値 ４．０％以上 ０．５％ ０．６％

乳 が ん

国指標 鳥取県実績
年齢上限なし ～６９才まで 備 考

がん検診受診率 目標値 ５０％達成 １６．２％ ３３．８％
要精検率 許容値 １１．０％以下 ６．２８％ 〇 ６．７９％ 〇

精検受診率 許容値 ８０％以上 ９４．８％ ◎ ９５．２％ ◎目標値 ９０％以上
がん発見率 許容値 ０．２３％以上 ０．４４％ 〇 ０．３５％ 〇
陽性反応的中度 許容値 ２．５％以上 ７．０％ 〇 ５．２％ 〇
※子宮がん、乳がんの受診率は単年度計算
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Ⅲ．令和４年度各がん検診従事者講習会及び
症例研究会開催状況



令
和
４
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
等
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者

講
習
会
及
び
症
例
研

究
会

令
和
５
年
２
月
２５
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
３０
分
鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

１３
１名

演
題
：「
正
し
い
ピ
ロ
リ
感
染
診
断
に
基
づ
く
効
率
的
な
胃
が
ん
検
診
」

講
師
：
広
島
大
学
病
院
総
合
内
科
・
総
合
診
療
科
教
授

伊
藤
公
訓
先
生

症
例
検
討

西
部
―
１
例
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

八
島
一
夫
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

藤
井
雄
基
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

相
見
正
史
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症
例

検
討
会

令
和
５
年
２
月
１２
日
（
日
）

午
後
３
時
～
午
後
４
時
４０
分
鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

６５
名
演
題
：「
子
宮
頸
が
ん
予
防
の
た
め
の
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
～
こ
れ
か
ら
の
が
ん
検
診

と
H
PV
ワ
ク
チ
ン
～
」

講
師
：
日
本
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
学
系
産
婦
人
科
学
分
野
主
任
教
授

川
名

敬
先
生

（
講
師
の
川
名
先
生
は
遠
隔
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
講
演
）

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者

講
習
会
及
び
症
例
研

究
会

令
和
５
年
２
月
１８
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師
会
館

６８
名
演
題
：「
肺
が
ん
検
診
の
た
め
の
胸
部
Ｘ
線
読
影
演
習
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
活
用
―

胸
部
Ｘ
線
読
影
力
の
維
持
・
向
上
を
目
指
し
て
―
」

講
師
：
石
川
県
立
中
央
病
院
副
院
長

放
射
線
診
断
科

小
林

健
先
生

（
講
師
の
小
林
先
生
は
遠
隔
地
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
講
演
）

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

野
坂
祐
仁
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

安
田
健
悟
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

小
嶋
駿
介
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者

講
習
会
及
び
第
２９
回

烏
取
県
検
診
発
見
乳

が
ん
症
例
検
討
会

令
和
５
年
１
月
２８
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
３０
分
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

①
メ
イ
ン
会
場

／鳥
取
県
健
康
会
館

②
オ
ン
ラ
イ
ン

※
大
雪
の
影
響
に
よ
り
、
急
遽
開
催

方
法
を
変
更
し
た
。

２３
名

内
訳

①
１０
名

②
１３
名

演
題
：「
臨
床
試
験
か
ら
考
え
る
D
CI
Sの
治
療
戦
略
」

講
師
：
岡
山
大
学
病
院
乳
腺
・
内
分
泌
外
科
准
教
授

枝
園
忠
彦
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

小
寺
正
人
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

大
田
里
香
子
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

若
原

誠
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症
例

研
究
会

令
和
５
年
３
月
４
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
３０
分
米
子
市

鳥
取
県
西
部
医
師
会
館

７３
名
演
題
：「
大
腸
が
ん
検
診
の
現
況
～
精
検
未
受
診
者
の
問
題
を
中
心
に
～
」

講
師
：
社
会
医
療
法
人
同
愛
会
博
愛
病
院
副
院
長

浜
本
哲
郎
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
内
科
・
消
化
器
内
科

片
原
ご
と
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
後
藤
大
輔
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

津
田
晴
宣
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

八
島
一
夫
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症
例

研
究
会

令
和
５
年
２
月
４
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４０
分
鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

９３
名
演
題
：「
肝
細
胞
癌
―
診
断
と
治
療
の
進
歩
―
」

講
師
：
鳥
取
市
立
病
院
内
科

診
療
部
主
任
部
長

谷
口
英
明
先
生

症
例
検
討

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

三
好
謙
一
先
生

西
部
―
１
例
：
日
野
病
院

河
村
実
穂
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 令和５年２月２５日（土） 午後４時～午後５時３０分
場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 相 見 正 史
症 例：５０歳代 男性
既往歴：HP除菌
検診歴：毎年
経 過：２０２１年の上部消化管内視鏡検査にて、前庭部前壁に不整形の陥凹性病変を指摘された。生

検でGroup５であった。内視鏡的にsm深部浸潤を疑う所見はなく、粘膜内病変と診断、
ESDが施行された。

病 理：Early gastric cancer、０-IIc、７×５㎜、tub１、pT１a、ly０、v０、pHM０、pVM０、Stomach、
ESD

考 察：後ろ向きに過去画像を見直すと、２０１９年の時点で病変の指摘は可能であった。内視鏡検査
において、鮮明かつ盲点のない写真を撮影するのはもちろんのこと、施行医自身の診断能
を磨くことが重要である。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 藤 井 雄 基
症 例：４０歳代 男性
既往歴：特記事項なし HP除菌歴なし
検診歴：２０１８年、２０２１年に胃透視による検診を受け、異常は指摘されていなかった。
経 過：２０２２年６月の胃透視検診で吻門部小弯側欠損様を指摘された。
２０２２年７月の前医内視鏡検査で吻門部に２型腫瘍あり、生検にてgroup５（tub２）であった。２０２２

年８月に鳥取県立厚生病院受診となった。当院のEGDでは食道胃接合部やや口側に病変
を認め、生検行ったところバレット腺癌の診断となった。当院消化器外科で化学療法施行
されたあとに鳥取大学医学部附属病院消化器外科へと紹介となり、ロボット支援下噴門側
胃切除術が施行された。

病 理：Adenocarcinoma、well＞moderatelydifferentiatedtype、INFb、pT２（pMP）、Lyla（D２-
４０）、V１a（EVG）、plMO、pPMO、pDMO、pRMO

考 察：食道と胃をまたがるように中分化型腺癌の浸潤を認めたが、切除標本からはバレット上皮
はなく、原発は胃か食道か判断がつかなかった。後方視的に画像を見直すと２０２１年の胃透
視検査でも吻門部に同様の欠損様を認めたが、指摘されていなかった。近年、食道胃接合
部癌は増加傾向であり、食道や吻門部についても丁寧な読影の必要性を再認識した症例で
あった。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 八 島 一 夫
症 例：７０歳代 女性
既往歴：高血圧、脂質異常症、７年前にピロリ菌除菌歴あり
検診歴：２０１９年度胃内視鏡検診では、胃体部大彎褪色域よりの生検にてgroup１であった。
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経 過：２０２０年８月胃内視鏡検診で胃体部大彎に粘膜下腫瘍様隆起伴う小型IIc病変あり、生検に
てgroup５（sig）であった。鳥取大学医学部附属病院紹介となり、精査後、幽門側胃切除
術が施行された。

病 理：M、Gre、Type０-IIc like、３９×２１㎜、por２＋sig、pT２（MP）、pStageIB（pT２N０M０）
考 察：本症例は、発がんリスクが低い軽度萎縮背景胃粘膜から発生した除菌後スキルス胃癌であ

る。除菌後長期経過では、軽度萎縮例から未分化型腺癌の発生リスクが高くなると報告も
あり、萎縮程度に関わらず長期のサーベイランスが必要となる可能性が示唆された。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 令和５年２月１２日（日） 午後３時～午後４時４０分
場 所 鳥取県健康会館

症例検討：鳥取大学医学部産科婦人科講師 佐藤慎也先生の進行により、４例（施設検診２例、車検
診２例）の症例検討が行われた。

検討内容：
鳥取大学医学部産科婦人科講師 小松宏彰先生より下記の４症例が提示された。
症例１は５０代女性。平成２９年の施設検診でASC-US、その後受診なく令和３年度検診でSCCの判定
となった。頸部組織診ではHSIL／CIN３であり、円錐切除術が施行され最終診断はHSIL／CIN３であった。
症例２は６０代女性。平成２９年から令和２年まで経年受診してNILM。令和３年度検診の結果はAde-
nocarcinomaであった。コルポスコープではUCF、MRIによる精密検査で頸管内に３㎝大の腫瘤を認
め、子宮頸癌ⅡB期、HPV非依存性腺癌の診断となった。同時化学放射線療法による治療を施行され
た。
症例３は７０代女性。平成２９年から令和２年まで施設検診を受け、頸部細胞診はNILMであった。令
和元年には子宮留膿症で治療をうけている。令和３年度検診で頸部細胞診はNILM、内膜細胞診が疑
陽性となり、精密検査の結果は子宮体癌、類内膜癌G２であった。準広汎子宮全摘術、両側付属器摘
出術および骨盤リンパ節郭清が施行され、子宮体癌ⅠB期（類内膜癌G２）と診断された。
症例４は６０代女性。平成２９年から令和２年まで施設検診を受け、頸部細胞診はNILM。令和３年度
検診で頸部細胞診はNILM、内膜細胞診が疑陽性となり、精密検査の結果は子宮体癌、類内膜癌G１で
あった。ロボット支援腹腔鏡下準広汎子宮全摘術、両側付属器摘出術、骨盤リンパ節郭清が施行され、
子宮体癌ⅠA期（類内膜癌G１）と診断された。
各症例の細胞診所見を供覧し、診断治療に至るまでの問題点の有無を検討した。内向発育型の頸部
腺癌の診断には留意することや、子宮留膿症や不正出血を呈する症例に対する子宮内膜細胞診の重要
性を再確認した。
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令
和
４
年
度
子
宮
が
ん
検
診
症
例
検
討
会
提
出
症
例

症
例

年
齢
市
町
村
名

検
診
月
日

一
次
検
診
機
関

一
次
検
診
結
果

精
密
検
査
機
関

精
密
検
査
結
果

治
療
機
関
名

頸
部

体
部

組
織
診
断

進
行
期
分
類

T
N
M
分
類

症
例
１
５４
歳

鳥
取
市

Ｒ
３
．７
．２
８
鳥
取
県
保
健
事
業
団

SC
C

鳥
取
県
立
中
央
病
院

CI
N３

鳥
取
県
立
中
央
病
院

症
例
２
６３
歳

大
山
町

Ｈ
２９
．１
２．
１７

Ｈ
３０
．７
．２
２

Ｒ
１
．７
．７

Ｒ
２
．７
．５

Ｒ
３
．１
０．
１７

鳥
取
県
保
健
事
業
団

鳥
取
県
保
健
事
業
団

鳥
取
県
保
健
事
業
団

鳥
取
県
保
健
事
業
団

鳥
取
県
保
健
事
業
団

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

A
de
no
ca
rc
in
om
a

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

腺
癌
H
PV
非
依
存
性

Ⅱ
B期

cT
２b
N０
M
０
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

症
例
３
７０
歳

米
子
市

Ｈ
２９
．９
．１
５

Ｈ
３０
．９
．１
０

Ｒ
１
．９
．２

Ｒ
２
．１
０．
２７

Ｒ
３
．７
．１
４

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

博
愛
病
院

博
愛
病
院

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

― ― ― ―

疑
陽
性
博
愛
病
院

類
内
膜
癌
Gr
ad
e ２

Ⅰ
B期

pT
１b
N０
M
０

（
cT
１b
N０
M
０）
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

症
例
４
６３
歳

米
子
市

Ｈ
２９
．７
．２
４

Ｈ
３０
．１
０．
５

Ｒ
１
．９
．５

Ｒ
２
．９
．８

Ｒ
３
．９
． １
８

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

母と
子の
長田
産婦
人科
クリ
ニッ
ク

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

N
IL
M

― ― ― ―

疑
陽
性
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

類
内
膜
癌
Gr
ad
e １

Ⅰ
A
期

pT
１a
N０
M
０

（
cT
１a
N０
M
０）
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

７７



３．肺がん検診症例研究会

日 時 令和５年２月１８日（土） 午後４時～午後６時
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 野 坂 祐 仁
症 例：６０歳代 女性
主 訴：胸部異常陰影
現病歴：これまで検診で異常を指摘されたことはなかった。２０１９年、検診で異常を指摘された。以

後他院にてCTフォロー中、増大傾向を認めた。２０２２年２月、気管支鏡下生検施行も診断
に至らず、６月に診断と治療を兼ねた手術目的に当科紹介となった。

既往歴：特記事項なし
喫煙歴：なし
臨床経過：胸部Ｘ線では左下肺野心陰影の裏側に結節影を認めた。胸部CTでは左下葉S９に１㎝大

の結節影を認め緩徐に増大した。２０２２年時点で１．７×１．３×２．３㎝大、C／T比：１．０の結節に
増大したが気管支鏡下生検では診断に至らなかった。左下葉肺癌疑い（cT１cN０M０ Stage
IA３）の診断で、術中迅速病理診断併用の下、ロボット支援胸腔鏡下左肺下葉切除＋ND２a-１
リンパ節郭清を施行した。術後病理病期診断は、Adenocarcinoma（lepidic７０％、acinar
２０％、papillary１０％）、pT１b（病変全体径２．０×１．６㎝、浸潤径１．４㎝）N０M０、pStage IA２
であった。

考 察：本症例は胸部Ｘ線の読影において見落としやすい心陰影の裏側に発生した肺癌であった。
２０１９年の胸部Ｘ線では指摘困難と思われるが、２０２１年以降の胸部Ｘ線では結節影が明瞭化
しており見逃してはならない所見であると考える。比較読影も行い、心陰影の裏側など隠
れた肺野も意識した読影を心掛ける必要があると感じた症例であった。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 安 田 健 悟
症 例：７０歳代 男性
主 訴：胸部異常陰影
現病歴：毎年肺がん検診を受けていたが、これまで異常指摘はなかった。２０XX年１０月に右鎖骨の

違和感で前医受診。胸部Ｘ線写真にて右肺尖部の異常陰影を指摘され、当院呼吸器内科を
紹介受診した。胸部単純CTで右上葉に気管と接する結節影を認め、生検で確定診断はつ
かず、２０XX年１１月に診断と治療目的に当科紹介となった。

既往歴：高血圧症、左自然気胸術後
生活歴：喫煙歴４０本／日×３６年（２０―５６歳）
臨床経過：２０XX年度検診での胸部Ｘ線写真では異常指摘はできなかったが、初診時には右傍気管

線から肺野に突出する陰影を後方視的に認めた。CTでは右S２に気管と接した２．４×１．５㎝
大のpure solid noduleを認めた。明らかな肺門縦隔リンパ節の腫大は認めなかった。CT
ガイド下生検では悪性所見は得られず、右上葉肺癌疑い（cT１cN０M０、cStage IA３）とし
て術中針生検で非小細胞肺癌と診断後に胸腔鏡下右上葉切除＋ND２a-１を施行した。術後
経過は良好で、術後３日目に自宅退院となった。術後病理にて扁平上皮癌（pT１cN０M０、
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pStage IA３）と診断され、術後補助療法としてuFT内服中である。
考 察：昨年の鳥取県における肺がん検診の実績報告においても重喫煙者を含める高危険群所属者

の癌発見率は非高危険群所属者よりも１．７０倍高値であったと報告されている。本症例のよ
うな喫煙との関与の周知されている非腺癌病変は増大速度が速いため、過去の検診で腫瘤
影が胸部Ｘ線写真で描出される頻度は高くない。喫煙歴のある症例では定期的な胸部CT
での評価が必要であると考えられた。

結 語：右傍気管に位置する右上葉肺癌の一例を経験した。喫煙歴のある症例では、検診時の胸部
Ｘ線写真に加えて、定期的な胸部CTフォローが必要である。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 小 嶋 駿 介
症 例：６０歳代 男性
主 訴：なし（胸部異常陰影）
現病歴：Ｘ年５月、検診の胸部Ｘ線で異常を指摘され、前医受診。胸部CTで結節影を指摘された。

Ｘ年６月、当院呼吸器内科受診。Ｘ年８月、外科的生検目的に当科紹介受診。
既往歴：胆嚢腺筋腫症術後（Ｘ―１年）
生活歴：喫煙 ４０本×４３年 former smoker
臨床経過：胸部Ｘ線で、右肺尖部に浸潤影を認めた。胸部CTでは右上葉S１―２に胸膜直下の浸潤影

を認めたが、以前の胸部CTと比較して変化を認めなかった。右上葉三葉合流部に腫瘍径
１．２×１．０×１．１㎝、C／Tratio：１．０の充実性結節を認めた。胸部Ｘ線を見返すと右肺門部に
淡い結節影を認めた。PET-CTでは同部にSUVmax：１２．９の集積を認めた。肺尖部の浸潤
影には異常集積は認めなかった。右上葉三葉合流部の病変に対して、開胸右上葉切除＋中
下葉部分合併切除＋ND２a-１が施行された。病理組織学的検査で、Invasive adenocarci-
noma、acinar-predominant pT２a（１．２×１．０×０．５㎝、inv１．２㎝）、pl３、Ly０、V０、pN０、
p-Stage IBと診断された。術後はUFTの適応であったが、本人の希望で術後化学療法は行
わず経過観察の方針となった。

考 察：本症例は、当初指摘された陰影以外からの発見肺癌（やぶにらみ肺癌）であった。異常陰
影は１か所とは限らず、胸部Ｘ線全体をくまなく見ることが重要である。肺門部陰影は見
落としやすいが、中間肺動脈幹、上肺静脈によるくの字、逆くの字の所見を知ることで診
断の一助となると考えられる。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 令和５年１月２８日（土） 午後４時～午後５時３０分
開催方法 ハイブリッド開催
参加方法 ①現地参加

鳥取県健康会館
②オンライン参加

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 小 寺 正 人
「検診発見乳がんの１症例」
症 例：５９才 女性、閉経後
主 訴：なし（検診MMG異常）
既往歴・家族歴：特記事項なし
病 歴：検診MMGで要精査（比較読影なし）で当院受診。
所 見：視触診は異常なし。MMGでは、左U-Oにカテゴリー３の小さなFADを認めた。

エコーでは左Ｃ領域に、４×６×５㎜、低エコー腫瘤影を認めた。小さいながらもhaloや
血流増加を伴い、エラストスコア４、と悪性を疑う所見であった。MRIでは左Ｃ領域に小
さな早期濃染像を認めたが、乳管内進展や多発病巣を疑う所見は認めず。

経 過：コア針生検を行い、浸潤性乳管癌、腺管形成型～硬性型の診断を得た。左乳癌T１bN０M０
病期Ⅰにて、乳腺部分切除＋センチネルリンパ節生検を行なった。最終病理診断は、浸潤
性乳管癌、腺管形成型、pT１apN０病期ⅠER：９０％、PgR：３０％、HER２（－）、Ki６７：
１０％であった。術後療法は、内分泌療法（アナストロゾール内服）と、放射線照射を行った。

この症例のように、MMGで乳腺陰影から離れた位置に孤立性の陰影が認められた場合、リンパ
節との鑑別を慎重に行う必要がある。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 大 田 里香子
症 例：６０歳代 女性
現病歴：乳がん検診で右Ｌ腫瘤性病変カテゴリー５を指摘され、当科受診。自覚症状なし。
所 見：（MG）右MLOにFAD、構築の乱れ、カテゴリー４。（視触診）右乳房DC区域に３㎝大の

硬い腫瘤を触知。胸壁固定なし。右腋窩に１㎝大腫大リンパ節を触知。（US）右DC区域
に3１㎜大境界明瞭腫瘤、右腋窩に１０㎜大腫大リンパ節。（CNB）浸潤性乳管癌、ER０、
PgR０、HER２（３＋）、ki-６７２４%。

診 断：右乳癌（DC）cT２N１M０c-stageIIB、HER２type
術前化学療法：EC４クール HP４クール＋wPTX１２クール
手 術：右Bt＋Ax（Ⅱ）
術後診断：yp-T０N０M０yp-stage０
術後治療：PMRT、HP１４クール
まとめ：自覚症状なく、検診で発見されたHER２タイプの乳癌。術前化学療法が奏効した。
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〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 若 原 誠
症 例：７７歳 女性
主 訴：なし（マンモグラフィ異常影）
現病歴：２０１５年に乳癌検診で左FADを指摘され、当科を受診。経過観察の方針となり、２０１７年の

受診時にも明らかな変化なく、乳癌検診へ移行。２０２０年の乳癌検診では異常なし。２０２２年
の乳癌検診でマンモグラフィ異常影を指摘され、当科を紹介受診。

既往歴：高血圧、高脂血症
家族歴：姉 乳癌
所 見：（MMG）右Ｌ・Ｉ／Ｏ領域に辺縁微細鋸歯状の腫瘤、カテゴリー４。（US）右乳房BD区域

に１１．９×８．２×１０．２㎜大の不整形の低エコー腫瘍。右腋窩に１３．１×９．１×１８．７㎜大の節門構
造の消失した腫大リンパ節。（MRI）右乳房BD区域に約１５㎜大の不正形の造影結節。（CT）
右乳房BD区域に約１４㎜大の造影結節。右腋窩に明らかな転移を考える腫大リンパ節を２
個指摘。（CNB）浸潤性乳管癌、ホルモン受容体陽性、HER２２＋（右腋窩FNA）悪性

術前診断：右乳癌（BD）cT１cN１M０ Stage IIA
手 術：右乳房全切除＋腋窩リンパ節郭清
病 理：Invasive ductal carcinoma、scirrhous type、pT１c（２０㎜）、NGⅠ、HGⅡ、pN２a（５／２６）、

ER＞９０％、PgR＞９０％、HER２２＋・FISH陰性、Ki-６７ LI １０．２％
最終診断：右乳癌（BD）pT１cN２aM０ Stage IIIA
まとめ：自覚症状もなく、２年前には大きな所見は指摘できなかったが、検診発見時には局所進行

となっていた１例であった。病理所見からは急速に進行するタイプの乳癌ではないと推測
され、比較的長期に腫瘍が存在していた可能性も考えられた。後方視的に確認すると、
２０１７年の当科最終受診時と２０２０年の乳癌検診時のマンモグラフィにはわずかだが所見の変
化があるようにも思われた。診療フォロー時の経過をふまえた上で比較読影することがで
きていれば、より早期に発見されていた可能性はあると考えられた。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 令和５年３月４日（土） 午後４時～午後５時３０分
場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：内科・消化器内科 片原ごとうクリニック 後 藤 大 輔
症 例：３５歳 女性
主 訴：便潜血陽性
現病歴：職場での大腸がん検診にて便潜血陽性（＋／＋：どちらも強陽性）を指摘され、２０２３年２

月当院を受診（初診）した。なお、初めての検診であり、自身で便性状や便色の変化、体
重変化の自覚はなかった。

既往歴：飲酒なし、喫煙なし
家族歴：父方祖父 胃がん、その他に大腸がんや炎症性腸疾患、大腸ポリープの指摘なし
常用薬：なし
内視鏡所見：初診５日後に下部消化管内視鏡検査を行った。肝彎曲部に３５㎜大の半周性以上を占め

る３型腫瘍を認めた。NBI拡大観察ではVN pit、JNET分類type３で、肉眼所見よりがんを
疑い生検を行った。生検結果はGroup５：Moderately differentiated adenocarcinomaで
あった。

胸腹部造影CT所見：上記腫瘍に相当する部位に造影効果を伴う不整な壁肥厚を認めた。また、両
肺野には転移と考える多発結節影を散見した。腹膜転移を疑う造影効果を伴う結節影も認
めた。

診療方針：上行結腸がん（Stage IV）と診断し、今後遺伝子検索の上、総合病院外科で化学療法を
開始、継続予定である。

検 討：家族性大腸がん（HNPCC、SPS等）家系以外に、「非家族性、非遺伝性の若年性大腸がん」
が増加している。左側結腸（直腸・Ｓ状結腸）に、未分化型として認められることが多い。
幼少期からの抗生剤投与に伴う腸内細菌叢の変化、小児期のＸ線被曝、若年層の食事変化
（赤身肉摂取）や肥満の増加が原因とされている。現状、地域検診では４０歳からの便潜血
による大腸がん検診が行われており、欧米よりは早い世代での拾い上げを行っている。さ
らに若年で発症する可能性のある大腸がんの拾い上げはかなり困難であるが、家族歴を有
する患者の早期スクリーニング、職場検診ではより早期からの大腸がん検診の導入も一考
すべきかと考える。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 津 田 晴 宣
症 例：６７歳 男性
主 訴：便潜血陽性
既往歴：高血圧症、虫垂炎手術後
現病歴：２０１７年頃Ａ病院で下部消化管内視鏡検査受けたが異常指摘されなかった。２０２０年便潜血陽

性指摘されたが、コロナ禍で精密検査受診しなかった。２０２２年６月７日職員健診で便潜血
陽性を指摘されＢクリニック受診した。２０２２年６月１５日下部消化管内視鏡検査実施も疼痛
強くSD junctionより口側へは挿入困難であったため、２０２２年６月２２日Ｂクリニックより
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CT検査追加・下部消化管内視鏡検査再検について当院紹介受診となった。
内視鏡所見：肛門側より６０㎝ほどのＳ状結腸に全周性の２型腫瘍あり、スコープ通過不能であった。

ガストロ造影では腫瘍より口側への造影剤流入は少量程度であった。腫瘍部生検の結果、
adenocarcinoma（tub１）であった。

腹部CT所見：Ｓ状結腸に不整な壁肥厚所見認めた。Ｓ状結腸近傍の腸間膜に８㎜大の円形リンパ
節を認めた。右上葉に３㎜大の結節みとめた。

臨床経過：消化器外科紹介の後、腹腔鏡下Ｓ状結腸切除術施行となった。
病理結果：３．５×２㎝、adenocarcinoma Tub２、pT３（SS）、INFa、Ly０、V０、Pn０、pPM０、pDM０、

pN０、pM０、pStage IIA
検 討：便潜血陽性であれば基本的には大腸癌否定のため全大腸内視鏡検査が推奨されている。本

症はコロナ禍であり精密検査を受けず、再度便潜血陽性となり全大腸内視鏡検査実施した
ところ進行大腸癌を認めた一例である。大腸癌検診の受診率向上並びに検診陽性者におけ
る精密検査率向上も現状としては課題となっている。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院 八 島 一 夫
症 例：７０歳代 女性
既往歴：高血圧、脂質異常症、子宮筋腫
検診歴：毎年大腸がん検診は受診していたが、異常は指摘されたことはなかった。
経 過：２０２１年秋ごろより便に鮮血が混じることがあったが、痔と考えていた。２０２１年１２月の大腸

がん検診にて便潜血陽性、大腸内視鏡検査が施行され直腸Raに２型腫瘍を指摘された。
当院消化器外科紹介受診となり、低位前方切除術が施行された。

病 理：Ra、Type２、２４×２１㎜、tub２、pT３（SS）、pStage IIA（pT３N０M０）
考 察：本症例は、毎年大腸がん検診は受診されていたが、発見年に大腸がん検診で便潜血陽性と

なり、直腸Raに進行癌が確認された。本来ならば、検診前に血便症状あり、通常診療で
大腸内視鏡検査を受けるべき症例である。便潜血陽性にて大腸内視鏡施行され、治癒切除
となったが、便潜血が陰性であったならば、さらに進行した状況での発見という事態に
なった可能性がある。血便、新たな便秘などの症状がある場合は、検診ではなく医療機関
を受診することを引き続き啓発する必要がある。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 令和５年２月４日（土） 午後４時～午後５時４０分
場 所 鳥取県健康会館

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 三 好 謙 一
はじめに：Ｂ型慢性肝炎症例において、肝線維化の抑止及びHBV-DNA量の低減は肝細胞癌の発癌

リスク低減に寄与するが、発癌リスクそのものは潜在的に存在するため質の高いサーベイ
ランスの継続が求められている。今回、早期発見に難渋したＢ型慢性肝炎からの肝細胞癌
症例を経験したので報告する。

症 例：６０歳代 男性
主 訴：なし
既往歴：ピロリ関連胃炎（除菌済）
生活歴：飲酒：機会飲酒、喫煙：１５本／日 ＊２０―４０歳
処方薬：エンテカビル
現病歴：Ｂ型慢性肝炎のため近医通院中の患者様。腹部超音波検査で肝SOLを認めなかったが

AFPの持続上昇があり、精査目的に紹介となった。
血液検査：TP６．３７g／dL、Alb３．９５g／dL、T-Bil １．７６㎎／dL、AST２０U／L、ALT１６U／L、ALP

１２６U／L、γ-GTP ３３U／L、LDH１９０U／L、Ch-E ２５２U／L、BUN９．２㎎／dL、Cr ０．８６㎎／dL、
Glu １２５㎎／dL、AFP １３．８ng／mL、PIVKAⅡ ２２．７mAU／mL、HBV-DNA検出感度以下、
HBe抗原（－）、HBe抗体（＋）、WBC ４３２０／μL（neutro ６０．６％）、Hb １５．４g／dL、Plt １６．０
×１０４／μL、PT９３．２％、FIB-４１．９７

Dynamic-CT：肝辺縁は鈍であり、慢性肝障害パターンを呈していた。奇静脈系の発達はないが胃
静脈瘤を認めた。肝辺縁に多発するwashoutを伴わない早期濃染を認めた。

その後の経過：慢性肝障害に起因する血流障害を認めるが、明らかな肝細胞癌はないと判断し経過
観察の方針とした。その後もAFPの上昇を認めたが、半年後の腹部超音波検査でも肝
SOLを認めなかった。さらに半年後（紹介より１年後）にEOB-MRIを施行したところ、
肝S５辺縁に動脈相で淡い染影を伴い肝細胞相で低信号を呈する２０㎜大のSOLを認めた。
後方視的にdynamic-CTを確認すると、同部位は早期濃染域に一致して僅かなhump sign
を呈していた。超音波を再検したが、病変は肋骨の死角に入り込みやすい部位に位置して
いた。ソナゾイド造影超音波血管相で濃染し、後血管相でdefectを呈した。ラジオ波焼灼
療法の適応ありと判断し、近日治療目的の入院を予定した。

考 察：肝癌診療ガイドラインによると、肝細胞癌高危険群において典型的肝細胞癌の診断に診断
能が高い検査はdynamic-CT、dynamic-MRi、造影超音波のいずれかが勧められるとされ
るが、いずれも施行可能であるならGd-EOB-DTPA造影MRIを推奨するとある。また、慢
性肝疾患患者において、造影CTにて多血性を示すがwashoutがみられない病変に対しGd-
EOB-DTPA造影MRIによる精査を行うことを推奨するとある。同検査はin／opposed
phaseによるintracellular lipidの検出やDWIでの検討に加え、肝細胞相による血流に依存
しない機能的画像検討があり、検出感度は最も高い。検査時間や汎用性の観点から撮影体
制は施設間による差が存在すると思われるが、本症例のような診断困難例に対しては早期
に実施を検討すべきであったと思われた。また、血流障害と誤認しやすい状況にあったも
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のの、多血性肝細胞癌の画像的特徴であるhump sign等を的確に拾い上げる総合的な読影
力が求められることを再認識させられた症例であり、研究会で検討すべき症例としてここ
に報告した。

〔西部症例〕 提出者：日野病院 河 村 実 穂
はじめに：転移性肝腫瘍は原発性肝癌より高頻度に認め、大腸癌とそれ以外の癌で治療法が異なる。

今回間質性肺炎の外来フォロー中に、新規に出現した肝腫瘤により診断したAFP産生胃
癌の一例を経験したので報告する。

症 例：８２歳 男性
主 訴：肝右葉の腫瘤
既往歴：境界型糖尿病、間質性肺炎、肺気腫、呼吸不全
生活歴：飲酒：週１回、喫煙：４０本／日×６０年
現病歴：Ｘ年６月よりCOPD、間質性肺炎にて呼吸器内科外来通院中。Ｘ＋４年１月外来で施行し

た胸部CTにて肝S６に１８㎜のLDAを認めた。１年前のCTでは検出されていない。
初診時血液検査：Alb ３．８g／dl、T-bil ０．６㎎／dl、AST７５U／l、ALT９６U／l、LDH１８９U／l、ALP ８８

U／l、γGTP３１U／l、BUN１４．２㎎／dl、Cr０．８５㎎／dl、eGFR ６５．４ml／min、CRP０．２６㎎／dl、
血糖１４４㎎／dl、CEA７．２ng／ml、CA１９-９１０U／ml、AFP２７１．４ng／ml、PIVKA-Ⅱ３９mAu／
ml、HCVAb（－）、HBsAg（－）

肝ダイナミックCT：肝S６の腫瘤は動脈相、門脈相、平衡相ともに乏血性であった。
腹部超音波検査：肝S６に１２×１９㎜の境界明瞭で辺縁不整形の低エコー腫瘤を認めた。
ＭＲＩ：肝S６の腫瘤と胃幽門部付近後壁、幽門下リンパ節はDWIで高信号、ADCmapで低信号で

あった。
EOB-造影MRI：肝S６の腫瘤は肝細胞相で低信号、その他SOLは認めなかった。
上部消化管内視鏡検査：胃前庭部から十二指腸球部にかけてBormannⅢ型を、また胃体上部小弯

にⅡa病変を認め、前者はTubular adenocarcinoma、tub２、後者はGroup４と診断された。
治療経過：進行胃癌、転移性肝癌の診断で治療方針は胃切除、肝転移に対しラジオ波焼灼療法、化

学療法は呼吸不全があるため未施行とした。
病理診断：前者はAdenocarcinoma、pT３（SS）、INFb、Ly０、V１b、pPM０、pDM０、pN１（１／８：

#６）、pstageⅣb、AFP染色陽性であった。後者はAdenocarcinoma、Tub１＝Tub２、pT１a
（M）、pUL０、Ly０、V０、pHMX、pVM０。

考 察：AFP産生胃癌（以下AFPGC）は、１９７０年Bourreilleらにより最初に報告された。AFPは
胎生期の肝臓や卵黄嚢で産生される胎児血漿タンパクであり出生後は消失する。AFPGC
とは臨床的に血清AFP値が高値、組織学的に癌細胞のAFP免疫染色陽性により診断され
る。胃癌全体の１．５～５．４％に認められ細胞増殖能が高く早期から脈管浸潤しリンパ節転移、
肝転移の頻度が高く予後不良とされている。治療は通常の胃癌と同様である。生存期間中
央値は１４カ月、５年生存率は２２％と報告されている。ラジオ波焼灼療法はHCCに対し完
全焼灼率は７８．１～１００％と報告されており、転移性肝腫瘍には熱が伝わりにくく成績は劣
るが３㎝以内の腫瘍に限れば完全焼灼率は７５．０％と高く無再発生存率も３５％と非常に高く、
本症例の局所治療の選択肢になると考えられた。

結 語：間質性肺炎のフォロー中に偶然に発見した肝腫瘤により発見しえたAFP産生胃癌の一例
を経験した。胸部CTは肝臓まで確認することが大切であると教訓になる症例であった。
またAFP産生胃癌は早期より肝転移することが知られている比較的まれな疾患である。

８５



事業名
東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

回数 症例数
参加者
延べ数

胃 が ん ９ ２２ ２７６ １ ６ ３８ ９ ２５ ３２４ １９ ５３ ６３８

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ２ ３ ４０ １０ ７３ ８８ ２ ６ ２７ １４ ８２ １５５

乳 が ん １ １３ ４８ １ ３ １１ １ ６ ９ ３ ２２ ６８

大腸がん ２ ３ １０６ ０ ０ ０ ９ ５１ ３００ １１ ５４ ４０６

肝臓がん １ ２ ８５ １ ２ ２５ ５ ２０ １６０ ７ ２４ ２７０

合 計 １５回 １３回 ２６回 ５４回

７．各地区がん検診症例検討会開催状況
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Ⅳ．各がん検診精密検査医療機関登録について

鳥取県健康対策協議会においては、市町村が実施する各種がん検診の精度管理、向上のため、登録
基準を設け、各がん検診精密検査医療機関の登録を行っております。登録基準については、平成１０年
度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会各がん対策
専門委員会において、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登録実施要綱
等が設定され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。
なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし
たら、鳥取県健康対策協議会事務局（☎０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。
申請の届出書は「鳥取県健康対策協議会ホームページ」からダウンロードできます。

記

１．改正の要点
① 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも
のについてのみ登録する。
② 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は
３点とする。
③ 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。
④ 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。
⑤ 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期
次回の更新時期
◎一次検診登録

名 称 現在の登録期間 次 回 更 新
手続き時期

子宮がん検診実施
（一次検診）医療機関

令和５．４．１～令和６．３．３１
（２０２３．４．１～２０２４．３．３１） 令和５年度中

肺がん一次検診医療機関 令和５．４．１～令和８．３．３１
（２０２３．４．１～２０２６．３．３１） 令和７年度中

乳がん検診一次検査
（乳房Ｘ線撮影）医療機関

令和５．４．１～令和８．３．３１
（２０２３．４．１～２０２６．３．３１） 令和７年度中

◎精密検査登録

名 称 現在の登録期間 次 回 更 新
手続き時期

従事者講習会等
受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 令和３．４．１～令和６．３．３１
（２０２１．４．１～２０２４．３．３１） 令和５年度中 令和３．４．１～令和６．３．３１

子宮がん検診精密検査 令和３．４．１～令和６．３．３１
（２０２１．４．１～２０２４．３．３１） 令和５年度中 令和３．４．１～令和６．３．３１

肺がん検診精密検査 令和５．４．１～令和８．３．３１
（２０２３．４．１～２０２６．３．３１） 令和７年度中 令和５．４．１～令和８．３．３１

乳がん検診精密検査 令和５．４．１～令和８．３．３１
（２０２３．４．１～２０２６．３．３１） 令和７年度中 令和５．４．１～令和８．３．３１

大腸がん検診精密検査 令和５．４．１～令和８．３．３１
（２０２３．４．１～２０２６．３．３１） 令和７年度中 令和５．４．１～令和８．３．３１

肝臓がん検診精密検査 令和４．４．１～令和７．３．３１
（２０２２．４．１～２０２５．３．３１） 令和６年度中 令和４．４．１～令和７．３．３１
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（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ４回／年
西部 １回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

胃がん内視鏡検診講習会 東部 １回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ５回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３０年度より改正）

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる
こと。
３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、部会等の長及び地区医師会の
代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りではない。
４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。
７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。
８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望
ましい。

※胃内視鏡検診マニュアルに従い、精密検査医療機関の登録基準の臨床例数は原則年間１００症例以上に
変更することとなり、平成３０年度より「胃がん検診精密検査医療機関実施要綱」が一部改正しました。
「年間の症例数」について、医師個人とするか医療機関とするかについては、協議の結果、医師
の習熟度の目安となるので「医師個人で原則年間１００例以上」とすることとなりました。次回の更
新３年後に向けて努力目標としていただくこととなりました。
また、登録基準においては、「食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間１００例以上あること。ただし、
部会等の長及び地区医師会の代表の委員が十分な実績があると認める機関については、この限りで
はない。」としており、１００例を満たない医師については、健対協が十分な実績があると認めれば登
録されます。

８８



（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び
子宮がん検診症例検討会

全県 １回／年

鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。
２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。
４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検
診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回
しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし
たこととする。

８９
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対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん医療機関検診従事者講習会 東部 １回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会・肺がん検診症例検討会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ４回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準（平成３１年度より改正）

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。
２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつ気管支ファイバー下病理検査が可能であること。
ただし、他施設に委託することも可能であること。
３ CT読影を含む精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。
５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、
合計２０点以上を取得すること
（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回は必須事項）
（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点
（３） 日本肺がん学会総会 ５点
（４） 肺がん検診セミナー ５点
（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点
８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま
しい。

９０



（別記）対象となる講習会等
講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び
鳥取県検診発見乳がん症例検討会 全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点
日本乳癌検診学会 １回／年 ５点
各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点
日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点
鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点
その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波
検査装置を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。
５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市
町村に送付すること。
６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が
ん登録についても同様であること。
７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、
乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること
とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。
また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、
「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県
乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す
ること。
８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］
１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届
け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。
２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像
の提出を求めることができる。
３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。
４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結
果を委員会での審議の資料とする。

９１



鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。
２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量
（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。
なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査
を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。
３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。
なお、日本乳がん検診精度管理中央機構が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し
ていることが望ましい。
４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

９２



（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ４回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ５回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器がん検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できること。なお、精密検査を全大腸内視鏡検査で行うことが困難な場
合においては、Ｓ状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査（二重造影法）の併用による精密検査を
実施できること。
２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ
と。
３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。
４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。
（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。
（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３㎜、大焦点は１㎜以下であることが望まし
い）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望
ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す
ること。
６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。
７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す
ること。
８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、
がん登録についても同様であること。
９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。
１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。
ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが
望ましい。

９３



（別記）対象となる講習会等
講 習 会 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点
山陰肝・胆・膵疾患研究会 全県 １回／年 ２点
消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点
東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点
腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点
中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点
肝・胆・膵研究会 西部 ３回／年 ２点
消化器超音波研究会 西部 ２回／年 ２点
肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点
山陰肝癌治療研究会 全県 １回／年 ３点

日本消化器病学会（総会、大会、支部例会） 総会 大会 各１回／年
支部例会 各２回／年 ２点

日本肝臓学会（総会、大会、支部会） 各 １回／年 ２点
日本超音波医学会（学術集会、地方会） 各 １回／年 ２点
日本肝癌研究会 各 １回／年 ２点
（注） 上記以外の講演会等については、協議会及び専門委員会においてその都度協

議することとする。

鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準（令和４年４月改正）

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。
２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。
３ 精密検査として、血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査、HCV-RNA
検査及びPIVKAⅡ検査が実施できること。
４ 次の基準に合う超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師の対応ができること。
（１） 走査法式は、電子コンベックス方式が可能であること。
（２） ２系統以上の距離計測機能を有していること。
（３） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像
記録装置を有していること。

（４） 観察用モニターは、１２インチ以上であること。（※携帯型超音波装置は除く。）
※一部携帯型で高機能の装置が出ているため、希望があれば装置を確認し、十分な画像があれば承
認するものとする。

５ 腹部超音波検査について、次のいずれかを満たしていること。
（１） 臨床例が年間１００例以上あること。
（２） 最近５年間で３００件以上の検査の実績があること。
（３） 検者が、超音波医学会認定超音波専門医（腹部または総合）又は超音波医学会認定超音波検
査士（腹部）であること。

（４） 部会等の長及び地区医師会の代表の委員が、十分な実績があると認める機関については、こ
の限りでない。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。
ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。また、各種学
会については、出席したことが証明できる書類等の写しを提出すること。
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あ と が き

令和５年５月８日には新型コロナウイルス感染症は感染症法上の位置づけが「５類」に移行されま

した。ようやく社会生活も次第に日常を取り戻しつつあります。コロナ禍の間にがん検診は大きな影

響を受けることとなりました。がん検診の目的である死亡率減少効果に対する影響は今後明らかに

なってくるものと思われます。引き続き精度の高いがん検診を実施し、受診率と精検受診率の向上に

努める事が求められます。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第３０報です。この報告書は単年度のがん検診の全体像を一覧いただけるものと考えておりま

す。がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実積内容となっております

のでご承知おき下さい。編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きまし

た。御礼申し上げます。発刊に際し、県医師会事務局の皆様には何時もの様に強力なお手伝いを戴き

ました。皆様に心から感謝申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 岡 田 克 夫
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